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学科・年次 理学療法科 １学年 

科目名 情報処理工学 

担当者 新井 隆裕  杁山 哲平 

単位数（時間数） 2 単位（30 時間） 

学習方法 講義（演習） 

教科書・参考書 
30 時間でマスター Office2024（Windows11 対応）／実教出版株式会社 

SNS における個人情報取り扱いガイドブック／一般社団法人日本看護学校協議会共済会 

 

授業概要 

情報科学の初学者にも理解できるように、具体例を用いながら情報科学の基礎知識について概説する。  

本授業では、Microsoft Office（Word・Excel・PowerPoint）を用いて、文書作成、表計算、資料作成に関する基本操

作の習得を目的とする。 

実習を中心に、実務や学習において活用できる操作方法を身につける。 

科目の目的（意義） 

現在、情報通信、情報メディア技術の発展に伴いコンピュータは身の回りのさまざまなところに組み込まれ、利用さ

れている。このコンピュータの原理や歴史、インターネットの仕組み、コンピュータセキュリティといった情報に関

する科学・技術的事項の習得を目指す。 また現在医療は ICT 化が進み、保健・医療・福祉のさまざまな場所で利用さ

れている。そのため、コンピュータの基本的な操作とリテラシーについて基本の知識を学ぶ。 

関連する学科の DP 

・自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる 

・多様な対象者に対応できる 

・心と体を動かす技術を身に着けている。 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 前期 

情報の役割とコンピュータを利

用した情報活用の重要性につい

て理解する。 

情報化社会に参画するために個

人が身につけるべき情報モラル

について理解する。 

情報の役割に関心を持ち、具体例を挙げて

考えることができる。 

情報化が社会に与える影響に関心を持ち、

モラルなどに基づいた行動ができる。 

また、問題点について説明ができる。 

新井 隆裕 

2 前期 
コンピュータ（BYOD パソコン）

について理解する。 

BYOD（Bring Your Own Device）の定義

と利点・課題を説明できる。 

パソコンの基本操作（起動、シャットダウ

ン、ファイル管理など）を実行できる。 

新井 隆裕 
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パソコンのセキュリティ対策（ウイルス対

策ソフトのインストール、ファイアウォー

ルの設定など）を説明できる。 

3 前期 
Microsoft365 の導入方法につい

て理解する。 

Microsoft 365 の構成要素（Word、Excel、

PowerPoint、Outlook など）を説明できる。 

Microsoft 365 と従来の Office 製品の違い

を理解し、説明できる。 

Microsoft 365 のインストール手順を実行

できる。 

新井 隆裕 

4 前期 

OneDive（クラウドストレージ）

の設定及び扱いについて理解す

る。 

OneDrive の基本概念を理解し、機能と利

点を説明できる。 

OneDrive 上でのファイル管理（フォルダ

作成、ファイルの移動・削除など）を実行

できる。 

OneDrive を使ったファイル共有の方法を

説明できる。 

新井 隆裕 

5 前期 
Microsoft365 の運用方法につい

て理解する。 

Microsoft 365 の主要なアプリケーション

（Word、Excel、PowerPoint、Outlook な

ど）の基本操作を説明できる。 

Microsoft Teams のインターフェースと主

要機能（チャット、チーム、チャンネルな

ど）を説明できる。 

チャットや会議機能を使用して、効果的な

コミュニケーションを行える。 

新井 隆裕 

6 前期 

情報化社会に参画するために個

人が身につけるべきセキュリテ

ィ管理の方法について理解する。 

情報技術におけるセキュリティ管理につい

て興味を持ち、対策などを考察できる。 

また、個人が身につけるべき方策や様々な

問題点などについて理解し説明できる。 

新井 隆裕 

7 前期 
電子メールの利用方法について

理解する。 

キーボードでのタイピングができる。 

メールサーバの仕組みを理解し設定ができ

る。 

電子メールのマナーなどについて興味を持

ち、適切に利用できる。 

また危険性などについて理解しメールの送

信ができる。 

新井 隆裕 

8 前期 

ワープロソフトウェア① 

ワープロの利用に関する知識と

技術を習得し、文書の構成、構成

ワープロを利用した基本文書の作成に興味

を持ち、様々な文書を適切に選択できる。

また、ワープロの基本的な機能を利用して

杁山 哲平 
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要素の配置、文書作成の要領につ

いて理解するとともに、基本的な

文書作成に関する知識と技術に

ついて理解する。 

様々な文書が作成でき、ワープロの機能な

どを説明できる。 

9 前期 

ワープロソフトウェア② 

ワープロの多様な機能を利用し

て、表を含む応用的な文書の作成

に関する知識と技術について理

解する。 

文書の作成に積極的に取り組み、必要に応

じて様々な機能を選択できる。また、罫線

表を含む文書作成ができ、罫線の機能など

を説明できる。 

杁山 哲平 

10 前期 

ワープロソフトウェア③ 

ワープロの多様な機能を利用し

て、図形や写真などを含む応用的

な文書の作成に関する知識と技

術について理解する。 

文書の作成に積極的に取り組み、必要に応

じて様々な機能を選択でき文章に画像を挿

入することができる。 

杁山 哲平 

11 前期 

表計算ソフトウェア① 

表計算ソフトウェアの特徴を理

解し、基本操作について理解す

る。 

演習に積極的に取り組み、適切な表の作成

や基本操作ができ、特徴などを説明できる。 
杁山 哲平 

12 前期 

表計算ソフトウェア② 

グラフを用いて表のデータをわ

かりやすく表現できるようにす

るため、グラフの基礎知識や作成

方法について理解する。 

様々なグラフを積極的に活用し、適切なグ

ラフが選択できる。また、目的に応じた形

で作成し、特徴などを説明できる。 

杁山 哲平 

13 前期 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱ① 

プレゼンテーションの重要性や

基礎的な知識と技術について理

解する。 

 

効果的なプレゼンテーションの仕方につい

て興味を持ち、プレゼンテーションの適切

な実施や評価ができる。また、プレゼンテ

ーションの準備などの流れの概要を説明で

きる。 

杁山 哲平 

14 前期 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄｳｪｱ② 

プレゼンテーション資料を構成

するスライドを作成するために

必要な基本的な操作方法を理解

する。 

スライドのデザイン設定ができる。 

新しいスライドが作成できる。 
杁山 哲平 

15 前期 
インターネットリテラシーにつ

いて理解する 

インターネットの危険性を理解し、インタ

ーネットリテラシーについて理解すること

で安全にインターネット環境を使うことが

できる。 

杁山 哲平 
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成績評価方法 
演習点を評価点とする 

準備学習など 講義サイト http://www.tokai-med.ac.jp/it/ を細目に確認して下さい。 

欠席した場合、当日に行った演習内容を終えて次回の講義に出席してください。 

関連科目 「情報科学」→「臨床実習Ⅰ」「臨床実習Ⅱ」「臨床実習Ⅲ」「臨床実習セミナーⅠ」「臨床実習セ

ミナーⅡ」 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 

当科目は理学療法士に直接は関係しませんが、電子カルテ、勉強会など様々なところで情報技

術が使われています。基本的な使い方はマスターしていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科・1 年次 

科目名 心理学 

担当者 高尾 卓 

単位数（時間数） 2 単位（30 時間） 

学習方法 講義，グループワーク 

教科書・参考書 

教科書：なし 

参考書：リハベーシック 心理学・臨床心理学 内山靖 藤井浩美 立石雅子 編 医歯薬出

版 2020 

 

授業概要と目的 

心理学とは、人の心のメカニズムを科学的に探究する学問のことである。本講義では心理学の全体像を学ぶことによ

り自己、他者理解に役立てることを目的とする。適宜グループワークを取り入れながら体感的に理解を深め、また実

践的なコミュニケーションスキルの向上にもつなげていく。なお、現場経験のある臨床心理士がその経験を活かし講

義を行う。 
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回 

（コマ） 
 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 前期 

「心理学とはなにか」 

一般目標 

① 心理学がどのようなものか

を理解する 

「心理学とはなにか」 

 到達目標 

① 心理学がどのようなものか説明でき

る 

高尾 卓 

2 前期 

「心理学と臨床心理学」 

一般目標 

① 心理学と臨床心理学の全体

像を理解する 

「心理学と臨床心理学」 

到達目標 

① 心理学と臨床心理学の全体像を説明

できる 

高尾 卓 

3 前期 

「感覚・知覚・注意」 

一般目標 

① 感覚について理解する 

② 知覚について理解する 

③ 注意について理解する 

「感覚・知覚・注意」 

到達目標 

① 感覚について説明できる 

② 知覚について説明できる 

③ 注意について説明できる 

高尾 卓 

4 前期 

「動機づけ・パーソナリティ」 

一般目標 

① 動機づけを理解する 

② パーソナリティについて理

解する 

「動機づけ・パーソナリティ」 

到達目標 

① 動機づけを説明できる 

② パーソナリティについて説明できる 

高尾 卓 

5 前期 

「記憶・学習」 

一般目標 

① 記憶のメカニズムを理解す

る 

② 学習を理解する 

「記憶・学習」 

到達目標 

① 記憶のメカニズムを説明できる 

② 学習を説明できる 

高尾 卓 

6 前期 

「言語・思考」 

一般目標 

① 言語について理解する 

② 思考について理解する 

「言語・思考」 

到達目標 

① 言語について説明できる 

② 思考について説明できる 

高尾 卓 

7 前期 

「発達と知能」 

一般目標 

① 発達と知能について理解す

る 

「発達と知能」 

到達目標 

① 発達と知能について説明できる 
高尾 卓 

8 前期 

「防衛機制」 

一般目標 

① 防衛機制について理解する 

「防衛機制」 

到達目標 

① 防衛機制について説明できる 
高尾 卓 
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9 前期 

「ストレス」 

一般目標 

① ストレスのしくみを理解す

る 

「ストレス」 

到達目標 

① ストレスのしくみを説明できる 
高尾 卓 

10 前期 

「人間関係・コミュニケーショ

ン」 

一般目標 

① 人間関係について学ぶ 

② コミュニケーションについ

て学ぶ 

「人間関係・コミュニケーション」 

 

到達目標 

① 人間関係について説明できる 

② コミュニケーションについて説明で

きる 

高尾 卓 

11 前期 

「心理検査」 

一般目標 

① 心理検査について学ぶ 

「心理検査」 

到達目標 

① 心理検査について説明できる 
高尾 卓 

12 前期 

「行動論的アプローチ」 

一般目標 

① 行動論的アプローチを理解

する 

「行動論的アプローチ」 

到達目標 

① 行動論的アプローチを説明できる 
高尾 卓 

13 前期 

「精神分析的アプローチ」 

一般目標 

① 精神分析的アプローチを理

解する 

「精神分析的アプローチ」 

到達目標 

① 精神分析的アプローチを説明できる 
高尾 卓 

14 前期 

「カウンセリング」 

一般目標 

① カウンセリングについて学

ぶ 

「カウンセリング」 

到達目標 

① カウンセリングについて説明できる 
高尾 卓 

15 前期 

「全体の振り返り・まとめ」 

一般目標 

① 講義内容を振り返りながら、

対人援助者にとって大切な

心理学について理解する 

「全体の振り返り・まとめ」 

到達目標 

① 講義内容を振り返りながら、対人援助

者にとって大切な心理学について説

明できる 

高尾 卓 

成績評価方法 
科目試験（100％） 

準備学習など 授業の復習をし心理学の理解を積み重ね次回以降の学習と結びつける。 
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学科・年次 理学療法科 1 学年 

科目名 英語 

担当者 平林挙 

単位数（時間数） 2 単位（30 時間） 

学習方法 講義 

教科書・参考書 プリント（自作） 

 

 

授業概要と目的 

日常生活に必要な水準の身体、医療に関する英語を学習する。  

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

１ 前期 

「授業概要」 

 一般目標 

授業内容、目標を認知する。 

「授業の概要、学力の把握」 

 到達目標 

当該期の授業の内容、評価方法等を知り、

それに伴う授業への事前準備、参加姿勢等

の認識を得る、また学期開始時の英語力を

試験等を通じて出力できる。 

平林挙 

２ 前期 

「医療現場における英会話(1)、医

学用語の語構成(1)、病院各科に関

する英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

病院各科に関する英単語を理解

する。 

「医療現場における英会話(1)、医学用語の

語構成(1)、病院各科に関する英単語を学

ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

病院各科に関する英単語を、綴ることがで

きる。 

平林挙 

３ 前期 

「医療現場における英会話(2)、医

学用語の語構成(2)」 

  一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

「医療現場における英会話(1)、医学用語の

語構成(2)」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

 

平林挙 
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４ 前期 

「医療現場における英会話(3)、医

学用語の語構成(3)、頭部に関する

英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

頭部に関する英単語を理解する。 

「医療現場における英会話(3)、医学用語の

語構成(3)、頭部に関する英単語を学ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

頭部に関する英単語を、綴ることができる。 

平林挙 

５ 前期 

「医療現場における英会話(4)、医

学用語の語構成(4)、人体に関する

英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

人体に関する英単語を理解する。 

  

「医療現場における英会話(4)、医学用語の

語構成(4)、人体に関する英単語を学ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

人体のおおまかな部分に関する英単語を、

綴ることができる。 

平林挙 

６ 前期 

「医療現場における英会話(5)、医

学用語の語構成(5)、臓器に関する

英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

主要な臓器に関する英単語を理

解する。 

  

「医療現場における英会話(5)、医学用語の

語構成(5)、臓器に関する英単語を学ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

主要な臓器に関する英単語を、綴ることが

できる。 

平林挙 

７ 前期 

「医療現場における英会話(6)、医

学用語の語構成(6)、病院各科の人

員に関する英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

病院各科の人員に関する英単語

を理解する。 

「医療現場における英会話(6)、医学用語の

語構成(6)、病院各科の人員に関する英単語

を学ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

病院各科の人員に関する英単語を、綴るこ

とができる。 

平林挙 



10 

 

８ 前期 

「中間試験」 

 一般目標 

 前の授業までで学んだことを

試験を通じて適切に出力する。 

「中間試験」 

 到達目標 

 前の授業までで学んだことを試験を通じ

て適切に出力できる。 

平林挙 

９ 前期 

「医療現場における英会話(7)、医

学用語の語構成(7)、病院職員に関

する英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

病院職員に関する英単語を理解

する。 

「医療現場における英会話(7)、医学用語の

語構成(7)、病院職員に関する英単語を学

ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

病院職員に関する英単語を、綴ることがで

きる。 

平林挙 

10 前期 

「医療現場における英会話(8)、医

学用語の語構成(8)、症状に関する

英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

症状に関する英単語を理解する。 

「医療現場における英会話(8)、医学用語の

語構成(8)、症状に関する英単語を学ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

症状に関する英単語を、綴ることができる。 

平林挙 

11 前期 

「医療現場における英会話(9)、医

学用語の語構成(9)、痛みに関する

英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

痛みに関する英単語を理解する。 

「医療現場における英会話(9)、医学用語の

語構成(9)、痛みに関する英単語を学ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

痛みに関する英単語を、綴ることができる。 

平林挙 

12 前期 

「医療現場における英会話(10)、

医学用語の語構成(10)、薬に関す

る英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

薬に関する英単語を理解する。 

「医療現場における英会話(10)、医学用語

の語構成(10)、薬に関する英単語を学ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

薬に関する英単語を、綴ることができる。 

 

平林挙 
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13 前期 

「医療現場における英会話(11)、

医学用語の語構成(11)、薬に関す

る英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

薬に関する英単語を理解する。 

「医療現場における英会話(11)、医学用語

の語構成(11)、薬に関する英単語を学ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

薬に関する英単語を、綴ることができる。 

平林挙 

14 前期 

「医療現場における英会話(12)、

医学用語の語構成(12)、薬に関す

る英単語」 

 一般目標 

医療現場における英会話を体験、

理解する。 

医学用語の語構成を理解する。 

医療器具に関する英単語を理解

する。 

「医療現場における英会話(12)、医学用語

の語構成(12)、医療器具に関する英単語を

学ぶ」 

 到達目標 

医療現場での英会話に参加できる。 

医学用語、英語全般の語構成に関して説明

できる。 

医療器具に関する英単語を、綴ることがで

きる。 

平林挙 

15 前期 

「試験前まとめ」 

 一般目標 

当該期の授業を通じて学習して

きたことを振り返り、試験に必要

な学力の習得ができているかを

確認し、必要であれば試験に向け

て学習する。 

「授業内容の振り返り、試験に向けた対策

等を考える」 

 到達目標 

授業の内容を振り返り、それらについて説

明することができる。 

試験内容を把握し、自己の学力を認識し、

必要であれば対策することができる。 

平林挙 

成績評価方法 科目試験（100%） 

準備学習など 前回授業の復習に努めること。 

留意事項  
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学科・年次  理学療法科 1 年次            開講期間  前期    

科目名 コミュニケーション論 

担当者 杁山 哲平 

単位数（時間数）   ２単位（30 時間）             履修方法 講義、グループワーク 

教科書・参考書 
会話例とワークで学ぶ 理学療法コミュニケーション論 三宅わか子他（編集）医歯薬出版株

式会社 2018 年 

 

授業概要 

本講義の前半はコミュニケーションを学ぶ目的及び基礎的な知識を修得し、後半は養成校から臨床実習、卒後の臨

床現場を想定した会話例を用いて具体的な状況をイメージしたうえで、いくつかのワークを通じてより良いコミュニ

ケーションとは何かを自ら考え、コミュニケーション技法を身に着けることを目的とする。なお、理学療法士として、

病院等で臨床経験のある教員がその経験を活かして授業を行う。 

授業の目的（意義） 

社会人基礎力として必要なコミュニケーションスキルを修得し、保健・医療・福祉分野で他職種と連携を取りながら、

医療専門職としての質の担保された理学療法の提供ができるための素地を身につける 

関連する学科の DP 

・現場で適切な対人関係を築き、患者さんや利用者さんなど他人の体に触れる業務であるという意識（倫理）を持て

る 

・他者と共働できる 

・他人を敬い、謙虚な態度で接することができる 

・自己解決できない時、周囲に頼ることができる 

      

回 

（コマ） 

「授業項目」（単元名） 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 

「コミュニケーションを学ぶ意義・

目的」 

一般目標 

１．コミュニケーションの基本的知

識について理解する 

２．社会人・医療専門職として身に

着けたいコミュニケーションスキ

ルの概要を理解する 

「医療専門職に必要なコミュニケーションス

キルを学ぶ」 

到達目標 

１．医療専門職に必要とされる能力を説明できる 

２．学生を取り巻くコミュニケーションの現状を

説明できる 

３．人間発達におけるコミュニケーションの獲得

について説明できる 

４．社会で求められる理学療法士像を説明できる 

杁山哲平 

2 

「社会で働くために必要な能力」 

一般目標 

１．社会人基礎力について理解する 

「社会基礎力を身につける」 

到達目標 

１．社会人基礎力を説明できる 

２．医療専門職のコンピテンシーを説明できる 

杁山哲平 
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２．自己評価と能力の育成について

理解する 

３．就職基礎力について理解する 

３．学生から社会人への移行に必要な要素につい

て説明できる 

3 

「伝える・伝わるコミュニケーショ

ン」 

一般目標 

１．コミュニケーションの定義・必

要性について理解する 

２．コミュニケーションの３つのカ

テゴリーについて理解する 

３．４つのコミュニケーションスキ

ルについて理解する 

 

「手法としてのコミュニケーションスキルを身

につける」 

到達目標 

１．コミュニケーションスキルの必要性を説明で

きる 

２．３つのカテゴリーを説明できる 

３．コミュニケーションスキルの自己基盤づくり

ができる 

４．傾聴、見る、承認、伝えるスキルを説明する

ことができる 

杁山哲平 

4 

「コミュニケーションのタイプ」 

一般目標 

１．コミュニケーションの取り方の

違いを理解する 

２．コミュニケーションタイプにつ

いて理解する 

「コミュニケーションのタイプと取り方を活用

する」 

到達目標 

１．自分の性格特性を知ることができる 

２．世代間の特徴を知ることができる 

３．コミュニケーションの取り方の違いを説明で

きる 

杁山哲平 

5 

「コミュニケーションにおける解

決と解消」 

一般目標 

１．解決型のコミュニケーションを

理解する 

２．解消型のコミュニケーションを

理解する 

３．５W２H を理解する 

「解決型と解消型のコミュニケーションを身に

つける」 

到達目標 

１．各種会話の傾向を説明できる 

２．論理的な話し方を身につける 

３．情緒的コミュニケーションを身につける 

４．問題解決力を身につける 

５．５W2H を説明できる 

杁山哲平 

6 

「養成校でのコミュニケーション」 

一般目標 

１．学生時代に身につけたい基本を

理解する 

２．コミュニケーションの手順化と

応用について理解する 

「学生時代に身につけたいコミュニケーション

を学修する」 

到達目標 

１．学内での関係性づくりについて説明できる 

２．良好なコミュニケーションについて説明でき

る 

３．行動目標を立てられる 

４．コミュニケーションの手順化について説明で

きる 

杁山哲平 
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５．対外的なコミュニケーションについて説明で

きる 

６．社会人・医療専門職として必要な能力を身に

つける 

7 

「臨床実習で求められるコミュニ

ケーション」 

一般目標 

１．目上の人とのコミュニケーショ

ンを理解する 

２．臨床実習での対人コミュニケー

ションを理解する 

「臨床実習で必要な対人コミュニケーション」 

到達目標 

１．目上の人から意見を聞く力を説明できる 

２．学生と指導者の関係を説明できる 

３．学生と対象者の関係を説明できる 

４．学生と他職種職員の関係を説明できる 

杁山哲平 

8 

「就職活動から入職までに身につ

けたいコミュニケーション」 

一般目標 

１．就職活動で求められる人材につ

いて理解する 

２．職種間でのコミュニケーション

を理解する 

３．カンファレンスでの会話につい

て理解する 

「理学療法士として入職までに学ぶコミュニケ

ーション」 

到達目標 

１．就職活動で求められる能力について説明でき

る 

２．施設見学を想定した場面で適切な会話ができ

る 

３．面接時のコミュニケーションを説明できる 

４．就職基礎能力について説明できる 

杁山哲平 

9 

「対人コミュニケーション～人を

育てるコミュニケーション～」 

一般目標 

１．対人コミュニケーションの構図

を理解する 

２．良好な関係性の成立について理

解する 

３．人材育成サイクル、PDCA サイ

クルを理解する 

「対人コミュニケーションの構図と人材育成」 

到達目標 

１．対人コミュニケーションの構図を説明できる 

２．コンテキストとメッセージを説明できる 

３．ノイズを把握できる 

４．良好な人間関係を説明できる 

５．人材育成サイクルを説明できる 

６．PDCA サイクルを説明できる 

７．ロールプレイで実践できる 

杁山哲平 

10 

「医療安全のためのコミュニケー

ション」 

一般目標 

１．医療安全におけるコミュニケー

ションを理解する 

２．症例提示により分析・考察を理

解する 

３．医療現場での報告・連絡・相談

を理解する 

「医療安全におけるコミュニケーションスキル」 

到達目標 

１．チームステップスについて説明できる 

２．状況の伝え方について説明できる 

３．SBAR について説明できる 

４．支持の受け方について説明できる 

５．医療現場での報告・連絡・相談について説明

できる 

杁山哲平 
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11 

「クレーム対応のコミュニケーシ

ョン」 

一般目標 

１．クレームについて理解する 

「クレーム対応のコミュニケーションスキル」 

到達目標 

１．クレームについて説明できる 

２．ケーススタディ 

 分析・考察・報告・振返り 

杁山哲平 

12 

「ミーティングでのコミュニケー

ション」 

一般目標 

１．ミーティングにおけるコミュニ

ケーションについて理解を深め、発

言の仕方を理解する 

「ミーティングでのコミュニケーションスキル」 

到達目標 

１．コンテキストとコンテンツの関係を説明でき

る 

２．発言の仕方を説明できる 

３．振返り 

杁山哲平 

13 

「メンタルヘルスとコミュニケー

ション」 

一般目標 

１．メンタルヘルスを理解する 

２．ストレスチェックを理解する 

３．人間関係の意識を理解する 

４．コミュニケーションによる影響

を理解する 

「メンタルヘルスとコミュニケーションスキル」 

到達目標 

１．メンタルヘルスを説明できる 

２．ストレスとメンタルヘルスの関係を説明でき

る 

３．ストレスチェックを実践できる 

４．ストレス対策について説明できる 

５．コミュニケーションの影響について説明でき

る 

杁山哲平 

14 

「場面に応じたコミュニケーショ

ンの展開 症例１」 

一般目標 

１．模擬場面設定においてコミュニ

ケーションを実演する 

２．実演内容を評価の重要性につい

て理解する 

３．対応について企画を理解する 

４．報告書について理解する 

「場面に応じたコミュニケーションスキル 症

例１」 

到達目標 

１．模擬場面設定において適切なコミュニケーシ

ョンの予測ができる 

２．実演内容を客観的に評価できる 

３．対応について企画を立案できる 

４．報告書を作成し提出することができる 

５．振返りの中でスキルアップにつながる提案が

できる 

杁山哲平 

15 

「場面に応じたコミュニケーショ

ンの展開 症例２」 

一般目標 

１．模擬場面設定においてコミュニ

ケーションを理解する 

２．実演内容を理解する 

３．対応について企画を体験し、内

容を理解する 

「場面に応じたコミュニケーションの展開 症

例２」 

到達目標 

１．模擬場面設定においてコミュニケーションが

実演できる 

２．実演内容を評価できる 

３．対応について企画を体験する 

４．報告書を作成し提出することができる 

杁山哲平 
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４．報告書について理解する ５．振返りの中でスキルアップにつながる提案が

できる 

成績評価方法 

毎回行われる演習課題及び講義内でのグループワークにより採点する。 

・演習課題についての評価 

各回の目標に沿ったものについて理解し、自分の考えを熟考したものになっているかが記載さ

れているかどうかで判断する 

・グループワークについて 

各回の目標に沿ったものについて理解し、自分や他者との意見の相違について積極的に意見交

換ができているかで判断する 

課題合計点 100 点中点 60 点かつ、2/3 以上の出席をもって合格とする。 

準備学習/事後学習 準備学習：各章を事前に読み、内容を確認する。 

事後学習：講義はじめに前回の講義の振り返りを行う。その際に模範となる考えを匿名で発表

し自身の考えと比較させる。 

関連科目 「コミュニケーション論」→「臨床実習Ⅰ」「臨床実習Ⅱ」「臨床実習Ⅲ」「臨床実習セミナーⅠ」

「臨床実習セミナーⅡ」 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 

コミュニケーションは理学療法に必要な情報を患者様から聞き出すのに不可欠なスキルです。

「患者様のため」という想いを持って臨んでください 

 

 

 

 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科 １学年 

科目名 統計学 

担当者 大岩 照宜 

単位数（時間数） 2 単位（30 時間） 

学習方法 講義 

教科書・参考書 プリント（自作） 

 

授業概要と目的 

臨床現場で定量的な分析に用いられるデータの統計処理の基礎の他、サンプル同士の比較を行う検定を学ぶ。 
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回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 前期 
統計の目的とサンプル代表値 

度数と尺度が理解できる 

統計学を学ぶことによって，何が分かり、

何ができるかを述べることができる。 

大岩照宜 

2 前期 
正規分布とデータのばらつきが

理解できる 

データのばらつきと正規分布について述べ

ることができる。 

大岩照宜 

3 前期 
データの平均値と分散、標準偏差

が理解できる 

データの平均値、分散及び標準偏差につい

て述べることができる。 

大岩照宜 

4 前期 
データの最確値と誤差が理解で

きる 

データの最確値と誤差について述べること

ができる。 

大岩照宜 

5 前期 
2 つの変量の相関関係が理解でき

る 

2 つの変量の相関関係について述べること

ができる。 

大岩照宜 

6 前期 
相関の強さと相関係数の関係が

理解できる 

相関の強さと相関係数の関係について述べ

ることができる。 

大岩照宜 

7 前期 
仮説検定の目的と意義が理解で

きる 

仮説検定の目的と意義について述べること

ができる。 

大岩照宜 

8 前期 
母集団とサンプル平均値の検定

が理解できる 

母集団とサンプル平均値の検定を述べるこ

とができる。 

大岩照宜 

9 前期 
２つのサンプル平均値の検定が

理解できる 

独立した２つ群を比較するためにサンプル

平均値の検定を述べることができる。 

大岩照宜 

10 前期 
サイズの小さな２つのサンプル

平均値の検定が理解できる 

サンプルサイズの小さな群を比較する場合

の平均値の検定を述べることができる。 

大岩照宜 

11 前期 
２つのサンプルの比率の検定が

理解できる 

アンケート結果の比較のためサンプルの比

率の検定を述べることができる。 

大岩照宜 

12 前期 
χ2 乗検定が理解できる χ2 乗検定を用いた 2 つの変量の独立性に

ついて述べることができる。 

大岩照宜 

13 前期 
臨床検査の性格を決める感度・特

異度が理解できる 

感度・特異度について述べることができる。 大岩照宜 

14 前期 
臨床検査の性格を決めるリスク

比とオッズ比が理解できる 

リスク比やオッズ比について述べることが

できる。 

大岩照宜 

15 前期 
まとめと試験 

 

 大岩照宜 

成績評価方法 
定期試験を実施し評価する。 

準備学習など 中学校・高等学校の数学で学んだ統計の基礎を確認しておきたい。 
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学科・年次 理学療法科・1 年次 

科目名 保健体育 

担当者 寺島 弘将 

単位数（時間数） 2 単位（30 時間） 

学習方法 講義および実技 

教科書・参考書 プリント（自作） 

 

授業概要と目的 

スポーツを通して体を動かすことの楽しさを体感し、運動の重要性を再確認する。また団体競技を行うことでフェア

プレーの精神、チームプレイの重要性を学び、今後のスポーツライフのみならず私生活でも生かせる人材を育成する。 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 前期 

（講義）ガイダンス 

授業のスケジュール、成績の評価

方法を理解する。 

（講義・実技）加齢とロコモティ

ブシンドローム 

加齢とロコモティブシンドロー

ムの知識を身につける。 

・今後の講義、実技の予定を理解して、試

験に向けての対策をとる。 

・講義でそれぞれの概要、診断基準、関連

性などを理解するとともに、実際にロコモ

度テストなどの実技を行い他人に説明・実

施できるようにする。 

寺島弘将 

2 

前期 

（実技）卓球 

ルールを理解し、ボールの扱い方

やスマッシュなどの基本的な技

術を十分に身につける。 

・基本的な技術の練習を重視するととも

に、少しでもラリーを続けられるようにす

る。またクラスメイトとの競い合いを楽し

み、積極的に参加できるようにする。 

寺島弘将 

3 

4 

前期 

（実技）バレーボール 

ルールを理解し、スパイク、トス、

レシーブ等の基本的な技術を十

分に身につける。 

・基本的な技術の練習を重視するととも

に、ゲームでは声掛けなどチームプレイの

楽しさを体感し、適切な状況判断ができる

ようにする。 

寺島弘将 

5 

6 

前期 

（実技）バドミントン 

ルールを理解し、スマッシュ、サ

ーブなど基本的な技術を十分に

身につける。 

・基本的な技術の練習を重視するととも

に、少しでもラリーを続けられるように練

習し、ダブルスではチームで声掛けなどコ

ミュニティーをしっかりとって行う。 

寺島弘将 

7 

8 

後期 

（実技）ハンドボール ・講義で障害者スポーツの種目、競技特性、

ランク分けについて理解し、実際に障害者

スポーツを体験することができる。 

寺島弘将 

9 
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ルールを理解し、オフェンスやデ

ィフェンスに必要な基本的な技

術を十分に身につける。 

10 

後期 

（実技）バスケットボール 

ルールを理解し、パス、シュート

等の基本的な技術を十分に身に

つける。 

 

・基本的な技術を習得し味方とパスをつな

ぎシュートを決められるようにする。ゲー

ムでは味方がシュートを決めることで喜び

を共に味わい、チームプレイの重要性を感

じることができるようにする。 

寺島弘将 

11 

12 

後期 

（実技）バドミントン 

ルールを理解し、スマッシュ、サ

ーブなど基本的な技術を十分に

身につける。 

（講義）ガイダンス 

課題の内容を十分に理解できる。 

・基本的な技術の練習を重視するととも

に、ダブルスでは声掛けなどチームプレイ

の楽しさを体感し、適切な状況判断ができ

るようにする。 

・課題の内容や期日を説明し、期日通り提

出できるようにする。 

寺島弘将 

13 

14 

後期 

（実技）バレーボール 

ルールを理解し、スパイク、トス、

レシーブ等の基本的な技術を十

分に身につける。 

（講義）ガイダンス 

課題が提出できる。 

・基本的な技術の反復練習を重視するとと

もに、ゲームの中でチームプレイの重要性

やバレーボールの楽しさを理解し、積極的

に参加できるようにする。 

寺島弘将 

15 

成績評価方法 レポート（100 点） 

準備学習など 
・ケガの予防のため日頃から適度な運動を心掛ける。 

・ルールや競技特性を知って望むことで授業をより楽しむことができる。 

留意事項 

・スポーツを行うにあたり不安があるような怪我、病気など既往歴がある場合は、あらかじめ

申告する。 

・スポーツ中に体調の悪化、外傷などがあった場合すぐに申告する。 

・熱中症や筋痙攣予防に水分補給をこまめに行う。 

・基本的にマスクを着用し距離をとって会話をする。 
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学科・年次 理学療法科・１年次 開講期間 前期 

科目名 レクリエーション論 

担当者 熱尾有加 

単位数（時間数） 2 単位（３０時間）               履修方法 講義・グループワーク 

教科書・参考書 配布資料にて授業・グループワークを行っていく 

 

授業概要 

レクリエーションは単なる余暇活動にとどまらず、日常生活場面や機能回復訓練においても有用な手段である。講義

では、疾患にともなうリスク管理を徹底しつつ、身体機能評価のみならず、社会的側面から障害をとらえ、レクリエー

ションがどのように身体活動や生活の質に関わっていくのかを理解していく。なお、理学療法士として、病院等で臨

床経験のある教員がその経験を活かして授業を行う。 

授業の目的（意義） 

レクリエーションによる身体活動の変化と、機能回復が促進される仕組み、リスク管理の把握、社会的な繋がりや活

動の側面からとらえ、包括的なアプローチが考案できるようにする。 

関連する学科の DP 

① 現場で適切な対人関係を築き、患者さんや利用者さんなど他者の身体に触れる専門職としての倫理観を有してい

る 

② 臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている 

③ 協調性を有している 

 

 

回 

（コマ） 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 

「レクリエーションを施行する上での基

礎知識」 

一般目標 

① レクリエーションの定義を理解する． 

② レクリエーションの機能を理解する． 

③ レクリエーションの活動内容を理解

する． 

「レクリエーションにおける身体の活動、

機能向上を理解できるようになる」 

到達目標 

① レクリエーションの定義を説明でき

る． 

② レクリエーションが及ぼす機能を説明

できる． 

③ レクリエーションの活動内容を説明で

きる． 

熱尾 有加 

2 

「レクリエーション準備」 

一般目標 

① 個人でレクリエーション（紹介）を考

える． 

② クラス全体との交流を図る． 

「個別から集団レクリエーションへの展

開」 

到達目標 

① 自身について周知してもらえる内容を

企画する． 

熱尾 有加 
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② クラス全体へ内容を展開することがで

きる． 

3 

「レクリエーション準備」 

一般目標 

① 個人でレクリエーションを考える． 

② クラス全体との交流を図る． 

「個別から集団レクリエーションへの展

開」 

到達目標 

① 自身について周知してもらえる内容を

企画・実施する． 

② クラス全体へ内容を展開することがで

きる． 

熱尾 有加 

4 

「レクリエーション①」 

一般目標 

① 個人でレクリエーションを考える． 

② 個人から集団へのレクリエーション

について理解する． 

③ クラス全体との交流を図る． 

「個別から集団レクリエーションへの展

開」 

到達目標 

① 自身について周知してもらえる内容を

企画・実施できる． 

② クラス全体へ内容を展開することがで

きる． 

熱尾 有加 

5 

「レクリエーション②」 

一般目標 

① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② クラス全体との交流を図る． 

「集団レクリエーションへの展開①」 

到達目標 

① 多人数でのレクリエーションの目的・

企画を説明・展開を実施できる． 

熱尾 有加 

6 

「レクリエーション③」 

一般目標 

① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② クラス全体との交流を図る． 

「集団レクリエーションへの展開②」 

到達目標 

① 多人数でのレクリエーションの目的・

企画説明・展開を実施することができ

る． 

熱尾 有加 

7 

「レクリエーション④」 

一般目標 

① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② クラス全体との交流を図る． 

「集団レクリエーションへの展開③」 

到達目標 

① 多人数でのレクリエーションの目的・

企画説明・展開を実施することができ

る． 

熱尾 有加 

8 

「レクリエーション⑤」 

一般目標 

① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② クラス全体との交流を図る． 

「集団レクリエーションへの展開④」 

到達目標 

① 多人数でのレクリエーションの目的・

企画説明・展開を実施することができ

る． 

熱尾 有加 

9 
「レクリエーション⑥」 

一般目標 

「集団レクリエーションへの展開⑤」 

到達目標 

熱尾 有加 
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① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② クラス全体との交流を図る． 

① 多人数でのレクリエーションの目的・

企画説明・展開を実施することができ

る． 

10 

「レクリエーション⑦」 

一般目標 

① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② クラス全体との交流を図る． 

「集団レクリエーションへの展開⑥」 

到達目標 

① 多人数でのレクリエーションの目的・

企画説明・展開を実施することができ

る． 

熱尾 有加 

11 

「レクリエーション⑧」 

一般目標 

① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② クラス全体との交流を図る． 

「集団レクリエーションへの展開⑦」 

到達目標 

① 多人数でのレクリエーションの目的・

企画説明・展開を実施することができ

る． 

熱尾 有加 

12 

「レクリエーション活動の実際を想定し

た企画①」 

一般目標 

① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② レクリエーション内容の企画を検討

する． 

③ グループワークの役割を理解する． 

「レクリエーション活動の実際を想定した

企画①」 

到達目標 

① グループワークにてプログラムの企画

を実施することができる． 

熱尾 有加 

13 

「レクリエーション活動の実際を想定し

た企画②」 

一般目標 

① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② レクリエーション内容の企画を検討

する． 

③ グループワークの役割を理解する． 

「レクリエーション活動の実際を想定した

企画②」 

到達目標 

① グループワークにてプログラムの企画

を実施することができる． 

熱尾 有加 

14 

「レクリエーション活動の実際を想定し

た展開①」 

一般目標 

① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② レクリエーション内容の展開を実施

する． 

「レクリエーション活動の実際を想定した

展開①」 

到達目標 

① グループワークにてプログラムの展開

を実施することができる． 

② 他グループへの総評を実施することが

できる． 

熱尾 有加 

15 
「レクリエーション活動の実際を想定し

た展開②」 

「レクリエーション活動の実際を想定した

展開②」 

熱尾 有加 
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一般目標 

① 多人数でのレクリエーションについ

て理解する． 

② レクリエーション内容の展開を実施

する． 

到達目標 

① グループワークにてプログラムの展開

を実施することができる． 

② 他グループへの総評を実施することが

できる． 

成績評価方法 科目試験（筆記） 

準備学習/事後学習 サブノート 

関連科目 コミュニケーション論 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 

 

 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科 １年次 

科目名 社会学 

担当者 山口 宏 

単位数（時間数） ２単位（30 時間） 

学習方法 講義と１回のみグループワーク 

教科書・参考書 プリント（自作） 

 

授業概要と目的 

リハビリ業務で様々な世代・背景の人々と接していくなかで、その人々の人生の社会的な背景を深く理解できるよう

にする。また家族・貧困・差別などいろいろな社会問題を考えることによって、医療・福祉が置かれた現代社会の大き

な見取り図を認識できるようにする。さらに毎回の授業内での記述を通して、自らの考えを素早く展開し、まとめる

力を身につける。 

 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 前期 

「社会学ガイダンス」 

一般目標 

社会学がどういうものか、概略を

知る。 

「常識を疑う視角を感じ取る」 

到達目標 

・昔の出来事・事件をいくつか見ていくな

かで、価値観の違いを具体的に記述できる

ようにする。 

山口宏 
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「現代のつながりのかたちをとらえる」 

・これから具体的テーマを考えていくため

の予備知識として、地域のつながりを作る

新たな取り組みを挙げられるようにする。 

2 前期 

「戦後社会・文化史①」 

一般目標 

終戦から高度成長期の時代変化

を押さえる。 

「終戦時の日常の社会状況を知る」 

到達目標 

・映像も通して終戦後の諸側面を見ること

で、生活を具体的に記述できるようにする。 

「高度成長期の生活と流行を知る」 

・集団就職とは何かを語れるようにし、現

在の高齢層が生きてきた時代の流行を複数

挙げられるようにする。 

山口宏 

3 前期 

「戦後社会・文化史②」 

一般目標 

1960 年代のカウンターカルチャ

ーを知る。 

「戦後の社会運動の流れを理解する」 

到達目標 

・学生運動とその暴力的変質をたどること

を通して、現在との違いを感じ、具体的に

記述できるようにする。 

山口宏 

4 前期 

「戦後社会・文化史③」 

一般目標 

1970年代の感覚変化と、豊かさの

なかで現われる社会問題を知る。 

 

「1970 年代の感覚変化を知る」 

到達目標 

・若者文化の流行を通して、1960 年代との

違いと現在との違いをともに記述できるよ

うにする。 

「豊かさの背景にある社会問題を知る」 

・公害問題における地域社会の複雑な対立

関係を、説明できるようにする。 

山口宏 

5 前期 

「戦後社会・文化史④」 

一般目標 

1980 年代の光と影を押さえる。 

「バブル経済の仕組みと影を考える」 

到達目標 

・1980 年代の狂騒とともに、バブル経済の

盛衰を見ることで、バブルの仕組みとマイ

ナス面について説明できるようにする。 

山口宏 

6 前期 

「戦後社会・文化史⑤」 

一般目標 

1990 年代から現在への流れを理

解する。 

「1990 年代の心理主義を理解する」 

到達目標 

・心理の専門家や心をめぐるテーマが前景

に出てくる社会変化を理解し、自分なりの

意見が書けるようにする。 

「コミュニケーションの敏感さを考える」 

山口宏 
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・ほめる研修など、現在のコミュニケーシ

ョンの特徴をとらえ、自分なりの意見が書

けるようにする。 

7 前期 

「家族をめぐる諸問題」 

一般目標 

家族の歴史的変化と現在の課題

を理解する。 

「戦後家族の変化を理解する」 

到達目標 

・グラフデータを読み込んで、それを言葉

で表現できるようにする。 

「現代家族の課題を理解する」 

・虐待や孤立などさまざまな状況を踏まえ

て、多様なつながりの可能性を具体的に述

べられるようにする。 

山口宏 

8 前期 

「貧困と社会的排除」 

一般目標 

貧困の多面性を理解する。 

「貧困の多様な側面を理解する」 

到達目標 

・貧困が健康やコミュニケーションなど

様々な面に関わってくることを理解し、自

分なりの見解を表現できるようにする。 

・それに対する様々な取り組みを紹介し、

その可能性について意見を表現できるよう

にする。 

山口宏 

9 前期 

「宗教と社会」 

一般目標 

世界宗教の特徴と、近年の日本で

の問題を理解する。 

「世界的宗教の特質を概観する」 

到達目標 

・医療現場などで多様な宗教の人に触れる

ことを想定しながら、諸宗教の特質を表現

できるようにする。 

「近年の日本社会と宗教」 

・オウムの問題など取り上げながら、新宗

教に惹かれる心性を理解し、具体的な対応

策も自分なりに述べられるようにする。 

山口宏 

10 前期 

「民主主義の危うさと可能性」 

強力な指導者を求める危うさと、

民主主義の活性化の可能性を考

える。 

「独裁的指導者を招く心性を理解する」 

到達目標 

・ナチスを生んだ背景や、社会心理実験的

な映像も使いつつ、強い指導者に従いたく

なる心的機制を理解し、意見を述べられる

ようにする。 

「民主主義の可能性」 

・政治への関心をいかに高め、声を届けら

れるか、諸事例を見ながら考え、医療・福

山口宏 
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祉職とも重ねて意見を述べられるようにす

る。 

11 前期 

「差別のとらえ方」 

一般目標 

日常のイメージから差別を考え

る。 

「日常で作られるイメージから考える」 

到達目標 

・高齢者や障害者をめぐって、いつの間に

かどういうイメージが作られ、押しつけら

れやすいかを考え直し、表現できるように

する。 

「複数の問題の絡まり合いを考える」 

・複数の要因が重なった場合の差別問題の

難しさを理解し、具体的に記述できるよう

にする。 

山口宏 

12 前期 

「優生思想の問題」 

一般目標 

優生思想の歴史と、現在にもつな

がる問題を考える。 

「優生思想の歴史を理解する」 

到達目標 

・戦争と障害者といったテーマも含めなが

ら、過去の優生思想の実践を押さえ、整理

して記述できるようにする。 

「現在の優生思想と生命倫理を考える」 

・健康や社会的コストの論理を推し進めす

ぎる際の危うさを考え、意見を述べられる

ようにする。 

山口宏 

13 前期 

「日本のなかの外国人」 

一般目標 

外国人労働者と難民申請の現状

を理解する。 

「外国人労働者の現状を理解する」 

到達目標 

・介護の現場でも多くなる外国人労働者の

状況や、技能実習の問題など、現状につい

てまとめ、意見も述べられるようにする。 

「難民受け入れの現状を理解する」 

・難民受け入れの少なさについて、背景を

理解した上で意見を述べられるようにす

る。 

山口宏 

14 前期 

「グループワーク」 

一般目標 

到達目標 

・これまで扱ったテーマを絡めながら、10

個程度の問題に対して、話し合ってそれぞ

れ答えを発表する。 

山口宏 

15 前期 

「まとめ」 

一般目標 

これまでのテーマをつなげなが

ら、振り返る。 

到達目標 

・戦後文化史や家族、貧困問題などで、こ

れまでの補足として話と映像を加え、全体

山口宏 
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的なまとめも含めた意見を述べられるよう

にする。 

成績評価方法 

レポート（100 点） 

準備学習など 毎回のテーマをシラバスで確認しながら、意見が書きやすいよう関心をもって、テーマに関わ

る話題・問題など調べておいてください。 

備考 

 

 

 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科 １年次 

科目名 解剖学Ⅰ 

担当者 桑原 裕子 

単位数（時間数） 4 単位（60 時間） 

学習方法 講義 

教科書・参考書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学 医学書院   

プロメテウス 解剖学コアアトラス 医学書院 

 

授業概要と目的 

医療を目指す者にとって必要な人体の構造(解剖学)を、肉眼レベルから微細な組織レベルまでの高度な知識を学び、

人体の構造を３次元で理解できるように学ぶ．他教科の学習内容を理解する前提となる人体構造の基本的概念・事項

を習得し，医療人として身に付ける人体の構造を理解することが目的である． 

獣医師であり、大学での解剖学講師として経験のある講師が、その経験を活かし講義を行う。 

 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 通年 

「人体の概観、方向用語」 

一般目標 

① 解剖学用語を用いて、人体の概

観を理解する。 

「人体の概観、方向用語」 

 到達目標 

① 解剖学用語を用いて、人体の概要を

説明できる。 

桑原 裕子 
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② 解剖学において、３次元で用い

る方向用語を理解する。 

② 方向用語を用いて、人体の部位を説

明できる。 

2 通年 

「人体の構成：細胞から器官系ま

で」 

一般目標 

① 人体が細胞を基本単位とし、そ

れが組織を形成し、器官となる

ことを理解する。 

② 複数の器官が機能的に連携して

器官系を構成することを理解す

る。 

「人体を構成する細胞・組織・器官・器

官系」 

到達目標 

① 細胞の大きさや数、種類を説明でき

る。 

② 組織の種類と人体での存在部位を

説明できる。 

③ 器官系を構成を器官の名称を用い

て説明できる。 

桑原 裕子 

3 通年 

「細胞の構造および上皮組織」 

一般目標 

① 細胞の微細構造を機能とともに

理解する。 

② 上皮組織の種類を構成する細胞

をもとに理解する。 

「細胞の微細構造および上皮組織の形

態的特徴と機能との関連」 

① 細胞の機能を理解する基礎とする

ために、微細構造を物質レベルから

説明できる。 

② 上皮組織を機能と関連づけて理解

するために、上皮組織を構成する細

胞や存在部位を説明できる。 

桑原 裕子 

4 通年 

「支持組織、筋組織および神経組織」 

一般目標 

① 支持組織の種類を理解する。 

② 筋組織の種類や特徴を理解す

る。 

③ 神経組織を構成する細胞の種類

や機能を理解する。 

「支持組織、筋組織および神経組織の微

細構造と種類」 

到達目標 

① 支持組織を構成する細胞や細胞間

物質から体内の存在部位を説明で

きる。 

② 筋組織の種類を構成する細胞の微

細構造の特徴を基に説明できる。 

③ 神経組織を構成する細胞の種類を

機能に関連付けて説明できる。 

桑原 裕子 

5 通年 

「循環器系総論：血管の構造および

肺循環と体循環」 

一般目標 

① 血管の種類と構造について理解

する。 

② 肺循環の構成と機能を理解す

る。 

③ 体循環の構成と機能を理解す

る。 

「血管の種類と構造および肺循環と体

循環の経路と意義」 

到達目標 

① 血管の種類を構造的特徴で説明で

きる。 

② 肺循環の循環経路と意義を説明で

きる。 

③ 肺循環の循環経路と意義を説明で

きる。 

桑原 裕子 
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④ 体循環と肺循環の関連を解剖学的

に説明できる。 

 

  6 

 

通年 

「心臓の位置と構造」 

一般目標 

① 心臓の胸腔内での位置を理解す

る。 

② 心臓に出入りする血管とともに

心房、心室および弁の構造を理

解する。 

「心臓の位置と心臓と血管のつながり」 

到達目標 

① 心臓の胸腔内での位置を他臓器と

の関係で説明できる。 

② 心臓の心房や心室へ出入りする血

管を関連付けて説明できる。 

桑原 裕子 

 

 

 

7     

 

 

 

 

 

 

通年 

「心臓の内腔および弁の構造」 

一般目標 

① 心房と心室の位置を理解する。 

② 心房と心室の壁および弁の構造

を理解する。 

③ 心臓を支配する神経と分布する

血管を理解する。 

 

「心臓の心房・心室および弁の構造」 

到達目標 

① 心臓の心房と心室を血液循環に基

づいて説明できる。 

② 弁の名称と構造を説明できる。 

③ 心臓の刺激伝導系について説明で

きる。 

④ 心臓に分布する血管の名前と走行

を説明できる。 

⑤ 心臓を支配する神経を説明できる。 

桑原 裕子 

 

 

 

8 

 

 

 

 

通年 

「動脈幹と頭頸部の動脈系」 

一般目標 

① 主な幹動脈を順に理解する。 

② 大動脈弓から頭頸部に分布する

血管を理解する。 

 

 

 

「動脈幹と頭頸部の動脈系」 

到達目標 

① 動脈幹を体循環経路の関連で説明

できる。 

② 頸部から顔面に分布する血管を大

動脈弓から順に説明できる。 

③ 脳に分布する血管を脳領域と共に

説明できる。 

桑原 裕子 
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通年 

「上肢および下肢に分布する動脈

系」 

一般目標 

① 上肢と下肢の血管系を理解す

る。 

② 脈拍を蝕知できる血管を理解す

る。 

「上肢および下肢に分布する動脈系」 

到達目標 

① 主な上肢の動脈系を鎖骨下動脈よ

り末梢に順に説明できる。 

② 主な下肢の動脈系を外腸骨動脈よ

り順に説明できる。 

③ 脈拍を蝕知できる血管を説明でき

る。 

桑原 裕子 

 

 

10 

通年 

「内臓や体壁に分布する動脈系」 

一般目標 

「内臓や体壁に分布する動脈系」 

到達目標 

桑原 裕子 
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① 胸大動脈より胸腔内臓器と胸壁

へ分布する血管を理解する。 

② 腹大動脈より消化器系、泌尿器

系および腹壁に分布する血管系

を理解する。 

① 胸大動脈より胸腔内臓器に分布す

る血管を説明できる。 

② 腹大動脈より消化器系へ分布する

血管を臓器ごとに説明できる。 

③ 腹大動脈より泌尿器系へ分布する

血管を臓器ごとに説明できる。 

 

11 

 

通年 

「静脈系の特徴および静脈系固有の

血管」 

一般目標 

① 機能に関連して、動脈と静脈の

構造の違いを理解する。 

② 動脈に伴行しない皮静脈を理解

する。 

「静脈系の特徴および静脈系固有の血

管」 

到達目標 

① 静脈と動脈の構造的違いを説明で

きる。 

② 上肢・下肢および胸腹壁の皮静脈を

説明できる。 

桑原 裕子 

 

 

12 

 

 

通年 

「静脈系固有の血管系の構成」 

一般目標 

① 硬膜静脈洞の構成を理解する。 

② 門脈系の構成を理解する。 

「静脈系固有の血管系の構成」 

到達目標 

① 硬膜静脈洞の構成を説明できる。 

② 門脈系の構成と側副路を説明でき

る。 

桑原 裕子 
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通年 

「リンパ系の構造と分布」 

一般目標 

① 主なリンパ管を理解する。 

② 主なリンパ性器官の種類と名前

および構造を理解する。 

「リンパ系の構造と分布」 

到達目標 

① 主なリンパ管の名前と分布部位を

説明できる。 

② 主なリンパ性器官の種類と構造を

説明できる。 

桑原 裕子 

14 通年 

「胎児の血液循環系」 

一般目標 

① 胎児特有の血管系について理解

する。 

② 出生後の遺存物を理解する。 

③ 胎盤の構造を理解する。 

「胎児の血液循環系」 

到達目標 

① 胎児期の循環経路を説明できる。 

② 出生後の遺存物を説明できる。 

③ 胎盤の構造を説明できる。 

 

桑原 裕子 

15 通年 

「解剖学Ⅱ前半のまとめ」 

① 細胞、組織から循環器系の構造

についてまとめる。 

「解剖学Ⅱ前半の復習」 

① 細胞、組織から循環器系の構造につ

いての確認のために中間試験を受

ける。 

桑原 裕子 
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16 通年 

「消化管の構造と構成」 

一般目標 

① 口腔から直腸までの位置を理解

する。 

② 口腔から直腸までの構造を理解

する。 

「消化管の腹膜との関係と機能と関連

した構造」 

到達目標 

① 口腔から直腸までの流れを腹膜と

の関係で説明できる。 

② 口腔から直腸までの構造を消化機

能と関連付けて説明できる。 

桑原 裕子 

17 通年 

「消化腺の種類と構造」 

一般目標 

① 唾液腺の種類と位置を理解す

る。 

② 肝臓の位置と構造を理解する。 

③ 膵臓の位置と構造を理解する。 

「消化腺の構造」 

到達目標 

① 大唾液腺の種類と位置を説明でき

る。 

② 肝臓の位置と構成を関連する脈管

系とともに説明できる。 

③ 膵臓の腹膜との関連で位置を説明

できる。 

桑原 裕子 

18 通年 

「鼻腔から咽頭までの構造」 

一般目標 

① 鼻腔の構造を理解する。 

② 咽頭の構造を理解する。 

「鼻腔から咽頭までの構造」 

到達目標 

① 鼻腔の構造を目、耳および副鼻腔と

の関連で説明できる。 

② 咽頭を口腔及び鼻腔と喉頭の関連

で説明できる。 

桑原 裕子 

19 通年 

「喉頭から肺までの構造」 

一般目標 

① 喉頭の構造を理解する。 

② 気管の構造を理解する。 

③ 肺の構造を理解する。 

 

「喉頭から肺までの構造」 

到達目標 

① 喉頭を構成する軟骨を説明できる。 

② 声帯の構造を説明できる。 

③ 気管、気管支、細気管支、呼吸細気

管支の構造を説明できる。 

④ 左右肺の違いを葉の構成で説明で

きる。 

桑原 裕子 

20 通年 

「腎臓の位置と構造」 

一般目標 

① 左右の腎臓の位置を理解する。 

② 腎臓の微細構造を理解する。 

「腎臓の位置と構造」 

到達目標 

① 左右の腎臓の位置を説明できる。 

② 腎臓の皮質と髄質の構造を説明で

きる。 

③ 尿の生成に関する腎単位を説明で

きる。 

④ 腎盂の構造を説明できる。 

 

桑原 裕子 
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21 通年 

「尿管、膀胱、尿道の構造」 

一般目標 

① 尿管の位置と構造を理解する。 

② 膀胱の位置と構造を理解する。 

③ 尿道の位置と構造を理解する。 

「尿管、膀胱、尿道の構造」 

到達目標 

① 尿管の位置と腎臓や膀胱との連絡

を構造的に説明できる。 

② 骨盤腔内での膀胱の位置を男女差

で説明できる。 

③ 膀胱三角を説明できる。 

④ 尿道の位置や長さの男女差を説明

できる。 

桑原 裕子 

22 通年 

「男性の生殖器の位置と構造」 

一般目標 

① 精巣の位置と構造を理解する。 

② 精巣上体、精嚢、前立腺の位置と

構造を理解する。 

③ 精路を理解する。 

④ 陰茎の構造を理解する。 

「男性の生殖器の位置と構造」 

到達目標 

① 精子形成の場である精細管と男性

ホルモン産生細胞を説明できる。 

② 精巣上体、精嚢、前立腺の位置と構

造を説明できる。 

③ 精路を順に説明できる。 

④ 陰茎の構造を説明できる。 

桑原 裕子 

23 通年 

「女性の生殖器の位置と構造」 

一般目標 

① 卵巣の位置と構造を理解する。 

② 子宮および卵管の位置と構造を

理解する。 

③ 膣および外陰部の構造を理解す

る。 

「女性の生殖器の位置と構造」 

到達目標 

① 卵巣の位置、構造および支持組織を

説明できる。 

② 子宮および卵管の骨盤内の位置と

構造を説明できる。 

③ 外陰部の構造を説明できる。 

桑原 裕子 

24 通年 

「下垂体、甲状腺、上皮小体の位置と

構造」 

一般目標 

① 下垂体の位置と発生に起因する

構造を理解する。 

② 甲状腺の位置と構造を理解す

る。 

③ 上皮小体の位置と構造を理解す

る。 

「下垂体、甲状腺、上皮小体の位置と構

造」 

到達目標 

① 下垂体の位置と発生に起因する構

造を説明できる。 

② 甲状腺の位置と甲状腺沪胞や傍濾

胞細胞を説明できる。 

③ 上皮小体の位置と構造を説明でき

る。 

桑原 裕子 

25 通年 

「膵臓、副腎、松果体の位置と構造」 

一般目標 

① 膵臓のランゲルハンス島の構造

を理解する。 

「膵臓、副腎、松果体の位置と構造」 

到達目標 

① 膵臓の内分泌であるランゲルハン

ス島の構造を説明できる。 

桑原 裕子 
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② 副腎の位置と発生学に由来する

構造を理解する。 

③ 松果体の位置を理解する。 

② 副腎の位置と発生学的構造を説明

できる。 

③ 松果体の位置を説明できる。 

26 通年 

「皮膚、目の位置と構造」 

一般目標 

① 皮膚の三層構造を理解する。 

② 目の構造を理解する。 

 

「皮膚、目の位置と構造」 

到達目標 

① 皮膚の三層構造および感覚器を説

明できる。 

② 目の構造を説明できる。 

桑原 裕子 

27 通年 

「耳、嗅上皮の位置と構造」 

一般目標 

① 耳の構造を理解する。 

② 嗅覚に関係する嗅上皮の位置と

構造を理解する。 

「耳、嗅上皮の位置と構造」 

到達目標 

① 外耳、中耳、内耳の構造を説明でき

る。 

② 嗅上皮の位置と構造を説明できる。 

桑原 裕子 

28 通年 

「胚子の発生」 

一般目標 

① 受精卵から週令ごとの胚子の発

生を理解する。 

「胚子の発生」 

到達目標 

① 受精卵から週令ごとの胚子を説明

できる。 

桑原 裕子 

29 通年 

「器官の発生」 

一般目標 

① 循環器系、消化器系、呼吸器系、

筋系、神経系の発生を理解する。 

「器官の発生」 

到達目標 

① 循環器系、消化器系、呼吸器系、筋

系、神経系の発生を説明できる。 

桑原 裕子 

30 通年 

「解剖学Ⅱ後半のまとめ」 

一般目標 

① 解剖学Ⅱ後半の定期試験を行

う。 

「解剖学Ⅱ後半の復習」 

到達目標 

① 解剖学Ⅱ後半の定期試験を受験す

る。 

桑原 裕子 

成績評価方法 

①  解剖学はまめな復習による理解が欠かせないので、単元ごとの復習として小テストを行

い、60％の点数に満たないものはレポートの提出を課する。 

② 評価は単元ごとに行う小テスト(20%)と定期試験(80%)で行う。 

③ 定期試験を行い、中間試験と合わせて評価する。(60％以上の評価が得られなければ進級不

可となる) 

準備学習など 準備学習より復習を習慣づけること、特に小テストの内容をしっかり理解すること。 

プロメテウスの解剖学は授業には必要ないが、自宅学習に大いに利用してほしい。 

授業で理解できないところは積極的に質問してほしい。 

講義中の居眠り・おしゃべりは欠席とする。 
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学科・年次 理学療法科 １学年 

科目名 解剖学Ⅱ 

担当者 清島 大資・石田 和人 

単位数（時間数） 4 単位（60 時間） 

学習方法 講義・標本見学 

教科書・参考書 
標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 解剖学 第 5 版 野村嶬（編集）医学書院 2020

年 、プロメテウス解剖学コアアトラス 第３版 坂井建雄（監訳）医学書院 2019 年 

 

授業概要と目的 

医療を目指す者にとっては、人体の構造と機能に関して高度かつ正確な知識が必要とされる。すべての学習の前提と

なる人体構造の基本的概念・事項を習得し、人体の全体像をつかむ。 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 前期 

「骨学総論」 

 一般目標 

骨の形態と基本構造について理

解する 

「骨学総論」 

 到達目標 

骨の形態と基本構造について説明できる 

清島 大資 

2 前期 

「神経系総論」 

 一般目標 

神経系の構成、発生学について理

解する 

「神経系総論」 

 到達目標 

① 神経系の構成について説明できる 

② ニューロン、シナプスの構造を説明で

きる 

③ 神経系の発生学を説明できる 

石田 和人 

3 前期 

「骨学総論」 

 一般目標 

骨の発生と成長について理解す

る 

「骨学総論」 

 到達目標 

骨の発生と成長について説明できる 

清島 大資 

4 前期 

「脊髄および上行路・下行路」 

一般目標 

脊髄およびその上行路、下行路を

理解する 

「脊髄および上行路・下行路」 

 到達目標 

① 脊髄の構造を説明できる 

② 錐体路および錐体外路を説明できる 

体性感覚の上行路を説明できる 

石田 和人 
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5 前期 

「骨学各論」 

 一般目標 

椎骨について理解する 

「骨学各論」 

 到達目標 

椎骨の基本構造について説明できる 

清島 大資 

6 前期 

「中枢神経」 

 一般目標 

中枢神経系を理解する 

「中枢神経」 

 到達目標 

① 中枢神経系の構造を説明できる 

中枢神経系の機能を説明できる 

石田 和人 

7 前期 

「骨学各論」 

 一般目標 

脊柱について理解する 

「骨学各論」 

 到達目標 

脊柱の構造について説明できる 

清島 大資 

8 前期 

「骨学各論」 

 一般目標 

胸郭について理解する 

「骨学各論」 

 到達目標 

胸郭の構造について説明できる 

清島 大資 

9 前期 

「上肢・下肢の末梢神経」 

 一般目標 

末梢神経系を理解する 

「上肢・下肢の末梢神経」 

 到達目標 

① 各神経の走行を説明できる 

神経の支配筋および支配領域を説明できる 

石田 和人 

10 前期 

「骨学各論」 

 一般目標 

頭蓋について理解する 

「骨学各論」 

 到達目標 

頭蓋の構造について説明できる 

清島 大資 

11 前期 

「脳神経」 

 一般目標 

脳神経を理解する 

「脳神経」 

 到達目標 

② 全ての脳神経の名称を説明できる 

各脳神経の構造および機能を説明できる 

石田 和人 

12 前期 

「骨学各論」 

 一般目標 

上肢の骨について理解する 

「骨学各論」 

 到達目標 

上肢の骨の構造について説明できる 

清島 大資 

13 前期 

「総括・復習」 

 一般目標 

神経系に関する学習の総括を行

う 

「総括・復習」 

 到達目標 

① 中枢神経系の概要を復習する 

② 末梢神経系の概要を復習する 

国家試験出題問題を参考に演習を行い、神

経系の理解を深める 

石田 和人 

14 前期 

「骨学各論」 

 一般目標 

下肢の骨について理解する 

「骨学各論」 

 一般目標 

下肢の骨について理解する 

清島 大資 
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15 前期 

「関節靭帯総論」 

 一般目標 

骨の連結（広義の関節）の正常な

構造と機能について総論的に理

解する 

「関節靭帯総論」 

 到達目標 

骨の連結（広義の関節）の正常な構造と機

能について総論的に説明できる 

清島 大資 

16 前期 

「関節靭帯総論」 

 一般目標 

滑膜性連結（狭義の関節）の正常

な構造と機能について総論的に

理解する 

「関節靭帯総論」 

 到達目標 

滑膜性連結（狭義の関節）の正常な構造と

機能について総論的に説明できる 

清島 大資 

17 前期 

「関節靭帯各論」 

 一般目標 

頭蓋の連結について理解する 

「関節靭帯各論」 

 到達目標 

頭蓋の連結について説明できる 

清島 大資 

18 前期 

「関節靭帯各論」 

 一般目標 

脊柱の連結について理解する 

「関節靭帯各論」 

 到達目標 

脊柱の連結について説明できる 

清島 大資 

19 前期 

「関節靭帯各論」 

 一般目標 

胸郭の連結について理解する 

「関節靭帯各論」 

 到達目標 

胸郭の連結について説明できる 

清島 大資 

20 前期 

「関節靭帯各論」 

 一般目標 

上肢の連結について理解する 

「関節靭帯各論」 

 到達目標 

上肢の連結について説明できる 

清島 大資 

21 前期 

「関節靭帯各論」 

 一般目標 

下肢の連結について理解する 

「関節靭帯各論」 

 到達目標 

下肢の連結について説明できる 

清島 大資 

22 後期 

「筋学総論」 

 一般目標 

筋組織の種類と特徴について理

解する。 

骨格筋の形態と構造について理

解する。 

「筋学総論」 

 到達目標 

筋組織の種類と特徴について説明できる。 

骨格筋の形態と構造について説明できる。 

清島 大資 
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23 後期 

「筋学各論」 

 一般目標 

上肢（上肢帯）の筋について理解

する 

「筋学各論」 

 到達目標 

上肢（上肢帯）の筋について説明できる 

清島 大資 

24 後期 

「筋学各論」 

 一般目標 

上肢（上腕）の筋について理解す

る 

「筋学各論」 

 到達目標 

上肢（上腕）の筋について説明できる 

清島 大資 

25 後期 

「筋学各論」 

 一般目標 

上肢（前腕から手部）の筋につい

て理解する 

「筋学各論」 

 到達目標 

上肢（前腕から手部）の筋について説明で

きる 

清島 大資 

26 後期 

「筋学各論」 

 一般目標 

下肢（下肢帯）の筋について理解

する 

「筋学各論」 

 到達目標 

下肢（下肢帯）の筋について説明できる 

清島 大資 

27 後期 

「筋学各論」 

 一般目標 

下肢（大腿）の筋について理解す

る 

「筋学各論」 

 到達目標 

下肢（大腿）の筋について説明できる 

清島 大資 

28 後期 

「筋学各論」 

 一般目標 

下肢（下腿から足部）の筋につい

て理解する 

「筋学各論」 

 到達目標 

下肢（下腿から足部）の筋について説明で

きる 

清島 大資 

29 後期 

「筋学各論」 

 一般目標 

頭頸部の筋について理解する 

「筋学各論」 

 到達目標 

頭頸部の筋について説明できる 

清島 大資 

30 後期 

「筋学各論」 

 一般目標 

体幹の筋について理解する 

「筋学各論」 

 到達目標 

体幹の筋について説明できる 

清島 大資 

成績評価方法 小テストと科目試験を合算し、100％で評価する。 

準備学習など 解剖学は器官系に分けて講義されるが、これらの器官系は互いに関連し合って機能し、生命活

動に働いている。したがって学生は学習した事柄をばらばらに覚えるのではなく、自らがつな

ぎ合わせ、有機的に関連させて理解する努力を怠ってはならない。解剖学の学習では解剖学名

を暗記しなくてはならないが、大切なことは人体の構造をその機能と関連させて理解すること

であり、解剖学名の暗記は必要最小限にとどめながら講義をする。 

留意事項 特になし 
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学科・年次 理学療法科 1 学年 

科目名 体表解剖演習 

担当者 吉安 敏彦 

単位数（時間数） 2 単位（60 時間） 

学習方法 講義・実技 

教科書・参考書 
運動療法のための機能解剖学的触診技術 第 2 版 （監修）青木隆明 （執筆）林典雄  

メジカルビュー社 

 

授業概要と目的 

体表解剖学は、解剖学、生理学および運動学の基礎医学を基に、講義にて筋・骨・神経等をイメージし、その後、実技

において生体の体表より、これらを 3 次元的に視察、触察することを目的とする。 

なお、病院での臨床経験のある理学療法士がその経験を活かして授業を行う 

 

回 

（コ

マ） 

授業日 
「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 後期 

「体表解剖学の基礎知識」 

 一般目標 

●体表解剖学を理解する 

「体表解剖学の基礎知識」 

 到達目標 

①体表解剖学の定義、目的を説明出来る 

②骨・関節・筋－靱帯、動脈、神経の触察 

方法を説明できる。 

吉安 敏彦 

2 後期 

「肩甲骨の体表解剖学」 

 一般目標 

●肩甲骨の機能解剖学を理解す

る 

「肩甲骨の触察について」 

 到達目標 

①肩甲骨の各名称を説明できる 

②肩甲骨を触察できる 

吉安 敏彦 

3 後期 

「上腕骨近位部の体表解剖学」 

 一般目標 

●上腕骨近位部の機能解剖学を

理解する 

「上腕骨近位部の触察について」 

 到達目標 

①上腕骨近位部の各名称を説明できる 

②上腕骨近位部を触察できる 

吉安 敏彦 

4 後期 

「鎖骨の体表解剖学」 

 一般目標 

●鎖骨と胸鎖関節、肩鎖関節の機

能解剖学を理解する 

「鎖骨の触察」 

 到達目標 

①鎖骨の各名称を説明できる 

②胸鎖関節、肩鎖関節を触察できる 

吉安 敏彦 
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5 後期 

「肩関節複合体の体表解剖学」 

 一般目標 

●肩関節複合体の機能解剖学を

理解する 

「肩関節複合体の触察」 

 到達目標 

①肩関節複合体を説明できる 

②肩関節複合体を触察できる 

吉安 敏彦 

6 後期 

「ローテーターカフの体表解剖

学」 

 一般目標 

●ローテーターカフの機能解剖

学を理解する 

●フォースカップルを理解する 

●肩甲上腕リズムを理解する 

「ローテーターカフの触察」 

 到達目標 

①ローテーターカフを説明できる 

②フォースカップルを説明できる 

③肩甲上腕リズムを説明できる 

吉安 敏彦 

7 後期 

「肘関節骨格の体表解剖学」 

 一般目標 

●肘関節骨格の機能解剖学を理

解する 

「肘関節骨格の体表解剖学」 

 到達目標 

①肘関節骨格の体表解剖学を説明できる 

②肘関節の各関節を体表より説明できる 

③肘関節の各関節を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

8 後期 

「肘関節屈曲筋と伸展筋の体表

解剖学」 

 一般目標 

●肘関節屈曲筋と伸展筋の機能

解剖学を理解する 

「肘関節屈曲筋と伸展筋の体表解剖学」 

 到達目標 

①肘関節骨格の体表解剖学を説明できる 

②肘関節の各関節を体表より説明できる 

③肘関節の各関節を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

9 後期 

「上腕骨内・外側上顆エリアの筋

の体表解剖学」 

 一般目標 

●上腕骨内・外側上顆エリアの筋

の機能解剖学を理解する 

「上腕骨内・外側上顆エリアの筋の体表解

剖学」 

 到達目標 

①上腕骨内・外側上顆エリアの筋の配列を 

体表より説明できる 

②上腕骨内・外側上顆エリアの筋の配列を 

体表より触察できる 

吉安 敏彦 

10 後期 

「前腕部および遠位橈尺関節の

体表解剖学」 

 一般目標 

●前腕部および遠位橈尺関節の

機能解剖学を理解する 

「前腕部および遠位橈尺関節の体表解剖

学」 

 到達目標 

①前腕部および遠位橈尺関節を体表より

説明できる 

②前腕部および遠位橈尺関節を体表より

触察できる 

吉安 敏彦 
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11 後期 

「手関節骨格の体表解剖学」 

 一般目標 

●手関節の骨格の機能解剖学を

理解する 

「手関節骨格の体表解剖学」 

 到達目標 

①手関節の骨格を体表より説明できる 

②手関節の骨格を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

12 後期 

「手関節掌屈筋および背屈筋の

体表解剖学」 

 一般目標 

●手関節掌屈筋、背屈筋の機能解

剖学を理解する 

「手関節掌屈筋および背屈筋の体表解剖

学」 

 到達目標 

①手関節の掌屈筋、背屈筋を体表より説明

できる 

②手関節の掌屈筋、背屈筋を体表より触察

できる 

吉安 敏彦 

13 後期 

「母指球筋と小指球筋の体表解

剖学」 

 一般目標 

●母指球筋と小指球筋の機能解

剖学を理解する 

「母指球筋と小指球筋の体表解剖学」 

 到達目標 

①母指球筋と小指球筋を体表より説明で

きる 

②母指球筋と小指球筋を体表より触察で

きる 

吉安 敏彦 

14 後期 

「手指の骨格と筋の体表解剖学」 

 一般目標 

●手指の骨格と筋の機能解剖学

を理解する 

「手指の骨格と筋の体表解剖学」 

 到達目標 

①手指の骨格と筋を体表より説明できる 

②手指の骨格と筋を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

15 後期 

「上肢の体表解剖学の総括」 

 一般目標 

●上肢の機能解剖学の要約を理

解する 

「上肢の体表解剖学の総括」 

 到達目標 

①上肢の機能解剖学の要約を説明できる 

吉安 敏彦 

16 後期 

「脊柱の体表解剖学」 

 一般目標 

●頚椎、胸椎、腰椎の骨格の特徴

を理解する 

●脊柱起立筋を理解する 

「脊柱の体表解剖学」 

 到達目標 

①頚椎、胸椎、腰椎の骨格を体表より触察

できる 

②脊柱起立筋を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

17 後期 

「骨盤の骨格の体表解剖学」 

 一般目標 

●骨盤の機能解剖学を理解する 

「骨盤の体表解剖学」 

 到達目標 

①骨盤の機能解剖学を説明できる 

②骨盤を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

18 後期 

「股関節の前方から内側の体表

解剖学」 

 一般目標 

「股関節の前方から内側の体表解剖学」 

 到達目標 

①股関節の前方から内側を体表より説明

できる 

吉安 敏彦 
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●股関節の前方から内側の機能

解剖学を理解する 

②股関節の前方から内側を体表より触察

できる 

19 後期 

「股関節の外側の体表解剖学」 

 一般目標 

●股関節の外側の機能解剖学を

理解する 

「股関節の外側の体表解剖学」 

 到達目標 

①股関節の外側を体表より説明できる 

②股関節の外側を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

20 後期 

「股関節の後方の体表解剖学」 

 一般目標 

●股関節の後方の機能解剖学を

理解する 

「股関節の後方の体表解剖学」 

 到達目標 

①股関節の後方を体表より説明できる 

②股関節の後方を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

21 後期 

「膝関節の骨格の体表解剖学」 

 一般目標 

●膝関節の骨格の機能解剖学を

理解する 

「膝関節の骨格の体表解剖学」 

 到達目標 

①膝関節の骨格を体表より説明できる 

②膝関節の骨格を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

22 後期 

「膝関節伸展機構の体表解剖学」 

 一般目標 

●膝関節伸展機構の機能解剖学

を理解する 

「膝関節伸展機構の体表解剖学」 

 到達目標 

①膝関節伸展機構を体表より説明できる 

②膝関節伸展機構を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

23 後期 

「ハムストリングスの体表解剖

学」 

 一般目標 

●ハムストリングスの機能解剖

学を理解する 

「ハムストリングスの体表解剖学」 

 到達目標 

①ハムストリングスを体表より説明でき

る 

②ハムストリングスを体表より触察でき

る 

吉安 敏彦 

24 後期 

「下腿の骨格の体表解剖学」 

 一般目標 

●下腿の骨格の機能解剖学を理

解する 

「下腿の骨格の体表解剖学」 

 到達目標 

①下腿の骨格を体表より説明できる 

②下腿の骨格を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

25 後期 

「下腿の筋群の体表解剖学」 

 一般目標 

●下腿の筋群の機能解剖学を理

解する 

「下腿の筋群の体表解剖学」 

 到達目標 

①下腿の筋群を体表より説明できる 

②下腿の筋群を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

26 後期 

「足関節の骨格の体表解剖学」 

 一般目標 

●足関節の骨格の機能解剖学を

理解する 

「足関節の骨格の体表解剖学」 

 到達目標 

①足関節の骨格を体表より説明できる 

②足関節の骨格を体表より触察できる 

吉安 敏彦 
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27 後期 

「足関節の筋の体表解剖学」 

 一般目標 

●足関節の筋の機能解剖学を理

解する 

「足関節の筋の体表解剖学」 

 到達目標 

①足関節の筋を体表より説明できる 

②足関節の筋を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

28 後期 

「後足部の体表解剖学」 

 一般目標 

●後足部の機能解剖学を理解す

る 

「後足部の体表解剖学」 

 到達目標 

①後足部を体表より説明できる 

②後足部を体表より触察できる 

吉安 敏彦 

29 後期 

「中足部から前足部の体表解剖

学」 

 一般目標 

●中足部から前足部の機能解剖

学を理解する 

「中足部から前足部の体表解剖学」 

 到達目標 

①中足部から前足部を体表より説明でき

る 

②中足部から前足部を体表より触察でき

る 

吉安 敏彦 

30 後期 

「脊柱と下肢の体表解剖学の総

括」 

 一般目標 

●脊柱と下肢の機能解剖学の要

約を理解する 

「脊柱と下肢の体表解剖学の総括」 

 到達目標 

①脊柱と下肢を体表より系統的に説明で

きる 

②脊柱と下肢を体表より系統的に触察で

きる 

吉安 敏彦 

成績評価方法 科目試験（100％） 

準備学習など 講義形式および実技形式で展開します 

毎回、実技を行いますので動きやすい服装で受講して下さい 

留意事項 特になし 
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学科・年次 理学療法科 １学年 

科目名 生理学Ⅰ 

担当者 坪井 秀夫 

単位数（時間数） ４単位（60 時間） 

学習方法 講義・ディスカッション 

教科書・参考書 
生理学テキスト 第７版 大地陸男（著）文光堂 2015 年 

 

 

授業概要と目的 

臨床経験 10 年以上、研究者としての経験 10 年以上の教員が生理学を担当する。生理学は、人体の構造を深く学ぶ科

目である解剖学と深くリンクし、人体の正常な機能を根本から深く学ぶ科目である。特に理学療法士にとっては最も

重要な科目の一つとなる。講義では基本的な人体各部の正常な生理学的機能をマスターするのは勿論、それらの各機

能に深く関連する多くの疾患や症例またそれに対する治療等についても解説し、臨床的にも役立つような生理学的知

識の習得を目的とする。 

 

 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 前期 

「生理学イントロダクション」 

 一般目標 

① 理学療法士にとって生理学の重

要性について学ぶ。 

② 理学療法士を目指す上で生理学

を学習する意義について学ぶ。 

③ 本講義受講上の諸注意 

（学習上の指針、試験等につい

ての具体的説明） 

「生理学イントロダクション」 

 到達目標 

① 理学療法士にとって生理学の重要性

を説明できる。 

② 理学療法士になるためにはなぜ生理

学を学ばないといけないのか、その

理由を説明できる。 

③ 本科目受講上の約束事や諸注意が説

明できる。 

坪井 秀夫 

2 前期 

「生理学を学ぶ上での基本知識」 

一般目標 

① これから生理学を学習していく

上でどうしても不可欠な生物学

的基本知識・常識を学ぶ。 

② これから生理学を学ぶ上でどう

しても必要な解剖学的知識・常

識を学ぶ。 

「生理学を学ぶ上での基本知識」 

到達目標 

① これから生理学を学習していく上で

どうしても不可欠な生物学的基本知

識・常識が説明できる。 

② これから生理学を学ぶ上でどうして

も必要な解剖学的知識・常識が説明

できる。 

坪井 秀夫 
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3 前期 

「細胞生理学（総論）」 

一般目標 

分子レベルにおける細胞の生理学的

機能について総論的に学ぶ。 

「細胞生理学（総論）」 

到達目標 

分子レベルにおける細胞の生理学的機能

について総論的に説明できる。 

坪井 秀夫 

4 前期 

「細胞生理学（各論）」 

一般目標 

分子レベルにおける以下のオルガネ

ラの生理学的機能について各論的に

学ぶ。（液胞、小胞体、ゴルジ体、リ

ボソーム等） 

「細胞生理学（各論）」 

到達目標 

分子レベルにおける以下のオルガネラの

生理学的機能について各論的に説明でき

る。（液胞、小胞体、ゴルジ体、リボソー

ム等） 

坪井 秀夫 

5 前期 

「細胞生理学（各論）」 

一般目標 

分子レベルにおける以下のオルガネ

ラの生理学的機能について各論的に

学ぶ。（リソソーム、細胞膜、核等） 

「細胞生理学（各論）」 

到達目標 

分子レベルにおける以下の各オルガネラ

の生理学的機能について各論的に説明で

きる。（リソソーム、細胞膜、核等） 

坪井 秀夫 

６ 前期 

「細胞生理学（各論）」 

一般目標 

分子レベルにおける以下のオルガネ

ラの生理学的機能について各論的に

学ぶ。（ミトコンドリア、細胞骨格等） 

「細胞生理学（各論）」 

到達目標 

分子レベルにおける以下のオルガネラの

生理学的機能について各論的に説明でき

る。（ミトコンドリア、細胞骨格等） 

坪井 秀夫 

７ 前期 

「物質代謝とエネルギー代謝」 

一般目標 

① 我々の生命活動を維持するため

に不可欠な物質代謝について総

論的に学ぶ 

② 物質代謝に伴って発生するエネ

ルギー代謝について総論的に学

ぶ。 

「物質代謝とエネルギー代謝」 

到達目標 

① 我々の生命活動を維持するために不

可欠な物質代謝について総論的に説

明できる 

② 物質代謝に伴って発生するエネルギ

ー代謝について総論的に説明でき

る。 

坪井 秀夫 

８ 前期 

「消化と吸収(総論)」 

一般目標 

① 我々の生命維持の為の最も基本

的な生理現象の一つである飲食

物の摂取及びそれに伴って消化

器で行われる消化について総論

的に学ぶ。 

② 飲食物の消化分解後に消化器で

行われる吸収について総論的に

学ぶ。 

「消化と吸収(総論)」 

到達目標 

① 我々の生命維持の為の最も基本的な

生理現象の一つである飲食物の摂取

及びそれに伴って消化器で行われる

消化について総論的に説明できる。 

② 飲食物の消化分解後に消化器で行わ

れる吸収について総論的に説明でき

る。 

坪井 秀夫 
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９ 前期 

「消化と吸収(各論)」 

一般目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な

生理現象の一つである飲食物の摂取

及びそれに伴って以下の消化器で行

われる消化について各論的に学ぶ。

（歯・口腔） 

「消化と吸収(各論)」 

到達目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な生理

現象の一つである飲食物の摂取及びそれ

に伴って以下の消化器で行われる消化に

ついて総論的に説明できる。（歯・口腔） 

坪井 秀夫 

10 前期 

「消化と吸収(各論)」 

一般目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な

生理現象の一つである飲食物の摂取

及びそれに伴って以下の消化器で行

われる消化について各論的に学ぶ。

（咽頭・食堂・胃） 

「消化と吸収(各論)」 

到達目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な生理

現象の一つである飲食物の摂取及びそれ

に伴って以下の消化器で行われる消化に

ついて各論的に説明できる。（咽頭・食堂・

胃） 

坪井 秀夫 

11 前期 

「消化と吸収(各論)」 

一般目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な

生理現象の一つである飲食物の摂取

及びそれに伴って以下の消化器で行

われる消化について各論的に学ぶ。

（肝臓・膵臓） 

「消化と吸収(各論)」 

到達目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な生理

現象の一つである飲食物の摂取及びそれ

に伴って以下の消化器で行われる消化に

ついて各論的に説明できる。（肝臓・膵臓） 

坪井 秀夫 

12 前期 

「消化と吸収及び排泄(各論)」 

一般目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な

生理現象の一つである飲食物の摂取

及びそれに伴って以下の消化器で行

われる消化及び吸収さらに排泄につ

いて各論的に学ぶ。（小腸・大腸） 

「消化と吸収及び排泄(各論)」 

到達目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な生理

現象の一つである飲食物の摂取及びそれ

に伴って以下の消化器で行われる消化及

び吸収さらに排泄について各論的に説明

できる。（小腸・大腸） 

坪井 秀夫 

13 前期 

「呼吸とガス交換（総論）」 

一般目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な

生理現象の一つである呼吸について

総論的に学ぶ。 

「呼吸とガス交換(総論)」」 

到達目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な生理

現象の一つである呼吸について総論的に

説明できる。 

坪井 秀夫 

14 前期 

「呼吸とガス交換（各論）」 

一般目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な

生理現象の一つである呼吸について

「呼吸とガス交換（各論）」 

到達目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な生理

現象の一つである呼吸について各論的に

説明できる。（気管支、肺胞、胸膜等） 

坪井 秀夫 



46 

 

各論的に学ぶ。（気管支、肺胞、胸膜

等） 

15 前期 

「前半まとめ」 

一般目標 

学期の中間期に際して前半期に学ん

だ内容の復習を行う。 

前半期に学んだ内容全体から出題さ

れる中間小テストを行う。 

「前半まとめ」 

到達目標 

学期の中間期に際して前半期に学んだ内

容全体がおおよそ説明できる。 

前半期に学んだ内容全体から出題される

中間小テストで 60％以上得点できる。 

坪井 秀夫 

16 前期 

「呼吸とガス交換（各論）」 

一般目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な

生理現象の一つである呼吸について

各論的に学ぶ。（肺活量、％肺活量、

１秒率等） 

「呼吸とガス交換（各論）」 

到達目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な生理

現象の一つである呼吸について各論的に

説明できる。（肺活量、％肺活量、１秒率

等） 

坪井 秀夫 

17 前期 

「呼吸とガス交換（各論）」 

一般目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な

生理現象の一つである呼吸について

各論的に学ぶ。（呼吸受容器と呼吸の

神経調節、胸式呼吸、腹式呼吸等） 

「呼吸とガス交換（各論）」 

到達目標 

我々の生命維持の為の最も基本的な生理

現象の一つである呼吸について各論的に

説明できる。（呼吸受容器と呼吸の神経調

節、胸式呼吸、腹式呼吸等） 

坪井 秀夫 

18 前期 

「腎機能と排泄(総論)」 

一般目標 

血液浄化や尿の生成、血圧の調節等、

我々の生命維持に重要な働きを持つ

腎機能について総論的に学ぶ。 

「腎機能と排泄(総論)」 

到達目標 

血液浄化や尿の生成、血圧の調節等、我々

の生命維持に重要な働きを持つ腎機能に

ついて総論的に説明できる。 

坪井 秀夫 

19 前期 

「腎機能と排泄(各論)」 

一般目標 

血液浄化や尿の生成、血圧の調節等、

我々の生命維持に重要な働きを持つ

下記の腎機能について各論的に学

ぶ。（血液成分のろ過機構、再吸収機

構等） 

「腎機能と排泄(各論)」 

到達目標 

血液浄化や尿の生成、血圧の調節等、我々

の生命維持に重要な働きを持つ下記の腎

機能について各論的に説明できる。（血液

成分のろ過機構、再吸収機構等） 

坪井 秀夫 

20 前期 

「腎機能と排泄(各論)」 

一般目標 

血液浄化や尿の生成、血圧の調節等、

我々の生命維持に重要な働きを持つ

下記の腎機能について各論的に学

ぶ。（レニン・アンギオテンシン・ア

「腎機能と排泄(各論)」 

到達目標 

血液浄化や尿の生成、血圧の調節等、我々

の生命維持に重要な働きを持つ下記の腎

機能について各論的に説明できる。（レニ

坪井 秀夫 
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ルドステロン系による血圧調節メカ

ニズム等） 

ン・アンギオテンシン・アルドステロン系

による血圧調節メカニズム等） 

21 前期 

「腎機能と排泄(各論)」 

一般目標 

① 血液浄化や尿の生成、血圧の調

節等、我々の生命維持に重要な

働きを持つ下記の腎機能につい

て各論的に学ぶ。（尿生成、体液

量調節等） 

② 我々の生命維持に重要な働きを

持つ以下の排泄メカニズムにつ

いて各論的に学ぶ。(排尿、排便、

発汗) 

「腎機能と排泄(各論)」 

到達目標 

① 血液浄化や尿の生成、血圧の調節等、

我々の生命維持に重要な働きを持つ

下記の腎機能について各論的に説明

できる。（尿生成、体液量調節等） 

② 我々の生命維持に重要な働きを持つ

以下の排泄メカニズムについて各論

的に説明できる。(排尿、排便、発汗) 

坪井 秀夫 

22 前期 

「血漿 PH の酸・塩基平衡メカニズ

ム」 

一般目標 

血液の液体成分である血漿の PH 調

節機構について過換気症候群や腎不

全等の実際の症例を例に挙げて深く

学ぶ。 

「血漿 PH の酸・塩基平衡メカニズム」 

一般目標 

① 血液の液体成分である血漿の PH 調

節機構について過換気症候群や腎不

全等の実際の症例を例に挙げて説明

できる。 

② アシドーシス及びアルカローシスが

原因別に説明できる。 

③ アシドーシス・アルカローシス野代

償メカニズムについて症例毎に説明

できる。 

坪井 秀夫 

23 前期 

「内分泌ホルモン系(総論)」 

一般目標 

我々の生命やホメオスタシスの維持

に非常に重要な役目を果たしている

内分泌ホルモン系について総論的に

学ぶ。 

「内分泌ホルモン系(総論)」 

到達目標 

我々の生命やホメオスタシスの維持に非

常に重要な役目を果たしている内分泌ホ

ルモン系について総論的に説明できる。 

坪井 秀夫 

24 前期 

「内分泌ホルモン系(各論)」 

一般目標 

我々の生命やホメオスタシスの維持

に非常に重要な役目を果たしている

下記の内分泌ホルモン系について各

論的に学ぶ。(副腎、甲状腺、上皮小

体等) 

「内分泌ホルモン系(各論)」 

到達目標 

我々の生命やホメオスタシスの維持に非

常に重要な役目を果たしている内分泌ホ

ルモン系について総論的に説明できる。 

(副腎、甲状腺、上皮小体等) 

坪井 秀夫 

25 前期 「内分泌ホルモン系(各論)」 「内分泌ホルモン系(各論)」 坪井 秀夫 
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一般目標 

我々の生命やホメオスタシスの維持

に非常に重要な役目を果たしている

下記の内分泌ホルモン系について各

論的に学ぶ。（膵臓） 

到達目標 

我々の生命やホメオスタシスの維持に非

常に重要な役目を果たしている下記の内

分泌ホルモン系について総論的に説明で

きる。(膵臓) 

26 前期 

「内分泌ホルモン系(各論)」 

一般目標 

① 我々の生命やホメオスタシスの

維持に非常に重要な役目を果た

している下記の内分泌ホルモン

系について各論的に学ぶ。（脳、

腎臓、消化器、心臓、血管等から

のホルモン） 

② 自律神経系とホルモン・内分泌

系の相互作用を学ぶ。 

③ 内分泌攪乱物質のホルモン・内

分泌系への影響について学ぶ。 

「内分泌ホルモン系(各論)」 

到達目標 

① 我々の生命やホメオスタシスの維持

に非常に重要な役目を果たしている

下記の内分泌ホルモン系について各

論的に説明できる。（脳、腎臓、消化

器、心臓、血管等からのホルモン） 

② 自律神経系とホルモン・内分泌系の

相互作用を説明できる。 

③ 内分泌攪乱物質のホルモン・内分泌

系への影響について説明できる。 

坪井 秀夫 

27 前期 

「内分泌ホルモン系(各論)」 

一般目標 

我々の生命やホメオスタシスの維持

に非常に重要な役目を果たしている

下記の内分泌ホルモン系について各

論的に学ぶ。（性ホルモン、ストレス

とカテコールアミン等） 

「内分泌ホルモン系(各論)」 

到達目標 

我々の生命やホメオスタシスの維持に非

常に重要な役目を果たしている下記の内

分泌ホルモン系について各論的に説明で

きる。（性ホルモン、ストレスとカテコー

ルアミン等） 

坪井 秀夫 

28 前期 

「骨の生理学(総論)」 

一般目標 

我々の体の構造を維持し、筋肉とと

もに関節を動かし身体運動を行い、

造血、ミネラル代謝等重要な生理学

的働きを持つ骨について総論的に学

ぶ。 

「骨の生理学(総論)」 

到達目標 

我々の体の構造を維持し、筋肉とともに

関節を動かし身体運動を行い、造血、ミネ

ラル代謝等重要な生理学的働きを持つ骨

について総論的に説明できる。 

坪井 秀夫 

29 前期 

「骨の生理学(各論)」 

一般目標 

① 具体的な各部位の硬骨や軟骨の

構造や機能を学び、各種硬骨と

軟骨の生理学的存在意義につい

ても学ぶ。 

「骨の生理学(各論)」 

到達目標 

① 具体的な各部位の硬骨や軟骨の構造

や機能、各種硬骨と軟骨の生理学的

存在意義についても説明できる。 

② 骨芽細胞と破骨細胞の働きについて

説明できる。 

坪井 秀夫 
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② 骨芽細胞と破骨細胞の働きにつ

いて学ぶ。 

③ 骨吸収と血中カルシウム濃度調

節機構について学ぶ。 

③ 骨吸収と血中カルシウム濃度調節機

構について説明できる。 

30 前期 

「筋肉の生理学(総論)」 

一般目標 

① 具体的な各部位の筋の構造や機

能について学び、各種筋の生理

学的存在意義について総論的に

学ぶ。 

② 筋種の違いによる筋の機能の違

いを総論的に学ぶ。 

③ 骨とともに関節を可動させ、身

体を動かす運動器としての筋の

機能を総論的に学ぶ。 

「筋肉の生理学(総論)」 

到達目標 

① 具体的な各部位の筋の構造や機能に

ついて学び、各種筋の生理学的存在

意義について総論的に説明できる。 

② 筋種の違いによる筋の機能の違いを

総論的に説明できる。 

③ 骨とともに関節を可動させ、身体を

動かす運動器としての筋の機能につ

いて総論的に説明できる。 

坪井 秀夫 

成績評価方法 

科目試験（100％） 

学期の中間期に中間試験を行い、その点数に応じて本試験素点に加点する事がある。 

準備学習など 前回授業の復習と次回授業の予習を教科書を用い確認しておくこと 

留意事項 初講時に「本科目受講上の諸注意」として説明するので必ず出席してほしい。 
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学科・年次 理学療法科 １年次 

科目名 生理学Ⅱ 

担当者 坪井 秀夫 

単位数（時間数） ４単位（60 時間） 

学習方法 講義・ディスカッション 

教科書・参考書 
生理学テキスト 第７版 大地陸男（著）文光堂 2015 年 

 

 

授業概要と目的 

臨床経験 10 年以上、研究者としての経験 10 年以上の教員が生理学を担当する。生理学は、人体の構造を深く学ぶ科

目である解剖学と深くリンクし、人体の正常な機能を根本から深く学ぶ科目である。特に理学療法士にとっては最も

重要な科目の一つとなる。 講義では基本的な人体各部の正常な生理学的機能をマスターするのは勿論、それらの各

機能に深く関連する多くの疾患や症例またそれに対する治療等についても解説し、臨床的にも役立つような生理学的

知識の習得を目的とする。 

 

 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 後期 

「筋肉の生理学(各論)」 

一般目標 

① 筋肉の収縮メカニズムを分子レベ

ルで理解する。 

② 脳から運動神経終末を経由し骨格

筋興奮に至る興奮伝達のプロセス

を分子レベルで理解する。 

「筋肉の生理学(各論)」 

到達目標 

① 筋肉の収縮メカニズムが分子レ

ベルで説明できる。 

② 脳から運動神経終末を経由し骨

格筋興奮に至る興奮伝達のプロ

セスを分子レベルで説明できる。 

坪井 秀夫 

2 

後期 「筋肉の生理学(各論)」 

一般目標 

① 筋収縮する為に、カルシウムイオ

ンの存在がいかに重要かを分子レ

ベルで理解する。 

② 筋収縮の際、筋細胞内でアクチン、

ミオシン、トロポニン、トロポミ

オシン、ATP の各分子がどう作用

し合うのかを分子レベルで理解す

る。 

「筋肉の生理学(各論)」 

到達目標 

① 筋収縮する為に、カルシウムイオ

ンの存在がいかに重要かを分子

レベルで説明できる。 

② 筋収縮の際、筋細胞内でアクチ

ン、ミオシン、トロポニン、トロ

ポミオシン、ATP の各分子がどう

作用し合うのかを分子レベルで

説明できる。 

坪井 秀夫 
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3 

後期 「神経系の生理学(総論)」 

一般目標 

我々が生命活動を維持する上で非常に

重要な神経系について下記の内容を中

心に総論的に学ぶ。（ニューロンの基

本、有髄神経と無髄神経、興奮伝導・

伝達とシナプス等） 

「神経系の生理学(総論)」 

到達目標 

我々が生命活動を維持する上で非常

に重要な神経系について下記の内容

が総論的に説明できる。（ニューロン

の基本、有髄神経と無髄神経、興奮伝

導・伝達とシナプス等） 

坪井 秀夫 

4 

後期 「神経系の生理学(各論)」 

一般目標 

我々が生命活動を維持する上で非常に

重要な神経系について下記の内容を中

心に各論的に学ぶ。（神経伝達物質、脳

内神経伝達物質と精神疾患、中枢神経

内のグリア細胞群等） 

「神経系の生理学(各論)」 

到達目標 

我々が生命活動を維持する上で非常

に重要な神経系について下記の内容

を中心に各論的に説明できる。（神経

伝達物質、脳内神経伝達物質と精神疾

患、中枢神経内のグリア細胞群等） 

坪井 秀夫 

5 

後期 「神経系の生理学(各論)」 

一般目標 

我々が生命活動を維持する上で非常に

重要な神経系について下記の内容を中

心に総論的に学ぶ。（各神経による具体

的な臓器、筋等のコントロールの実際、

自律神経系の生理学的働き等） 

「神経系の生理学(各論)」 

到達目標 

我々が生命活動を維持する上で非常

に重要な神経系について下記の内容

を各論的に説明できる。（各神経によ

る具体的な臓器、筋等のコントロール

の実際、自律神経系の生理学的働き

等） 

坪井 秀夫 

６ 

後期 「神経系の生理学(各論)」 

一般目標 

我々が生命活動を維持する上で非常に

重要な神経系について下記の内容を中

心に各論的に学ぶ。（大脳：前頭葉、側

頭葉等） 

「神経系の生理学(各論)」 

到達目標 

我々が生命活動を維持する上で非常

に重要な神経系について下記の内容

を中心に各論的に説明できる。（大脳：

前頭葉、側頭葉等） 

坪井 秀夫 

７ 

後期 「神経系の生理学(各論)」 

一般目標 

我々が生命活動を維持する上で非

常に重要な神経系について下記の

内容を中心に各論的に学ぶ。（大

脳：頭頂葉、後頭葉・小脳等） 

「神経系の生理学(各論)」 

到達目標 

我々が生命活動を維持する上で

非常に重要な神経系について下

記の内容を中心に各論的に説明

できる。（大脳：頭頂葉、後頭葉・

小脳等） 

坪井 秀夫 
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８ 

後期 「神経系の生理学(各論)」 

一般目標 

我々が生命活動を維持する上で非

常に重要な神経系について下記の

内容を中心に各論的に学ぶ。（間

脳・脳幹・脊髄等） 

「神経系の生理学(各論)」 

到達目標 

我々が生命活動を維持する上で非常

に重要な神経系について下記の内容

を中心に各論的に説明できる。（間脳・

脳幹・脊髄等） 

坪井 秀夫 

９ 

後期 「神経系の生理学(各論)」 

一般目標 

我々が生命活動を維持する上で非常に

重要な神経系について下記の内容を中

心に各論的に学ぶ。（脳室、脳脊髄液の

生理学的働き等） 

「神経系の生理学(各論)」 

到達目標 

我々が生命活動を維持する上で非常

に重要な神経系について下記の内容

を中心に各論的に説明できる。（脳室、

脳脊髄液の生理学的働き等） 

坪井 秀夫 

10 

後期 「血液の生理学（総論・各論）」 

一般目標 

体液の中でもガス交換、免疫、物質交

換等、生命を維持する上で非常に重要

な役割を果たしている血液について、

血液自体の働きや各血液成分の働きを

詳細に学ぶ。 

「血液の生理学（総論・各論）」 

到達目標 

体液の中でもガス交換、免疫、物質交

換等、生命を維持する上で非常に重要

な役割を果たしている血液について、

血液自体の働きや各血液成分の働き

が詳細に説明できる。 

坪井 秀夫 

11 

後期 「生体防御システム（免疫系）(総論)」 

一般目標 

我々の体を感染症や全ての病原抗原等

から守ってくれている免疫系の働きに

ついて下記の内容を総論的に学ぶ。（自

然免疫系） 

「生体防御システム（免疫系）(総論)」 

到達目標 

我々の体を感染症や全ての病原抗原

等から守ってくれている免疫系の働

きについて下記の内容を総論的に説

明できる。(自然免疫系) 

坪井 秀夫 

12 

後期 「生体防御システム（免疫系）(総論)」 

一般目標 

我々の体を感染症や全ての病原抗原か

ら守ってくれている免疫系の働きにつ

いて下記の内容を総論的に学ぶ。（獲得

免疫系、抗原と抗体、免疫記憶等） 

「生体防御システム（免疫系）(総論)」 

到達目標 

我々の体を感染症や全ての病原抗原

から守ってくれている免疫系の働き

について下記の内容が総論的に説明

できる。（獲得免疫系、抗原と抗体、免

疫記憶等） 

坪井 秀夫 

13 

後期 「生体防御システム（免疫系）(各論)」 

一般目標 

我々の体を感染症や全ての病原抗原等

から守ってくれている免疫系の働きに

ついて下記の内容を各論的に学ぶ。 

「生体防御システム（免疫系）(各論)」 

到達目標 

我々の体を感染症や全ての病原抗原

等から守ってくれている免疫系の働

きについて下記の内容が各論的に説

坪井 秀夫 
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（免疫寛容、アレルギー反応、自己免

疫疾患等） 

明できる。（免疫寛容、アレルギー反

応、自己免疫疾患等） 

14 

後期 「生体防御システム（免疫系）(各論)」 

一般目標 

我々の体を感染症や全ての病原抗原等

から守ってくれている免疫系の働きに

ついて下記の内容を各論的に学ぶ。（ワ

クチン接種と血清療法の違い、サイト

カインネットワーク等） 

「生体防御システム（免疫系）(各論)」 

到達目標 

我々の体を感染症や全ての病原抗原

等から守ってくれている免疫系の働

きについて下記の内容が各論的に説

明できる。（ワクチン接種と血清療法

の違い、サイトカインネットワーク

等） 

坪井 秀夫 

15 

後期 「前半まとめ」 

一般目標 

学期の中間期に際して前半に学んだ内

容の復習を行う。 

前半に学んだ内容全体から中間小テス

トを行う。 

「前半まとめ」 

到達目標 

学期の中間期に際して前半に学んだ

内容全体がおおよそ説明できる。 

前半に学んだ内容全体から出題され

る中間小テストで 60％以上得点でき

る。 

坪井 秀夫 

16 

後期 「生体防御システム（免疫系）(各論)」 

一般目標 

我々の体を感染症や全ての病原抗原等

から守ってくれている免疫系の働きに

ついて下記の内容を各論的に学ぶ。（胸

腺と脾臓の働き、感染症と免疫等） 

「生体防御システム（免疫系）(各論)」 

到達目標 

我々の体を感染症や全ての病原抗原

等から守ってくれている免疫系の働

きについて下記の内容が各論的に説

明できる。（胸腺と脾臓の働き、感染症

と免疫等） 

坪井 秀夫 

17 

後期 「血液凝固システム・各種血液型」 

一般目標 

① 出血を止めてくれる止血系（血液

凝固システム）はどのようなもの

でどのようにコントロールされて

いるのか詳細に学ぶ。 

② ABO型やRh型等の血液型の概要

とこれに関連して輸血時や妊娠時

によく問題になるケースを学習し

ながら血液・免疫系の必須知識を

学ぶ。 

「血液凝固システム・各種血液型」 

到達目標 

① 出血を止めてくれる止血系（血液

凝固システム）はどのようなもの

でどのようにコントロールされ

ているのかが説明できる。 

② ABO 型や Rh 型等の血液型の概

要とこれらに関連して輸血時や

妊娠時によく問題になるケース

や血液・免疫系の必須知識が説明

できる。 

坪井 秀夫 
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18 

後期 「心臓・血液循環系（総論）」 

一般目標 

ガス交換や免疫、物質交換等我々の生

命維持に非常に重要な役割を果たして

いる血液を全身に循環させている心臓

と血管からなる循環器系について総論

的に学ぶ。 

「心臓・血液循環系（総論）」 

到達目標 

ガス交換や免疫、物質交換等我々の生

命維持に非常に重要な役割を果たし

ている血液を全身に循環させている

心臓と血管からなる循環器系につい

て総論的に説明できる。 

坪井 秀夫 

19 

後期 「心臓・血液循環系（各論）」 

一般目標 

ガス交換や免疫、物質交換等我々の生

命維持に非常に重要な役割を果たして

いる血液を全身に循環させている心臓

と血管からなる循環器系について下記

の内容を各論的に学ぶ。（心電図の基

本、動脈硬化と虚血性心疾患、心房細

動・心室細動等の各種心疾患とそれら

の発症時の心電図） 

「心臓・血液循環系（各論）」 

到達目標 

ガス交換や免疫、物質交換等我々の生

命維持に非常に重要な役割を果たし

ている血液を全身に循環させている

心臓と血管からなる循環器系につい

て下記の内容が各論的に説明でき

る。（心電図の基本、動脈硬化と虚血性

心疾患、心房細動・心室細動等の各種

心疾患とそれらの発症時の心電図） 

坪井 秀夫 

20 

後期 「嗅覚の生理学（総論・各論）」 

一般目標 

身体に及ぶ危険の事前察知や生殖、味

覚等にも深く関連する感覚である嗅覚

の生理学的機能について深く理解す

る。 

「嗅覚の生理学（総論・各論）」 

到達目標 

身体に及ぶ危険の事前察知や生殖、味

覚等にも深く関連する感覚である嗅

覚の生理学的機能について説明でき

る。 

坪井 秀夫 

21 

後期 「味覚の生理学（総論・各論）」 

一般目標 

飲食物を咀嚼する際に嚥下、消化、吸

収しても危険がないか判断したり、食

べる喜びとして心身共にプラスの刺激

を与えてくれる感覚である味覚の生理

学的機能について深く理解する。 

「味覚の生理学（総論・各論）」 

到達目標 

飲食物を咀嚼する際に嚥下、消化、吸

収しても危険がないか判断したり、食

べる喜びとして心身共にプラスの刺

激を与えてくれる感覚である味覚の

生理学的機能について説明できる。 

坪井 秀夫 

22 

後期 「皮膚感覚の生理学（総論・各論）」 

一般目標 

痛覚、温冷覚、触覚等を通して、身体

に及ぶ危険の事前察知や防御、日常生

活や生殖等にも深く関連する感覚であ

る皮膚感覚の生理学的機能について深

く理解する。 

「皮膚感覚の生理学（総論・各論）」 

到達目標 

痛覚、温冷覚、触覚等を通して、身体

に及ぶ危険の事前察知や防御、日常生

活や生殖等にも深く関連する感覚で

ある皮膚感覚の生理学的機能につい

て説明できる。 

坪井 秀夫 
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23 

後期 「聴覚の生理学（総論）」 

一般目標 

日常生活における言葉による社会的コ

ミュニケーションや我々の身体に及ぶ

危険の事前察知や防御にも深く関連す

る感覚である聴覚の生理学的機能につ

いて総論的に深く理解する。（空気の波

として外耳道に侵入してきた音がどの

ようなプロセスを経て最終的に電気信

号として大脳の聴覚野に認識されるの

か等） 

「聴覚の生理学（総論）」 

到達目標 

日常生活における言葉による社会的

コミュニケーションや我々の身体に

及ぶ危険の事前察知や防御にも深く

関連する感覚である聴覚の生理学的

機能について総論的に説明できる。

（空気の波として外耳道に侵入して

きた音がどのようなプロセスを経て

最終的に電気信号として大脳の聴覚

野に認識されるのか等） 

坪井 秀夫 

24 

後期 「聴覚の生理学（各論）」 

一般目標 

日常生活における言葉による社会的コ

ミュニケーションや我々の身体に及ぶ

危険の事前察知や防御にも深く関連す

る感覚である聴覚の生理学的機能につ

いて下記の内容を中心に各論的に深く

理解する。（音刺激、加速度、平衡・バ

ランス・回転刺激が各々どのようなプ

ロセスで大脳に認識されるのか） 

「聴覚の生理学（各論）」 

到達目標 

日常生活における言葉による社会的

コミュニケーションや我々の身体に

及ぶ危険の事前察知や防御にも深く

関連する感覚である聴覚の生理学的

機能について特に下記の内容が各論

的に説明できる。（音刺激、加速度、平

衡・バランス・回転刺激が各々どのよ

うなプロセスで大脳に認識されるの

か） 

坪井 秀夫 

25 

後期 「視覚の生理学（総論）」 

一般目標 

我々は外界からの刺激や情報の約

80％を視覚から得ている。正に感覚器

の中でも最も重要な感覚と言える視覚

の生理学的機能について総論的に深く

理解する。 

「視覚の生理学（総論）」 

到達目標 

我々は外界からの刺激や情報の約

80％を視覚から得ている。正に感覚器

の中でも最も重要な感覚と言える視

覚の生理学的機能について総論的に

説明できる。 

坪井 秀夫 

26 

後期 「視覚の生理学（各論）」 

一般目標 

我々は外界からの刺激や情報の約

80％を視覚から得ている。正に感覚器

の中でも最も重要な感覚と言える視覚

の生理学的機能について各論的に深く

理解する。（虹彩による光量調節、毛様

体によるレンズのピント調節、各種視

細胞の働き、各種副眼器の働き等） 

「視覚の生理学（各論）」 

到達目標 

我々は外界からの刺激や情報の約

80％を視覚から得ている。正に感覚器

の中でも最も重要な感覚と言える視

覚の生理学的機能について以下の内

容が各論的に説明できる。（虹彩によ

る光量調節、毛様体によるレンズのピ

坪井 秀夫 
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ント調節、各種視細胞の働き、各種副

眼器の働き等） 

27 

後期 「発声系の生理学（総論）」 

一般目標 

我々は日常生活において言葉をやり取

りし互いに社会的コミュニケーション

を取り合っている。言葉をやり取りす

るメカニズムは喉頭の声帯を中心とす

る発声器、声帯で発せられた声を加工

する歯・口腔、その声を共鳴させる鼻

腔・副鼻腔、相手の言葉を聞く聴覚器、

その相手の言葉の内容を理解し、それ

に対する自分の考えを言葉にする大脳

の言語野等が生理学的にも問題なく

各々正常に働かないといけない非常に

高度で複雑なメカニズムである。この

機能について総論的に深く理解する。 

「発声系の生理学（総論）」 

到達目標 

我々は日常生活において言葉をやり

取りし互いに社会的コミュニケーシ

ョンを取り合っている。言葉をやり取

りするメカニズムは喉頭の声帯を中

心とする発声器、声帯で発せられた声

を加工する歯・口腔、その声を共鳴さ

せる鼻腔・副鼻腔、相手の言葉を聞く

聴覚器、その相手の言葉の内容を理解

し、それに対する自分の考えを言葉に

する大脳の言語野等が生理学的にも

問題なく各々正常に働かないといけ

ない非常に高度で複雑なメカニズム

である。この機能について総論的に説

明できる。 

坪井 秀夫 

28 

後期 「発声系の生理学（各論）」 

一般目標 

我々は日常生活において言葉をやり取

りし互いに社会的コミュニケーション

を取り合っている。言葉をやり取りす

るメカニズムは喉頭の声帯を中心とす

る発声器、声帯で発せられた声を加工

する歯・口腔、その声を共鳴させる鼻

腔・副鼻腔、相手の言葉を聞く聴覚器、

その相手の言葉の内容を理解し、それ

に対する自分の考えを言葉にする大脳

の言語野等が生理学的にも問題なく

各々正常に働かないといけない非常に

高度で複雑なメカニズムである。この

機能について下記の内容を各論的に深

く理解する。（声帯の発声メカニズム、

声帯を開閉する為の軟骨、筋肉、大脳

の言語中枢等） 

「発声系の生理学（各論）」 

到達目標 

我々は日常生活において言葉をやり

取りし互いに社会的コミュニケーシ

ョンを取り合っている。言葉をやり取

りするメカニズムは喉頭の声帯を中

心とする発声器、声帯で発せられた声

を加工する歯・口腔、その声を共鳴さ

せる鼻腔・副鼻腔、相手の言葉を聞く

聴覚器、その相手の言葉の内容を理解

し、それに対する自分の考えを言葉に

する大脳の言語野等が生理学的にも

問題なく各々正常に働かないといけ

ない非常に高度で複雑なメカニズム

である。この機能について下記の内容

が各論的に説明できる。（声帯の発声

メカニズム、声帯を開閉する為の軟

骨・筋肉、大脳の言語中枢等） 

坪井 秀夫 
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29 

後期 「生殖器系の生理学(総論)」 

一般目標 

男性生殖器、女性生殖器各々について 

生殖器の生理学的機能を総論的に理解

する。 

「生殖器系の生理学(総論)」 

到達目標 

男性生殖器、女性生殖器各々について 

生殖器の生理学的機能を総論的に説

明できる。 

坪井 秀夫 

30 

後期 「生殖器系の生理学(各論)」 

一般目標 

男性生殖器、女性生殖器各々について 

生殖器の生理学的機能を下記の内容を

中心に各論的に深く理解する。（配偶子

（精子、卵子）の発生、妊娠・出産（受

精卵→胎児→新生児）、胎盤の機能、各

種ホルモンと生殖器系、胎児循環等） 

「生殖器系の生理学(各論)」 

到達目標 

男性生殖器、女性生殖器各々について 

生殖器の生理学的機能が下記の内容

を中心に各論的に説明できる。（配偶

子（精子、卵子）の発生、妊娠・出産

（受精卵→胎児→新生児）、胎盤の機

能、各種ホルモンと生殖器系、胎児循

環等） 

坪井 秀夫 

成績評価方法 

科目試験（100％） 

学期の中間期に中間試験を行い、その点数に応じて本試験素点に加点する事がある。 

準備学習など 前回授業の復習と次回授業の予習を教科書を用い確認しておくこと 

留意事項 初講時に「本科目受講上の諸注意」として説明するので必ず出席してほしい。 
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学科・年次 理学療法科 1 年次 開講期間  後期  

科目名 運動学演習Ⅰ 

担当者 櫻井泰弘 

単位数（時間数） 2 単位（60 時間）               履修方法 講義、グループワーク、演習課題 

教科書・参考書 

理学療法・作業療法テキスト 運動学 中山書店 

筋骨格系のキネシオロジー 原著第 2 版 医歯薬出版株式会社 

プロメテウス解剖学アトラス 第 2 版 医学書院 

標準理学療法学・作業療法学 専門基礎分野 運動学 医学書院 

 

授業概要 

人間の身体運動に関する基礎的な知識を理解する．主に，運動学に必要な力学，運動器の構造と機能，上肢帯と上肢の

運動，下肢帯と下肢の運動，脊柱・体幹の運動，姿勢，動作分析，歩行・走行，運動学習に関して学習する．なお、理

学療法士として、病院等で臨床経験のある教員がその経験を活かして授業を行う。 

授業の目的（意義） 

人体の構造と機能に基づく運動の成り立ちを理解する。さらに、その知識をリハビリテーションに応用し、機能回復

や日常生活動作の改善を支援できる実践力を養うことを目的とする。 

関連する学科の DP 

1．理学療法士として必要な基礎知識を修得している 

4．自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる 

5．臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている 

6．自律心を有している       

①自己研鑽を継続できる 

②自主的に行動が起こせる 

③自信をもって業務に臨める 

④自己マネジメントすることで課題を明確にできる 

      

回 

（コマ） 

「授業項目」（単元名） 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 

「生体力学の基礎①」 

力学についての基本的な知識を理

解する． 

「力学の基礎」 

① 運動学と運動力学の違いについて説明でき

るようになる。 

② 身体運動の面と軸について説明できるよう

になる． 

力をベクトルとして説明できるようになる． 

櫻井 泰弘 



59 

 

2 

「生体力学の基礎②」 

身体運動を力学的視点で理解する． 

「テコの原理，モーメント」 

① テコの原理を理解し，身体運動にどのよう

な影響があるかを説明できるようになる． 

② モーメントを用いて力を求める方法を理解

し，実際に解答できるようになる． 

力学に関する国家試験を解くことができるよう

になる． 

櫻井 泰弘 

3 

「運動器の構造と機能①」 

 骨，関節，および靭帯の基本構造

と機能を理解する． 

「骨，関節，腱・靭帯の基本構造と機能」 

① 骨の基本構造と機能を理解し，説明できる

ようになる． 

② 関節の基本構造と機能を理解し，説明でき

るようになる． 

③ 各関節の名前，種類について理解し，説明で

きるようになる． 

④ 腱・靭帯の基本構造と機能を理解し，説明で

きるようになる． 

骨，関節，腱・靭帯に関する国家試験が解くこと

ができるようになる． 

櫻井 泰弘 

4 

「運動器の構造と機能②」 

骨格筋の基本構造と機能を理解す

る． 

「骨格筋の基本構造と機能」 

① 骨格筋の基本構造と機能について理解し，

説明できるようになる． 

② 骨格筋の神経構造について理解し，説明で

きるようになる． 

③ 筋紡錘の構造と機能を理解し，説明できる

になる． 

④ 筋線維の種類と機能について理解し，説明

できるようになる． 

骨格筋系に関する国家試験が解くことができる

ようになる． 

櫻井 泰弘 

5 

「運動器の構造と機能③」 

運動単位，筋収縮の様態について理

解する． 

「運動単位，筋の収縮様態」 

① 運動単位について理解し，説明できるよう

になる． 

② 神経支配比について理解し，説明できるよ

うになる． 

③ 筋収縮の基本的性質について理解し，説明

できるようになる． 

櫻井 泰弘 
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④ 筋収縮の様態を理解し，説明できるように

なる．また，動作場面における筋収縮の様態

をイメージできるようになる． 

運動単位，筋収縮の様態に関する国家試験が解く

ことができるようになる． 

6 

「上肢の解剖学」 

上肢の骨，筋肉，神経について理解

する． 

「上肢の骨，筋肉，神経」 

① 上肢（肩甲骨，上腕骨，橈骨，尺骨，手根骨，

手指骨）の名称を教科書がなくても言える

ようになる． 

② 上肢に関する筋肉の図をみて名前が言える

ようにする． 

③ 上肢の神経支配について理解し，教科書が

なくても言えるようにする． 

上肢の骨，筋肉，神経に関する国家試験が解くこ

とができるようになる． 

櫻井 泰弘 

7 

「上肢帯，肩関節の運動学①」 

上肢帯，肩関節の運動学的な特徴を

理解する． 

「上肢帯，肩関節の運動学的特徴」 

① 上肢帯，肩関節の構造を理解し，説明できる

ようになる． 

② 肩甲骨の運動方向を理解し，説明できるよ

うになる． 

肩甲上腕関節の運動方向を理解し，説明できるよ

うになる． 

櫻井 泰弘 

 

8 

「上肢帯，肩関節の運動学②」 

 上肢帯，肩関節に関係する筋肉に

ついて理解する． 

「上肢帯，肩関節の筋肉」 

① 上肢帯，肩関節に関係する筋肉の図をみて

名前を言えるようになる． 

② 上肢帯，肩関節に関係する筋肉の起始・停止

を理解し，説明できるようになる． 

③ 上肢帯，肩関節に関係する筋肉の作用につ

いて理解し，説明できるようになる． 

④ 上肢帯，肩関節に関係する筋肉の神経支配

について理解し，説明できるようになる． 

上肢帯，肩関節に関係する国家試験を解くことが

できるようになる． 

櫻井 泰弘 

 

9 

「肘関節，前腕の運動学」 

① 肘関節，前腕の運動学的な特

徴を理解する． 

肘関節，前腕に関係する筋肉につい

て理解する． 

「肘関節，前腕の運動学的特徴，筋肉」 

① 肘関節の構造を理解し，説明できるように

なる． 

② 肘関節の運動方向を理解し，説明できるよ

うになる． 

櫻井 泰弘 
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③ 肘関節に関係する筋肉の図をみて名前を言

えるようになる． 

④ 肘関節に関係する筋肉の起始・停止を理解

し，説明できるようになる． 

⑤ 肘関節に関係する筋肉の作用について理解

し，説明できるようになる． 

⑥ 肘関節に関係する筋肉の神経支配について

理解し，説明できるようになる． 

肘関節に関係する国家試験を解くことができる

ようになる． 

10 

「手の運動学①」 

手の運動学的な特徴を理解する． 

「手の運動学的特徴」 

① 手関節，手指の構造を理解し，説明できるよ

うになる． 

② 手関節，手指の運動方向を理解し，説明でき

るようになる． 

 

櫻井 泰弘 

11 

「手の運動学②」 

 手の解剖・運動学的特徴，変形に

ついて理解する． 

 

手に関係する筋肉について理解

する． 

「手の解剖・運動学的特徴，変形」 

① 手のアーチについて理解し，説明できるよ

うになる． 

② 手の把持動作パターンについて理解し，説

明できるようになる． 

③ 手が変形する要因を理解し，説明できるよ

うになる． 

手の変形の名前を言えるようになる． 

 

「手に関係する筋肉」 

① 手関節，手指に関係する筋肉の図をみて名

前を言えるようになる． 

② 手関節，手指に関係する筋肉の起始・停止を

理解し，説明できるようになる． 

③ 手関節，手指に関係する筋肉の作用につい

て理解し，説明できるようになる． 

④ 手関節，手指に関係する筋肉の神経支配に

ついて理解し，説明できるようになる． 

手関節，手指に関係する国家試験を解くことがで

きるようになる． 

櫻井 泰弘 

12 
「中間まとめ」 「講義 1～11 のまとめ」 

① 力学の基礎について説明できるようになる 

櫻井 泰弘 
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①当授業で学習した内容について

総復習する 

② 骨，関節，腱・靭帯の基本構造と機能につい

て説明できるようになる。 

③ 骨格筋の基本構造と機能について説明でき

るようになる。 

④ 運動単位，筋の収縮様態について説明できる

ようになる。 

⑤ 上肢の骨，筋肉，神経について説明できるよ

うになる。 

⑥ 上肢帯，肩関節、肘関節・前腕、手関節・手

指の運動学的特徴、筋肉について説明できる

ようになる。 

13 

「下肢の解剖学」 

下肢の骨，筋肉，神経について理

解する． 

 

「下肢の骨，筋肉，神経」 

① 下肢（骨盤，大腿骨，膝蓋骨，脛骨，腓骨，

足根骨、趾骨）の名称を教科書がなくても言

えるようになる． 

② 下肢に関する筋肉の図をみて名前が言える

ようにする． 

③ 下肢の神経支配について理解し，教科書が

なくても言えるようにする． 

下肢の骨，筋肉，神経に関する国家試験が解くこ

とができるようになる． 

櫻井 泰弘 

14 

「股関節の運動学①」 

股関節の運動学的な特徴を理解

する． 

 

「股関節の運動学的特徴」 

① 股関節の構造を理解し，説明できるように

なる． 

股関節の運動方向を理解し，説明できるようにな

る． 

櫻井 泰弘 

15 

「股関節の運動学②」 

股関節に関係する筋肉について

理解する． 

 

「股関節に関係する筋肉」 

① 股関節に関係する筋肉の図をみて名前を言

えるようになる． 

② 股関節に関係する筋肉の起始・停止を理解

し，説明できるようになる． 

③ 股関節に関係する筋肉の作用について理解

し，説明できるようになる． 

④ 股関節に関係する筋肉の神経支配について

理解し，説明できるようになる． 

股関節に関係する国家試験を解くことができる

ようになる． 

櫻井 泰弘 
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16 

「膝関節の運動学①」 

膝関節の運動学的な特徴を理解

する． 

 

「膝関節の運動学的特徴」 

① 膝関節の構造を理解し，説明できるように

なる． 

膝関節の運動方向を理解し，説明できるようにな

る． 

櫻井 泰弘 

17 

「膝関節の運動学②」 

 膝関節に関係する筋肉について

理解する． 

「膝関節に関係する筋肉」 

① 膝関節に関係する筋肉の図をみて名前を言

えるようになる． 

② 膝関節に関係する筋肉の起始・停止を理解

し，説明できるようになる． 

③ 膝関節に関係する筋肉の作用について理解

し，説明できるようになる． 

④ 膝関節に関係する筋肉の神経支配について

理解し，説明できるようになる． 

膝関節に関係する国家試験を解くことができる

ようになる． 

櫻井 泰弘 

18 

「足関節・足部の運動学①」 

足関節，足部の運動学的な特徴を理

解する． 

「足関節・足部の運動学的特徴」 

① 足関節・足部の構造を理解し，説明できるよ

うになる． 

足関節・足部の運動方向を理解し，説明できるよ

うになる． 

櫻井 泰弘 

19 

「足関節・足部の運動学②」 

足関節・足部の解剖・運動学的特徴，

変形について理解する． 

 

足関節・足部に関係する筋肉につい

て理解する． 

「足関節・足部の解剖・運動学的特徴，変形」 

① 足関節・足部のアーチについて理解し，説明

できるようになる． 

② 足関節・足部の変形する要因を理解し，説明

できるようになる． 

足関節・足部の変形の名前を言えるようになる． 

 

「足関節・足部に関係する筋肉」 

① 足関節，足部に関係する筋肉の図をみて名前

を言えるようになる． 

② 足関節，足部に関係する筋肉の起始・停止を

理解し，説明できるようになる． 

③ 足関節，足部に関係する筋肉の作用について

理解し，説明できるようになる． 

④ 足関節，足部に関係する筋肉の神経支配につ

いて理解し，説明できるようになる． 

櫻井 泰弘 
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⑤ 足関節，足部に関係する国家試験を解くこと

ができるようになる． 

20 

「体幹の解剖学」 

体幹の骨，筋肉，神経について理解

する． 

 

「頸椎、胸椎，胸郭の運動学」 

①頸椎、胸椎，胸郭の運動学的な特

徴を理解する． 

②頸椎、胸椎，胸郭に関係する筋肉

について理解する． 

「体幹の骨，筋肉，神経」 

① 体幹の骨の名称を教科書がなくても言える

ようになる． 

② 体幹に関する筋肉の図をみて名前が言える

ようにする． 

③ 体幹の神経支配について理解し，教科書が

なくても言えるようにする． 

④ 体幹の骨，筋肉，神経に関する国家試験が解

くことができるようになる． 

「頸椎，胸椎，胸郭の運動学的特徴」 

① 頸椎，胸椎，胸郭の構造を理解し，説明でき

るようになる． 

② 頸椎，胸椎，胸郭の運動方向を理解し，説明

できるようになる． 

「頸椎，胸椎，胸郭に関係する筋肉」 

① 頸椎，胸椎，胸郭に関係する筋肉の図をみて

名前を言えるようになる． 

② 頸椎，胸椎，胸郭に関係する筋肉の起始・停

止を理解し，説明できるようになる． 

③ 頸椎，胸椎，胸郭に関係する筋肉の作用につ

いて理解し，説明できるようになる． 

④ 頸椎，胸椎，胸郭に関係する筋肉の神経支配

について理解し，説明できるようになる． 

頸椎，胸椎，胸郭に関係する国家試験を解くこと

ができるようになる． 

櫻井 泰弘 

21 

「腰椎，骨盤，顔面，頭部の運動学」 

① 腰椎，骨盤，顔面，頭部の運動

学的な特徴を理解する． 

② 腰椎，骨盤，顔面，頭部に関係

する筋肉について理解する． 

 

「腰椎，骨盤，顔面，頭部の運動学的特徴」 

① 腰椎，骨盤，顔面，頭部の構造を理解し，説

明できるようになる． 

② 腰椎，骨盤，顔面，頭部の運動方向を理解し，

説明できるようになる． 

「腰椎，骨盤，顔面，頭部に関係する筋肉」 

① 腰椎，骨盤，顔面，頭部に関係する筋肉の図

をみて名前を言えるようになる． 

② 腰椎，骨盤，顔面，頭部に関係する筋肉の起

始・停止を理解し，説明できるようになる． 

櫻井 泰弘 
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③ 腰椎，骨盤，顔面，頭部に関係する筋肉の作

用について理解し，説明できるようになる． 

④ 腰椎，骨盤，顔面，頭部に関係する筋肉の神

経支配について理解し，説明できるように

なる． 

腰椎，骨盤，顔面，頭部に関係する国家試験を解

くことができるようになる． 

22 

「姿勢①」 

姿勢の特徴について理解する． 

「人の姿勢の特徴」 

① 重心について理解し，説明できるようにな

る． 

② 左右方向，前後方向の重心線を理解し，説明

できるようになる． 

③ 安定した姿勢，不安定な姿勢の要因につい

て理解し，説明できるようになる． 

姿勢に関係する国家試験を解くことができるよ

うになる． 

櫻井 泰弘 

23 

「姿勢②」 

① 姿勢戦略について理解する． 

② 疾患における姿勢の特徴につ

いて理解する． 

姿勢観察の方法を理解する． 

「姿勢戦略，各疾患の特徴，姿勢観察の方法の理

解」 

① 各関節の姿勢戦略について理解し，説明で

きるようになる． 

② 各疾患の姿勢の特徴を理解し，なぜそのよ

うな姿勢になるのか説明できるようにな

る． 

各姿勢の観察方法について理解し，説明できるよ

うになる． 

櫻井 泰弘 

24 

「動作分析①」 

寝返り動作，起き上がり動作の分析

方法について理解する． 

① 寝返り動作について理解し，説明できるよ

うになる． 

② 起き上がり動作について理解し，説明でき

るようになる． 

③ 寝返り動作を各相に分けて理解し，説明で

きるようになる． 

起き上がり動作を各相に分けて理解し，説明でき

るようになる． 

櫻井 泰弘 

25 

「動作分析②」 

立ち上がり動作，着座動作の分析方

法について理解する． 

① 立ち上がり動作について理解し，説明でき

るようになる． 

② 着座動作について理解し，説明できるよう

になる． 

櫻井 泰弘 
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③ 立ち上がり動作を各相に分けて理解し，説

明できるようになる． 

着座動作を各相に分けて理解し，説明できるよう

になる． 

26 

「歩行①」 

歩行の運動学的特徴を理解する． 

「歩行の運動学的な特徴」 

① 歩行周期について理解し，説明できるよう

になる． 

② 歩行時の重心移動について理解し，説明で

きるようになる． 

歩行時の下肢関節運動を理解し，説明できるよう

になる． 

櫻井 泰弘 

27 

「歩行②」 

① 歩行時の力学的分析，筋活動

について理解する． 

② 高齢者の歩行の特徴を理解す

る． 

一般的な異常歩行の種類や特徴を

理解する． 

「歩行の運動力学，筋活動の理解」 

「一般的な異常歩行の理解」 

① 歩行時の下肢関節モーメントを理解し，説

明できるようになる． 

② 歩行時の下肢筋群の活動について理解し，

説明できるようになる． 

③ 高齢者の歩行の特徴を理解し，成人と比較

してどのような違いがあるのか説明できる

ようになる． 

④ 一般的な異常歩行の種類について理解し，

説明できるようになる． 

歩行に関係する国家試験を解くことができるよ

うになる． 

櫻井 泰弘 

28 

「歩行③」 

① 正常歩行，異常歩行について

再度理解する． 

「歩行の再理解」 

① 正常歩行について，実際に体を動かし理解

を深め，各関節の状態，重心の位置を説明で

きるようになる． 

動画より異常歩行について，理解を深め，各関節

の状態，重心の位置を説明できるようになる． 

櫻井 泰弘 

29 

「運動学習」 

運動学習の概念について理解する． 

「運動学習の理解」 

① 学習する過程について理解し，説明できる

ようになる． 

② 学習の種類について理解し，説明できるよ

うになる． 

③ フィードバック機構について理解し，説明

できるようになる． 

櫻井 泰弘 
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④ 運動技能の特徴を理解し，説明できるよう

になる． 

運動学習に関する国家試験が解くことができる

ようになる． 

30 

「まとめ」 

①当授業で学習した内容について

総復習する 

「講義 13～29 のまとめ」 

① 下肢の骨，筋肉，神経について説明できるよ

うになる 

② 下肢帯，股関節、膝関節、足関節・足部、体

幹の運動学的特徴、筋肉について説明できる

ようになる。 

③ 人の姿勢の特徴について説明できるように

なる 

④ 姿勢戦略，各疾患の特徴，姿勢観察の方法に

ついて説明できるようになる 

⑤ 人の動作について説明できるようになる 

⑥ 歩行の特徴について説明できるようになる 

⑦ 運動学習について説明できるようになる 

櫻井 泰弘 

成績評価方法 
科目試験（100％） 

準備学習/事後学習 準備学習：解剖学、生理学を見直しておく 

事後学習：サブノート、中間テストの内容を中心に理解を深める 

関連科目 運動学演習Ⅱ 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 

授業間に行う「アウトプットタイム」に、積極的に発言して学習してください 

 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科 1 年次 開講期間  前期  

科目名 人間発達学 

担当者 林 尚宜 

単位数（時間数） 2 単位（30 時間）               履修方法 講義、グループワーク、演習課題 

教科書・参考書 
イラストでわかる 人間発達学 

監修 上杉雅之 医歯薬出版株式会社 第 1 版 
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授業概要 

リハビリテーションの対象者は新生児から高齢者まで多岐にわたるため、各期における発達学的な特徴や課題、主な

疾患とリハビリテーションについて学習する。なお、理学療法士として、病院等で臨床経験のある者が、その経験を活

かし講義を行う。 

授業の目的（意義） 

ヒト（人）が生涯を通してどのように発達するのか、身体的な構造の変化だけでなく、神経系や認知面など様々な発達

領域も含めて理解することを目的とする。 

関連する学科の DP 

①国家試験に合格する 

④自己研鑽した知識や経験を、後輩にも指導することができる 

⑤現場で即戦力として重宝される人材となれる 

⑥自律：自己研鑽を継続し、自主的に行動を起こし、自信をもって職務に臨むことができる 

      

回 

（コマ） 

「授業項目」（単元名） 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 

「発達概念と発達理論」 

 一般目標 

①ヒト（人）にとって「発達」とは

何か、定義を理解する 

②人間発達期の区分について理解

する 

③発達の原則を理解する 

④発達の概念について理解する 

⑤異速性の原則、臓器別の発育につ

いて理解する 

⑥代表的な発達理論について理解

する 

「発達に関する定義と原則」 

「発達理論とは」 

 到達目標 

①ヒトにとって発達とは、どのような過程か説明

できる 

②人間発達期の区分と当てはまる年齢について

説明できる 

③成熟、成長、発達、学習、発育の違いを説明で

きる 

④発達の連続性、順序性、方向性、異速性、個人

差について説明できる 

⑤スキャモンの臓器別発育曲線について説明で

きる 

⑥反射階層性理論について説明できる 

林 尚宜 

2 

「発達課題と発達検査」 

一般目標 

①エリクソンによる発達期と発達

課題について理解する 

②各発達検査について理解する 

「エリクソンによる発達期と発達課題」 

「発達検査とは」 

 到達目標 

①エリクソンによる各発達期の名称を説明でき

る 

②発達課題の主題と相反する心理状態について

説明できる 

③発達検査の目的、方法、意義について説明でき

る 

林 尚宜 
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④Dubowitz 新生児神経学的評価法について説明

できる 

⑤デンバー式発達スクリーニング検査（DDST）、

遠城寺式・乳幼児分析的発達検査法の違いについ

て説明できる 

⑥粗大運動能力尺度（GMFM）と粗大運動能力分

類システム（GMFCS）の違いについて説明でき

る 

3 

「原始反射」 

 一般目標 

①原始反射とは何か理解する 

②原始反射の出現と消失・統合の意

味について理解する 

③各原始反射の出現と消失・統合の

時期について理解する 

④原始反射検査の意義について理

解する 

「原始反射とは」 

 到達目標 

①反射の経路について深部腱反射を例にして説

明できる 

②原始反射の意義について説明できる 

③静止画や動画をみて、各反射の正式名称と特徴

を説明できる 

④各反射の出現時期を説明できる 

⑤各反射の消失時期を説明できる 

⑥各反射の中枢を説明できる 

林 尚宜 

4 

「姿勢反射/反応」 

 一般目標 

①発達過程においてみられる各姿

勢反射/反応について理解する 

②姿勢反射/反応の出現と消失・統

合の時期について理解する 

③姿勢反射/反応検査の意義につい

て理解する 

「姿勢反射/反応とは」 

 到達目標 

①姿勢反射/反応の意義について説明できる 

②静止画や動画をみて、各反射の正式名称と特徴

を説明できる 

③各反射の出現時期を説明できる 

④各反射の消失時期を説明できる 

⑤各反射の中枢を説明できる 

林 尚宜 

5 

「胎児・新生児期の発達」 

 一般目標 

①神経ネットワークの再編成の過

程について理解する 

②神経支配比について理解する 

③感覚運動を養う援助方法とその

特徴について理解する 

④早産・低出生体重児について理解

する 

 

 

「胎児・新生児の発達支援」 

「早産・低出生体重児」 

 到達目標 

①発達期における神経回路の再編成の過程につ

いて説明できる 

②神経支配比について説明できる 

③胎児および新生児の味覚、臭覚、聴覚、触覚、

前庭感覚、視覚の特徴について説明できる 

④ダブルタッチとはなにか説明できる 

⑤身体表象について説明できる 

林 尚宜 
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⑥デベロップメンタルケア、タッチケア、カンガ

ルーケア、ポジショニングのそれぞれ意味と目的

について説明できる 

⑦早産・低出生体重児の感覚発達や運動発達にお

ける特徴を説明できる 

⑧環境調整とポジショニングについて説明でき

る 

6 

「乳児期の運動発達（０～11 カ

月）」 

 一般目標 

①０～11 カ月の背臥位における運

動発達の特徴について理解する 

②０～11 カ月の腹臥位における運

動発達の特徴について理解する 

③０～11 カ月の座位における運動

発達の特徴について理解する 

④０～11 カ月の立位における運動

発達の特徴について理解する 

「運動発達と反射の影響」 

 到達目標 

①手根骨、足根骨の発達について説明できる 

②背臥位での姿勢の変化について、時期とその特

徴を説明できる 

③腹臥位での姿勢の変化について、時期とその特

徴を説明できる 

④座位での姿勢の変化について、時期とその特徴

を説明できる 

⑤立位での姿勢の変化について、時期とその特徴

を説明できる 

⑥寝返り動作獲得までの発達過程について説明

できる 

⑦四つ這い動作獲得までの発達過程について説

明できる 

⑧立ち上がり動作獲得までの発達過程について

説明できる 

⑨動機付けの重要性について説明できる 

林 尚宜 

7 

「幼児期の運動発達（12 ヵ月～５

歳）」 

 一般目標 

①10～18 カ月の立位における運動

発達の特徴について理解する 

②歩行動作の発達について理解す

る 

③５歳までの運動発達について理

解する 

④言語の発達について理解する 

「運動発達と姿勢制御」 

「言語能力、認知能力の発達」 

 到達目標 

①10～18 ヵ月の立位歩行の発達過程について説

明できる 

②始歩について説明できる 

③初期歩行について説明できる 

④フィードバック制御、フィードフォワード制御

について説明できる 

⑤CPG について説明できる 

⑥２～５歳の粗大運動発達について説明できる 

⑦一語文、二語文の違いについて説明できる 

林 尚宜 
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8 

「上肢機能、ADL の発達」 

 一般目標 

①上肢機能の発達について理解す

る 

②巧緻動作の発達について理解す

る 

③しつけという側面でのADLの発

達を理解する 

④遊びの発達を理解する 

⑤食事の発達を理解する 

⑥排泄の発達を理解する 

⑦更衣の発達を理解する 

「上肢機能の発達」 

 到達目標 

①物の把握・保持機能の発達について、どの時期

に何ができるか説明できる 

②手伸ばし（リーチ）の発達について説明できる 

③握りとつまみ動作について説明できる 

④プレシェイピングについて説明できる 

⑤各期における遊びの意義と重要性を説明でき

る 

⑥各期における食事の方法とその意義を説明で

きる 

⑦各期における排泄コントロールの過程につい

て説明できる 

⑧各期における更衣の発達過程について説明で

きる 

林 尚宜 

9 

「中間まとめ」 

一般目標 

①当授業にて学んだ、各発達段階の

特徴と課題ついて復習する 

②各疾病の特徴について復習する 

「講義１～8 のまとめ」 

「国家試験に出題されやすいポイント」 

到達目標 

①原始反射、姿勢反射/反応についてそれぞれ具

体的に説明できる 

②各発達段階のエリクソンによる発達段階つい

て、それぞれ具体的に説明できる 

③ヒトは生後、どのような過程を経て安定した歩

行移動が可能になるのか、具体的に説明できる 

④ヒトは生後、どのような過程を経て高い上肢ス

キル・巧緻動作を獲得するのか、具体的に説明で

きる 

⑤ヒトは生後、どのような経過で言語の発達、高

いコミュニケーション能力や社会性を獲得する

のか、具体的に説明できる 

林 尚宜 

10 

「学童期・青年期（思春期）・成人

期の発達」 

 一般目標 

①学童期における発達学的特徴と

課題について理解する 

②学童期の身体的な特徴とその課

題について理解する 

「学童期における発達」 

「青年期（思春期）の心理的な発達」 

「成人期の心理、社会的な発達」 

 到達目標 

①学童期における身体的な変化と運動発達の変

化について説明できる 

②学童期の発達学的な特徴である「ギャングエイ

ジ」「肥満」について説明できる 

林 尚宜 
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③青年期（思春期）における発達学

的特徴と課題について理解する 

④青年期（思春期）の身体的な特徴

とその課題について理解する 

⑤成人期の発達学的特徴と課題に

ついて理解する 

⑥障害受容の段階について理解す

る 

⑦欲求階層理論について理解する 

③青年期に起こりうるボディイメージの問題に

ついて説明できる 

④青年期の発達学的な特徴について、「モラトリ

アム」「アイデンティティ」について説明できる 

⑤成人期の心理学的な発達特徴について説明で

きる 

⑥上田の障害の受容５段階をそれぞれ説明でき

る 

⑦マズローの欲求階層理論を５段階それぞれ説

明できる 

11 

「老年期の発達」 

 一般目標 

①老年期における発達学的特徴と

課題について理解する 

②老化による身体構造の変化につ

いて理解する 

③老化による歩行の特徴の変化に

ついて理解する 

④高齢者に多い骨折とはなにか理

解する 

⑤加齢に伴い身体機能が低下した

状態や廃用症候群について理解す

る 

⑥日本人の死因について理解する 

「老化による心身機能の変化」 

「老年期の発達学的特徴」 

 到達目標 

①老年期の発達学的な特徴について説明できる 

②老化による筋や骨など身体構造の変化を説明

できる 

③老化による循環機能の変化を説明できる 

④老化による呼吸機能の変化を説明できる 

⑤若年者と高齢者の歩行の違いを説明できる 

⑥高齢者に多い四大骨折を説明できる 

⑦フレイル、サルコペニア、ロコモティブシンド

ロームについてそれぞれ説明できる 

⑧死因は何が多いのか、年代別に説明することが

できる 

林 尚宜 

12 

「月経、妊娠、出産、胚葉」 

 一般目標 

①月経について理解する 

②妊娠する条件や過程について理

解する 

③胚葉について理解する 

「月経、妊娠とは」 

「胚葉とは」 

①性腺と関係するホルモンについて説明できる 

②卵巣や子宮のしくみについて説明できる 

③卵巣周期と子宮周期について説明できる 

④ネガティブフィードバックについて説明でき

る 

⑤外胚葉、中胚葉、内胚葉の違いを説明できる 

林 尚宜 

13 

「循環動態の変化と先天性心疾患」 

 一般目標 

①胎児期・新生児期の神経系の発達

について理解する 

②出生による循環動態の変化につ

いて理解する 

「胎児・新生児の身体および循環動態の変化」 

 到達目標 

①胎児・新生児期の脳の発達における特徴につい

て説明できる 

②ボタロー管、アランチウス静脈管、卵円孔の役

割と閉鎖時期について説明できる 

林 尚宜 
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③先天性心疾患とはなにか理解す

る 

④分娩時の異常により起こる状態

とその評価指標について理解する 

③心室中隔欠損症、ファロー四徴症、心房中隔欠

損症、動脈管開存症について特徴を説明できる 

④新生児仮死とはなにか、アプガースコアとその

項目、時間、点数について説明できる 

14 

「発達に関する疾患別各論」 

 一般目標 

①発達過程に起こりうるそれぞれ

の疾患について理解する 

②発達障害とはなにか理解する 

③感覚運動経験を促すアプローチ

の意義について理解する 

④リハビリテーションの評価や介

入方法について理解する 

⑤発達に関する疾患について理解

する 

「発達障害とは」 

「発達に関する疾患」 

 到達目標 

①発達障害（広汎性発達障害、学習障害、注意欠

陥多動性障害）の違いと特徴について説明できる 

②広汎性発達障害、自閉症スペクトラムについて

それぞれの特徴を説明できる 

③知的障害（精神遅滞）について特徴を説明でき

る 

④脳性麻痺の特徴について説明できる 

⑤ダウン症の特徴について説明できる 

林 尚宜 

15 

「発達に関連する整形疾患」 

一般目標 

①発達とともに生じやすい整形疾

患について時期と特徴を理解する 

 

「骨端症」 

「Perthes 病」 

「発育性股関節形成不全」 

「側弯症」 

「小児がん」 

到達目標 

①各疾患の特徴と症状について説明できる 

②各疾患の治療やポイントについて説明できる 

林 尚宜 

成績評価方法 
科目試験（90％） 

グループワーク課題（10％） 

準備学習/事後学習 準備学習：ヒトの発達に関係する解剖学、生理学を見直しておく 

事後学習：サブノート、中間テストの内容を中心に理解を深める 

関連科目 人間発達学→発達支援理学療法学 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 

授業間に行う「アウトプットタイム」に、積極的に発言して学習してください 

 

 

 

 

 

 

 



74 

 

学科・年次 理学療法科・１年次 開講期間 前期 

科目名 解剖演習 

担当者 奥地伸城 

単位数（時間数） １単位（３０時間）               履修方法 講義 

教科書・参考書 解剖学（医学書院） 

 

授業概要 

 骨格各論、関節各論、関節運動、筋総論 

授業の目的（意義） 

医療を目指す者にとっては，人体の構造と機能に関して高度かつ正確な知識が必要とされる．理学療法士の業務の

多くは「運動」・「動作」を扱う．したがって，動きに直接関与する筋骨格系については十分に熟知する必要がある．臨

床経験のある理学療法士の経験に基づき授業を展開し，骨格や筋の理解を深め，運動療法や理学療法評価，臨床実習

に必要な解剖の基本的知識を習得することを目的とする． 

なお、理学療法士として、病院等で臨床経験のある者が、その経験を活かし講義を行う。 

関連する学科の DP 

１． 理学療法士として必要な基礎知識を修得している 

４．自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる 

５．臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている 

６．自律心を有している       

①自己研鑽を継続できる 

②自主的に行動が起こせる 

③自信をもって業務に臨める   ④自己マネジメントすることで課題を明確にできる 

      

回 

（コマ） 

「授業項目」（単元名） 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 

「骨格各論」 

骨格全体の成り立ちを把握するとともに，

個々の骨の名称や数を理解する 

「全身骨格について」 

①骨格全体の名称を説明できる 

②骨格の配列について説明できる 

奥地伸城 

2 
「骨格各論」 

骨の形，各部の名称を正確に理解する 

「上肢帯①」 

肩甲骨の形，各部の名称を説明できる 

奥地伸城 

3 
「骨格各論」 

骨の形，各部の名称を正確に理解する 

「上肢帯②」 

上腕骨，橈骨，尺骨の形，各部の名称を説明できる 

奥地伸城 

4 
「骨格各論」 

骨の形，各部の名称を正確に理解する 

「上肢帯③」 

手根骨，手指骨の形，各部の名称を説明できる 

奥地伸城 

5 

「中間まとめ」 

全身の骨の名称、上肢帯の各部名称を正確

に理解する 

「中間まとめ」 

全身骨格の名称、上肢帯の骨の名称を説明できる 

奥地伸城 
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6 
「骨格各論」 

骨の形，各部の名称を正確に理解する 

「下肢帯①」 

骨盤の形，各部の名称を説明できる 

奥地伸城 

7 

「骨格各論」 

骨の形，各部の名称を正確に理解する 

「下肢帯②」 

大腿骨、膝蓋骨，脛骨，腓骨の形，各部の名称を説

明できる 

奥地伸城 

8 
「骨格各論」 

骨の形，各部の名称を正確に理解する 

「下肢帯③」 

足根骨，足趾骨の形，各部の名称を説明できる 

奥地伸城 

9 
「骨格各論」 

骨の形，各部の名称を正確に理解する 

「脊柱」 

脊椎の形，各部の名称を説明できる 

奥地伸城 

10 
「関節各論」 

各関節の形，各部の名称を正確に理解する 

「上肢帯関節」 

上肢帯の関節の形，各部の名称を説明できる 

奥地伸城 

11 
「関節各論」 

各関節の形，各部の名称を正確に理解する 

「下肢帯関節」 

下肢帯の関節の形，各部の名称を説明できる 

奥地伸城 

12 
「関節運動」 

各関節の運動方向や運動の特徴を理解する 

「上肢帯関節運動」 

上肢帯の関節運動の特徴を説明できる 

奥地伸城 

13 
「関節運動」 

各関節の運動方向や運動の特徴を理解する 

「下肢帯関節運動」 

下肢帯の関節運動の特徴を説明できる 

奥地伸城 

14 

「筋総論」 

①筋の働きについて理解する 

②筋―神経の関係を理解する 

 

「骨格筋総論」 

①筋の働き（滑走説）について説明できる 

②神経筋接合部の構造を説明できる． 

③Ⅰa、Ⅰb、Ⅱ群線維等の筋に関与する神経の働き

を説明できる 

奥地伸城 

15 

「まとめ」 

骨格各論、関節各論、関節運動、筋総論につ

いて復習して理解する 

「まとめ」 

①全身の骨や各部位の名称が説明できる 

②全身の関節の名称が説明できる 

③全身の関節運動を説明できる 

④筋の働き、神経筋接合部の構造、筋と神経の関

係を説明できる 

奥地伸城 

成績評価方法 科目試験（筆記） 

準備学習/事後学習 教科書／サブノート 

関連科目 解剖学Ⅱ、運動学演習Ⅰ 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 
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学科・年次 理学療法科 1 年次 

科目名 公衆衛生学 

担当者 平松 礼司 

単位数（時間数） ２単位（30 時間） 

学習方法 講義 

教科書・参考書 

教科書：わかりやすい公衆衛生学（第 4 版）ヌーベェルヒロカワ 

参考書：厚生の指標「国民衛生の動向 2021//2022」（財 厚生統計協会）（コピー対応） 

    救急救命標準テキスト（コピー対応） 

 

授業概要と目的 

理学療法士国家試験の出題基準に準拠した内容により公衆衛生学についての総合的な講義、および過去の国家試験の

解説などにより、将来医療人として理学療法士の業務に必要な臨床医学的知識のうち公衆衛生分野についての習得を

目的とする。また理学療法士として総合的な知識を習得して、理学療法士国家試験に合格することを目的とする。 

なお、薬剤師としての資格を持ち、且つ愛知県の衛生研究所、保健所勤務の経歴を持つ講師が担当する。 

 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 前期 

理学療法士が必要とする公衆衛

生学的基礎を理解する。 

公衆衛生の概念及び健康の定義について述

べることができる。また国民静態統計と動

態統計の違いについて述べることができ

る。 

平松 礼司 

2 前期 

理学療法士が必要とする公衆衛

生を担当する我が国の行政機関

及び国際機関について理解する。 

現在、わが国が新型コロナで直面している

保健所、衛生研究所等の役割及び国際機関

である WHO の役割について述べることが

できる。 

平松 礼司 

3 前期 

理学療法士が必要とする人口問

題や少子高齢化について理解す

る。 

わが国が直面している人口減少や少子高齢

化がもたらす社会問題について述べること

ができる。 

平松 礼司 

4 前期 

理学療法士が必要とする生活習

慣病（がん、メタボリックシンド

ローム、心疾患、糖尿病等）につ

いての概念と現状について理解

する。またわが国の健康づくり日

本 21 の施策について理解する。 

生活習慣病の概念と現状および健康づくり

対策について述べることができる。また、

疾病予防の一次予防（健康増進等）や二次

予防（早期発見・早期治療）及び三次予防

（リハビリテーション）について具体的に

述べることができる。 

平松 礼司 
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5 前期 
理学療法士が必要とする感染症

の発生状況について理解する。 

感染症の病原体の種類や感染症の発生の現

状を理解し、述べることができる。 

平松 礼司 

6 前期 
理学療法士が必要とする感染症

の予防と対策について理解する。 

感染症の予防対策（予防接種、検疫など）

について述べることができる。 

平松 礼司 

7 前期 

理学療法士が必要とする地域保

健法の理念、医療サービスの供給

体制や救急医療について理学療

法士が果たす役割を理解する。 

病院、診療所、介護老人保健施設の役割や

保健・医療従事者（医師、薬剤師、看護師、

理学療法士等）の資格と養成機関や救急医

療・災害医療について述べることができる。 

平松 礼司 

8 前期 

理学療法士が必要とする食品保

健対策について理解する。 

食品の安全性に関する根幹的法律および食

中毒、食品添加物、残留農薬などの規制な

どについて述べることができる。 

平松 礼司 

9 前期 

理学療法士が必要とする環境問

題（地球温暖化、大気汚染、酸性

雨、オゾン層の破壊等）について

理解する。 

環境問題（地球温暖化、大気汚染、オゾン

層の破壊等）について現状を理解し、対策

を述べることができる。 

平松 礼司 

10 前期 

理学療法士が必要とする産業保

健に関係する法律（労働基準法、

労働安全衛生法等）および労働災

害や職業性疾患について理解す

る。 

健康に影響を与える労働環境（労働条件、

作業環境、作業管理等）や労働災害、疾病

の補償、職業病以外の作業関連疾患、メン

タルヘルス、トータルヘルスプロモーショ

ン、快適職場の構築について述べることが

できる。 

平松 礼司 

11 前期 

理学療法士が必要とする学校保

健管理や学校環境衛生について

理解する。またヘルスプロモーシ

ョンについて理解する。 

学校という「場」が地域の健康に与える影

響と役割について述べることができる。ま

た禁煙などヘルスプロモーションに基づく

対策について具体的に述べることができ

る。 

平松 礼司 

12 前期 

理学療法士が必要とする母子保

健について母子保健事業（妊産婦

健康診査や乳幼児健康診査等）に

ついて理解する。 

子どもの保健を守り、増進するための仕組

みや取り組みについて述べることができ

る。また少子化対策（子育て支援対策等）

について述べることができる。 

平松 礼司 

13 前期 

理学療法士が必要とする精神障

害者の障害の概念や実態および

精神医療の現状について理解す

る。 

2012 年に制定された『障害者総合支援法』

により精神障害者も福祉サービスを受けら

れるようになったが、その福祉サービスや

精神障害者に対する雇用支援・就労支援に

ついて述べることができる。 

平松 礼司 

14 前期 

理学療法士が必要とする医療・介

護の保障制度や医療保険、高齢者

医療・介護の保障制度を理解し、また公費

負担医療制度について述べることができ

る。 

平松 礼司 
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医療制度、国民医療費及び介護保

険について理解する。 

15 前期 

講義の総まとめ、要点 

 

 

講義の総まとめ、期末試験対策 平松 礼司 

成績評価表 

国家試験出題範囲に準じた定期試験を実施し評価する。 

 

準備学習など 

これまでの授業内容を復習し、国家試験出題基準に沿っての学習を事前に行っておくこと。 

また、講義ばかりではなく、新聞、テレビ等のマスメディア、及びＳＮＳ等なども利用し、常に

公衆衛生について幅広く最新の知識が持てるよう心がけること。 

 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科 1 年次 

科目名 病理学 

担当者 佐藤 恵美子 

単位数（時間数） ２単位（30 時間） 

学習方法 講義 

教科書・参考書 標準理学療法学・作業療法学 病理学 第４版 

 

授業概要と目的 

病気は細胞・組織・臓器の変化（異常）から発生する。病理学の講義では、人体構造機能学、生化学、微生物学、免疫

学、遺伝学などの基礎知識を元にして、病気の原因、経過、結果などを学び、病気の本態を理解することを目的とす

る。病理学は組織・臓器に普遍的に生じる基本病変を論じる総論と臓器別の病変を論じる各論に分けられるが、本講

義では病理学総論を学習する。 

なお、歯学博士として実務経験のある講師が担当する。 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 後期 

病理学を学ぶ意義を理解する。 病理検査と病理解剖のビデオを鑑賞して病

理学を学ぶ意義を理解し、その重要性を述

べることができる。 

佐藤恵美子 
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2 後期 

病因について理解する。 

細胞の損傷と適応について理解

する。 

内因と外因を説明できる。 

変性、萎縮、肥大と過形成、化生について

説明し、それらによる疾患を列挙できる。

壊死とアポトーシスの違いを説明できる。 

佐藤恵美子 

3 後期 

組織の修復と創傷治癒について

理解する。 

組織の再生について述べることができる。

創傷治癒の一次治癒と二次治癒について説

明し、その治癒過程を述べることができる。 

佐藤恵美子 

4 後期 

炎症について理解する。 炎症の 5 徴候、急性炎症と慢性炎症の違い

を述べることができる。 

滲出性炎、増殖性炎、肉芽腫性炎について

説明し、それぞれの疾患を列挙できる。 

佐藤恵美子 

5 後期 

免疫について理解する。 免疫の基礎を理解し、免疫に関連する疾患

（アレルギー、自己免疫疾患、免疫不全症）

の病態を述べることができる。 

佐藤恵美子 

6 後期 

移植と再生医療について理解す

る。 

移植の種類を述べることができる。臓器移

植における拒絶反応と骨髄移植における

GVHD について説明できる。 

再生医療の現状を述べることができる。 

佐藤恵美子 

7 後期 

感染症について理解する。 

 

感染防御機構について説明できる。 

感染経路を説明し、それぞれの経路による

感染症を列挙できる。 

病原体の分類と疾患を列挙できる。 

佐藤恵美子 

8 後期 

循環障害について理解する。① 

 

浮腫、充血、うっ血、出血の病態を理解し、

それぞれの疾患の特徴を述べることができ

る。 

佐藤恵美子 

9 後期 

循環障害について理解する。② 血栓症、塞栓症、虚血、梗塞、側副循環、

ショック、高血圧の病態を理解し、それぞ

れの疾患の特徴を述べることができる。 

佐藤恵美子 

10 後期 

代謝障害について理解する。 脂質代謝障害、タンパク質代謝障害、糖代

謝障害、ビリルビン代謝障害の病態を理解

し、それぞれの疾患の特徴を述べることが

できる。 

佐藤恵美子 

11 後期 
老化とホメオスタシスついて理

解する。 

ホメオスタシスの重要性を理解し、加齢に

伴う諸臓器の変化を述べることができる。 

佐藤恵美子 

12 後期 

先天異常と遺伝性疾患について

理解する。 

奇形について説明できる。 

染色体異常の疾患を列挙し、その特徴を述

べることができる。 

遺伝子異常の分類と疾患を列挙できる。 

佐藤恵美子 
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13 後期 

腫瘍について理解する。① 腫瘍の定義、腫瘍の分類を述べることがで

きる。良性腫瘍と悪性腫瘍の相違点、悪性

腫瘍の特徴を説明できる。 

佐藤恵美子 

14 後期 

腫瘍について理解する。② 転移の種類、TNM 分類について説明でき

る。腫瘍の発生機序について述べることが

できる。 

佐藤恵美子 

15 後期 
まとめ  佐藤恵美子 

成績評価方法 テスト 100％ 

準備学習など 人体の正常な構造、機能についての基礎知識を復習し、理解しておくこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科 1 年次 

科目名 内科学 

担当者 斎藤 研 

単位数（時間数） ２単位（30 時間） 

学習方法 講義 

教科書・参考書 標準理学療法学・作業療法学 内科学 第３版（医学書院）                

 

授業概要と目的 

内科学は、臨床を行う上で、重要な科目です．理学療法士の国家試験では、出題数は少ないものの、狭く深い内容が

問われています。教員が経験した内容と、リハビリテーション分野にもリンクした授業を展開し、理解を深めます。 

 なお、医師として、病院等で臨床経験のある教員がその経験を活かして授業を行う。 
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回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

１ 後期 

オリエンテーション、     

呼吸器疾患を理解する① 

 

  

内科学の重要性を理解し、積極的に理解す

るよう努めることができる。さらに、気管

支喘息や慢性閉塞姓肺疾患などの最重要疾

患ついて理解し、それらの特徴を述べるこ

とができる。 

斎藤 研 

２ 後期 

呼吸器疾患を理解する② 

 

 

間質性肺炎や気胸などの疾患について理解

し、それらの特徴を述べることができる。 

斎藤 研 

３ 後期 

循環器疾患を理解する① 虚血性心疾患やうっ血性心不全などの疾患

について理解し、それらの特徴を述べるこ

とができる。 

斎藤 研 

４ 後期 

循環器疾患を理解する② 弁膜症や動脈疾患や静脈疾患などについて

理解し、それらの特徴を述べることができ

る。 

斎藤 研 

５ 後期 

肝胆膵疾患を理解する① ウイルス性肝炎や肝硬変などの肝臓疾患に

ついて理解し、それらの特徴を述べること

ができる。 

斎藤 研  

６ 後期 

肝胆膵疾患を理解する② アルコール性肝障害や脂肪肝などの肝疾患

および各種胆嚢、膵臓疾患について理解し、

それらの特徴を述べることができる。 

斎藤 研 

７ 後期 

血液、代謝、内分泌、腎臓、膠原

病、消化管疾患について知る① 

各分野におけるグループでの討議を通じ

て、各自の課題を調べ、その課題をプレゼ

ンテーションにより説明できるように準備

する。 

斎藤 研 

８ 後期 

血液、代謝、内分泌、腎臓、膠原

病、消化管疾患について知る② 

各分野におけるグループでの討議を通じ

て、各自の課題を調べ、その課題をプレゼ

ンテーションにより説明できるように準備

する。 

斎藤 研 

９ 後期 

血液疾患を理解する 貧血、白血病、悪性リンパ腫、多発性骨髄

腫、出血性疾患などについて理解し、その

特徴を述べることができる。 

斎藤 研 

10 後期 

代謝疾患を理解する 糖尿病、脂質異常症、メタボリックシンド

ローム、痛風などについて理解し、その特

徴を述べることができる。 

斎藤 研 
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11 後期 

内分泌疾患を理解する 下垂体、甲状腺、副甲状腺、副腎疾患など

について理解し、その特徴を述べることが

できる。 

斎藤 研 

12 後期 

腎臓疾患および泌尿器疾患を理

解する 

腎不全、ネフローゼ症候群なえおの腎臓疾

患および泌尿器疾患などについて理解し、

その特徴を述べることができる。 

斎藤 研 

13 後期 

膠原病疾患を理解する 慢性関節リウマチ、SLE、皮膚筋炎などの

膠原病疾患およびベーチェット病などの膠

原病類縁疾患について理解し、その特徴を

述べることができる。 

斎藤 研 

14 後期 

消化管疾患を理解する 食道疾患、消化性潰瘍などの胃疾患、炎症

性腸疾患や腸閉塞などの腸疾患について理

解し、その特徴を述べることができる。 

斎藤 研 

15 後期 

内科疾患を総合的に理解する 現在までの講義内容を理解し、X 線画像な

ども含め、総合的に内科疾患を述べること

ができる。 

斎藤 研 

成績評価方法 
科目修了試験 

準備学習など 理学療法士国家試験を意識した類似問題について、適宜、解法や解説などを加えながら進める

ので、講義内容に遅れないよう心がけていくこと。 
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学科・年次 理学療法科 1 年次 

科目名 栄養学 

担当者 太田侑亜 

単位数（時間数） 2 単位(30 時間) 

学習方法 主に講義による 

教科書・参考書 必要な資料は随時配布。ビジュアル食品成分表(大修館書店) 

 

授業概要と目的 

食に関する情報があふれている中、正しい知識を持ち、「何が健康のために本当に良いのか？」を判断する能力が必要

です。授業項目は、「栄養素の種類と働き」「食事と食品」について理解を深め、習得することを目的とする。なお、現

場経験のある管理栄養士がその経験を活かし講義を行う。 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 通年 
「ガイダンス」 

 栄養の必要性を知る 

①栄養のことを学ぶ意義と目的を知る。 太田侑亜 

2 通年 

「炭水化物」 

炭水化物の種類、身体における役

割について知る。 

①炭水化物が体内でどのような働きをする

かを説明できる。 

太田侑亜 

3 通年 

「脂質」 

脂質の種類、身体における役割に

ついて知る。 

①脂質が体内でどのような働きをするかを

説明できる。 

太田侑亜 

4 通年 

「タンパク質」 

タンパク質の種類、身体における

役割について知る。 

①タンパク質が体内でどのような働きをす

るかを説明できる。 

太田侑亜 

5 通年 

「ビタミン」 

ビタミンの種類、身体における役

割について知る。 

①ビタミンが体内でどのような働きをする

かを説明できる。 

太田侑亜 

6 通年 

「ミネラル（無機質）」 

ミネラル（無機質）の種類、身体

における役割について知る。 

①ミネラル（無機質）が体内でどのような

働きをするかを説明できる。 

太田侑亜 

7 通年 

「機能性成分」 

機能性成分の種類、身体における

役割について知る。 

①機能性成分が体内でどのような働きをす

るかを説明できる。 

太田侑亜 

8 通年 
「食事と食品」 ①栄養素による分類で食品の種類を知る 太田侑亜 
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①食品群とその分類法 

②バランス献立の基本を理解 

②「まごわやさしい」食材を理解する 

9 通年 

「食事と食品」 

①市販食品、弁当、惣菜などで、

栄養バランス献立作成 

①「まごわやさしい」食材を使用して、バ

ランス献立作成と評価 

太田侑亜 

10 通年 
「消化と吸収、代謝について」 ①身体のしくみ、特に食べ物が体内で分解・

利用される過程について説明できる 

太田侑亜 

11 通年 
「身体組成について」 ①身体組成の測定法とデータの見方につい

て説明できる。 

太田侑亜 

12 通年 
「エネルギー代謝について」 ①エネルギー代謝と消費について説明でき

る。 

太田侑亜 

13 通年 

「栄養価計算」① 

食事の栄養価の算出方法を知り、

修得する 

①食事中の栄養価計算について、どのよう

に算出するかを説明できる 

太田侑亜 

14 通年 

「栄養価計算」② 

食事の栄養価の算出方法を知り、

修得する 

①食事中の栄養価計算法を修得する 太田侑亜 

15 通年 

「これまでのまとめ、試験」 ①栄養素の役割や必要性について理解でき

る 

②試験 

太田侑亜 

成績評価方法 試験による成績（１００点）により評価する。 

準備学習など なし 
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学科・年次 理学療法科 １学年 

科目名 救急救命学 

担当者 後藤 聖士 青木 浩代 

単位数（時間数） 2 単位（30 時間） 

学習方法 講義・実技・事例研究 

教科書・参考書 救急蘇生法の指針 2015 厚生労働省   

  

授業概要と目的 

突然の急病や事故により呼吸障害・循環障害・意識障害など生命に危機を及ぼしうる状態に陥った傷病者では、秒

単位でその状態が悪化する。長年にわたり現場で救急救命士として活動した経験を生かして、心肺蘇生を主に講義・

実技で展開する。また、理学療法士という医療従事者に対する講義なのでプラスアルファとして、バイタルチェック

（特に呼吸・脈拍・意識）と救急蘇生に関する医学的根拠については、上級救命講習（市民に対する救急救命講習で消

防署等が実施しているハイランクもの）に比べ深く理解させることが目的である。 

また、予防医学・予防リハビリテーションでも臨床経験のある理学療法士が臨床経験を生かして授業展開する 

授業の目的（意義） 

・緊急時に生命を守るための判断力・実践力・倫理観を養い臨床の現場で実践できる人材を育成することを目的とす

る。 

・1 次予防・2 次予防・3 次予防の考え方を理解し活用できることを目的とする。  
関連する学科の DP 

① 理学療法士として必要な基礎知識を修得している 

② 現場で適切な対人関係を築き、患者さんや利用者さんなど他者の身体に触れる専門職としての倫理観を有してい

る 

③ 現場で求められる基礎実践力を備えている 

④ 自主的に行動が起こせる 

⑤ 職務に責任感を持って臨むことができる 

⑥ 他者と協力できる 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

１ 後期 

「救急蘇生と救命の連鎖」     

 一般目標 

 ①救急蘇生とは何かを理解す

る。 

 ②救命の連鎖の要素と関連を

理解する。 

「救急蘇生とは」 

 到達目標 

①救急蘇生の一次救命処置（ＢＬＳ）につ

いて説明できる。 

②救急蘇生のファーストエイドについて説

明できる。 

③心肺蘇生（ＣＰＲ）について説明できる。 

後藤 聖士 
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④二次救命処置（ＡＬＳ）について説明で

きる。 

➄ＢＬＳ、ＣＰＲ、ＣＰＡ、ＡＬＳ、ＡＥ

Ｄ等の用語を説明できる。 

 

「救命の連鎖」 

到達目標 

①救命の連鎖の概念を説明し、連鎖を構成

する要素を列挙できる。 

②市民による一次救命処置の内容について 

説明できる。 

③心肺蘇生、除細動、生存率の関係を大ま

かに説明できる。 

 

２ 後期 

「突然の心停止を防ぐために」 

 一般目標 

 ①救命の連鎖の１つめの輪の

具体的な内容を理解する。 

 ②予防救急について認識する。 

「心停止の予防～成人・小児・乳幼児」 

 到達目標 

①急性冠症候群、脳卒中について大まかに

説明できる。 

②窒息・溺水・交通事故などの不慮の事故 

の防止策及び緊急措置について大まかに説

明できる。 

 

後藤 聖士 

３ 後期 

「一次救命処置（ＢＬＳ）」 

 一般目標 

 ①ＢＬＳを理解する。 

 ②他の救助者の要請と適切な

119 番通報を理解する。 

 

「心肺蘇生の手順」 

 一般目標 

 ①一次救命処置の手順（アルゴ

リズム）を理解する。 

 ②各手順の重要事項について

理解する。 

「心停止の早期認識と通報」 

 到達目標 

①心停止の確認と判断について説明でき

る。 

②他の救助者の要請要領と 119 番通報のポ

イントを説明できる。 

  

「主に市民が行う一次救命処置の手順」 

到達目標 

①安全確認、通報、傷病者観察、ＣＰＲ、

ＡＥＤ使用の流れについて説明できる。 

②特に胸骨圧迫の部位、リズム、深さとテ

ンポ、解除について説明できる。 

③胸骨圧迫と人工呼吸の組合せについて説

明できる。 

 

後藤 聖士 
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４ 後期 

「傷病者観察～バイタルサイン

（呼吸）」 

 一般目標 

 ①バイタルサインとは何かを

理解する。 

 ②異常呼吸を理解する。 

 

「傷病者観察～バイタルサイン

（脈拍）」 

 一般目標 

 ①脈拍の触知を理解する。（頸

動脈・橈骨動脈・上腕動脈） 

 ②致死的不整脈を理解する。～ 

（心室細動・心室頻拍） 

「バイタルサイン」 

 到達目標 

バイタルサインサインについて説明でき

る。 

 

「呼吸について」 

 到達目標 

①呼吸の正常値について説明できる。 

②呼吸の有無について観察できる。 

③チェーンストークス呼吸や他の異常呼吸

について大まかに説明できる。 

 

「脈拍について」 

 到達目標 

①脈拍の正常値について説明できる。 

②脈拍の測定ができる。（頸動脈、橈骨動脈、

上腕動脈） 

 

「心電図について」 

①正常な心電図について説明できる。 

②致死的不整脈について大まかに説明でき

る。 

③除細動が必要な心電図波形について説明

できる。 

後藤 聖士 

  ５   後期 

「意識の観察」 

 一般目標 

 ①意識障害の確認の方法を理

解する。 

 ②JCS（ジャパンコーマスケー

ル）を理解する。 

 

「意識の観察要領」 

 到達目標 

①呼びかけ・痛み刺激の与え方が実技でで

きる。 

②意識・呼吸・脈拍の観察要領の一連行動

が実技でできる。 

 

「ジャパンコーマスケール（JCS）」 

 到達目標 

①覚醒・見当識について説明できる。 

②ジャパンコーマスケール（JCS）の３－

３－９度方式が説明できる。 

後藤 聖士 

  ６   後期 
「心肺蘇生法とＡＥＤ～Ⅰ」  

一般目標 

「心肺蘇生法とＡＥＤ」 

 到達目標 

後藤 聖士 
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 ①心肺蘇生法の手順について

理解する。 

 ②胸骨圧迫の部位・強さ・リズ

ムについて理解する。 

 ③AED について理解する。 

 

①心肺蘇生法の手順について説明できる。 

 ア 安全確認 

 イ 反応確認 

 ウ 通報と AED 

 エ 呼吸確認 

 オ 胸骨圧迫 

 カ 胸骨圧迫と人工呼吸の比率 

 キ AED の準備・使用 

 ク 心肺蘇生の続行 

②胸骨圧迫の部位・強さ・リズムについて

説明できる。 

③AED の機能が説明できる。（装着・解析・

指示メッセージ及びショックボタン押下時

の注意点） 

  ７  後期 

「心肺蘇生法とＡＥＤ～Ⅱ」  

一般目標 

実技で確認する。 

 ①心肺蘇生法の手順について

理解する。 

 ②胸骨圧迫の部位・強さ・リズ

ムについて理解する。 

 ③AED について理解する。 

 

 

 

 

「心肺蘇生法とＡＥＤ」 

 到達目標 

 実技で確認する。 

①心肺蘇生法の手順について説明できる。 

 ア 安全確認 

 イ 反応確認 

 ウ 通報と AED 

 エ 呼吸確認 

 オ 胸骨圧迫 

 カ 胸骨圧迫と人工呼吸の比率 

 キ AED の準備 

 ク AED の使用 

 ケ 心肺蘇生の続行 

②胸骨圧迫の部位・強さ・リズムについて

説明できる。 

③AED の機能が説明できる。（装着・解析・

指示メッセージ及びショックボタン押下時

の注意点） 

後藤 聖士 

 ８ 後期 

「小児・乳児に対する一次救命処

置」 

一般目標 

 ①人工呼吸の重要性について

理解する。 

「小児・乳児に対する心肺蘇生法」 

 到達目標 

①成人に対する心肺蘇生法と比較して、推

奨されている点について説明できる。 

②小児・乳児に対する人工呼吸について説

明できる。 

後藤 聖士 
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 ②人工呼吸・胸骨圧迫の方法及

びＡＥＤの使い方について理解

する。 

 

③小児・乳児に対する胸骨圧迫について説

明できる。 

④小児・乳児に対するＡＥＤの使用方法に

ついて説明できる。 

 ９ 後期 

「異物除去」 

一般目標 

①気道異物による窒息につい

て理解する。 

②成人・小児・乳児に対する気

道異物除去について理解する。 

「気道異物による窒息の発見と異物除去」 

 到達目標 

①窒息のサイン（チョークサイン）につい

て説明できる。 

②成人・小児・乳幼児に対する気道異物除

去について説明できる。 

 ア 背部叩打法 

 イ ハイムリック法 

③気道異物による窒息について、反応して

いる場合と反応が無くなった場合について

の対処が説明できる。 

後藤 聖士 

  10 後期 

「止血と体位管理」 

一般目標 

①直接圧迫止血法について理

解する。 

②傷病状態による体位管理に

ついて理解する。 

「止血」 

到達目標 

①人の血液量と出血量による影響について

大まかに説明できる。 

②直接圧迫止血について説明できる。 

③感染防止について説明できる。 

 

「体位管理」 

 到達目標 

①傷病状態と特有の体位管理について説明

できる。 

 ア 仰臥位 

 イ 側臥位（特に回復体位） 

 ウ ショック体位（足側高位） 

 エ その他 

②体位管理の評価と注意点について説明で

きる。 

後藤 聖士 

 

 

 

 

11 後期 

「救急蘇生法と倫理・法律」 

 一般目標 

 ①救急蘇生法の倫理について

理解する。 

 ②救急蘇生法と法律（民法・刑

法）について理解する。 

「救急蘇生法と倫理・法律」 

 到達目標 

①救急蘇生法の倫理観について説明でき

る。 

②民法の緊急事務管理、刑法の緊急避難に

ついて大まかに説明できる。 

後藤 聖士 
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「ファーストエイド」 

 一般目標 

 ①応急手当の体位と移動につ

いて理解する。 

 ②代表的な疾患に対する基本

的応急手当を理解する。 

 

「ファーストエイド」 

 到達目標 

①回復体位について説明できる。 

②次の各疾患の病態と応急手当について大

まかに説明できる。 

 ア 気管支喘息発作 

 イ アナフィラキシー 

 ウ 低血糖 

 エ けいれん 

 オ 熱中症 

 カ 低体温症 

 キ 熱傷、凍傷 

 ク 外傷、骨折等 

 ケ その他 

③交通事故等の外傷による頸椎保護につい

て説明できる。 

12 後期 

「総復習」   

 一般目標 

 ①今までの講義内容の知識理

解度をチェックする。～科目試験

又は質疑応答方式 

 ②今までの一次救命処置の実

技内容の理解度をチェックする。

～実技（心肺蘇生とＡＥＤ） 

「総復習」 

 到達目標 

①次の項目についてテストを行なう。 

 （科目試験又は質疑応答方式） 

ア 救命の連鎖 

 イ 予防救急 

 ウ 心肺蘇生法の手順 

 エ バイタルサイン（呼吸・脈拍・意識） 

 オ 胸骨圧迫 

 カ 人工呼吸の手順 

キ 気道異物 

 ク ＡＥＤ 

 ケ 体位管理 

 コ ファーストエイド 

②心肺蘇生とＡＥＤの手順について実技で

行うことができる。 

後藤 聖士 

 

 

13 

 

 

後期 「予防医学」 

一般目標 

① 予防理学慮法に関わる制度

を知る。 

② 予防の必要性を理解する。 

「予防理学療法学に関わる制度」 

到達目標 

① 国民の健康を図る施策や社会保障制度

について理解できる。 

青木 浩代 
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 ② 日本の高齢化という現状により引き起

こされている課題を理解しその課題に

対する予防理学療法の必要性を理解で

きる。 

 

 

14 

 

 

後期 「ロコモティブシンドロームと

は」 

一般目標 

① ロコモティブシンドローム

の定義を学ぶ。 

② ロコモティブシンドローム

によって引き起こされる身

体的影響を知る。 

③ ロコモティブシンドローム

の評価法・運動療法を学ぶ。 

「ロコモティブシンドローム」 

到達目標 

① ロコモティブシンドロームの定義を説

明することができる。」 

② ロコモティブシンドロームによって引

き起こされる様々な問題を理解するこ

とができる。 

③ ロコモティブシンドロームの評価、治

療を知り実施できるようになる。 

青木 浩代 

 

 

15 

後期 「運動器の機能低下」 

一般目標 

① 運動器を理解する。 

② 運動器の機能低下により引

き起こされる問題について

知る。 

「転倒と転倒予防理学療法」 

一般目標 

① 転倒による骨折の実態を学

ぶ 

② 転倒予防に効果のある運動

療法を学ぶ 

「サルコペニア・フレイルの理解」 

到達目標 

① ロコモティブシンドローム・サルコペ

ニア・フレイルの違いを説明すること

ができる 

② ロコモティブシンドローム・サルコペ

ニア・フレイルがそれぞれどのように

影響し介護が必要な状態となる病態を

作り出しているのかを説明することが

できる。 

「転倒による骨折の実態・転倒予防理学療

法」 

一般目標 

① 転倒により生じる骨折を覚える。 

② 転倒予防に効果のある運動療法を実施

できるようになる。 

青木 浩代 

成績評価方法 科目試験（100％） 

準備学習など 講義、実技、事例研究のグループ討議を実施する予定です。実技は、３コマ目以降からは全てあ

るので動きやすい服装で受講してください。 なかでも、６，７、８コマは最重要事項で講義・

実技を総合的に実施する一連のものです。 区切りごと（３コマ、６コマ、９コマ）の授業開始

時に小テストを実施する予定です。 12 コマでは、総復習として知識・実技の確認テストを行

う予定（80％）予防分野（20％） 

留意事項 特になし 
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学科・年次 理学療法科 1 年次 

科目名 リハビリテーション学 

担当者 青木 浩代 

単位数（時間数） ２単位（30 時間） 

学習方法 パワーポイント・配布資料 

教科書・参考書 リハビリテーション序説 

 

授業概要 

リハビリテーションの概念を理解し，リハビリテーションの対象疾患となりえる疾患の障害像の理解，急性期から 

生活期さらには地域在宅リハビリテーションまでの理学療法士の役割や専門職固有の知識・治療・技術,接遇方法・医

療用語など理学療法士に必要な基本的知識を身につける． 

 なお，理学療法士として，病院等で臨床経験のある教員がその経験を活かして授業を行う． 

授業の目的（意義） 

・人の回復・適応・社会参加を総合的に支援できる視点と知識を身につけることを目的とする. 
 

関連する学科の DP 

⑦ 理学療法士として必要な基礎知識を修得している 

⑧ 現場で適切な対人関係を築き、患者さんや利用者さんなど他者の身体に触れる専門職としての倫理観を有してい

る 

 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

１ 前期 

「リハビリテーションの歴史」 

一般目標 

障害者を取り巻く環境の歴史を

知る. 

「社会的弱者とされる障害者が社会からど

のように処遇されてきたかを知ることを基

礎にして障害者を中心に据えた障害学を検

討し、そのことを通じて障害にどのように

対応すべきかを学ぶ」 

到達目標 

障害者に対する歴史的背景の変遷を説明す

ることができる. 

青木 浩代 

２ 前期 

「障害者分類ＩＣＩＤＨ・ＩＣ

Ｆ」 

一般目標 

「ＩＣＩＤＨとＩＣＦの概念、分類の方法

を学ぶ」 

到達目標 

青木 浩代 
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国際機能分類（ＩＣＩＤＨ）と国

際生活機能分類（ＩＣＦ）の概念

と分類方法を理解する. 

障害をＩＣＩＤＨ・ＩＣＦの概念を理解す

ることができる. 

３ 前期 

「障害者分類ＩＣＩＤＨ・ＩＣ

Ｆ」 

一般目標 

国際機能分類（ＩＣＩＤＨ）と国

際生活機能分類（ＩＣＦ）の概念

と分類方法を理解する. 

「ＩＣＩＤＨとＩＣＦの概念、分類の方法

を学ぶ」 

到達目標 

障害をＩＣＩＤＨ・ＩＣＦを使って分類す

ることができる. 

青木 浩代 

４ 前期 

「医学的リハビリテーションに

おける倫理」 

一般目標 

医療機関に勤めるにあたっての

倫理規範を知るとともに、臨床上

考えるべき基本的な倫理を学習

する. 

「医療者としての倫理規範・医学研究にお

ける倫理規範・患者の権利に関する倫理規

範を覚える.臨床上必要な倫理的問題を知

り解決策を考える.」 

到達目標 

倫理規範を覚え,臨床上必要な倫理的問題

点の解決策を考えることができるようにな

る. 

青木 浩代 

５ 前期 

「インフォームドコンセント・

QOL」 

一般目標 

 

「インフォームドコンセントの必要性と重

要性を理解し、QOL の考え方を学ぶ」 

到達目標 

インフォームドコンセント、QOL が理解で

きる. 

青木 浩代 

６ 前期 

「安全の確保」 

一般目標 

医療上の安全管理方法を学ぶ. 

「リスク管理方法・転倒・拘束・二次合併

症・感染予防対策・患者対応・自殺といっ

たリハビリテーションを遂行するにあたっ

て起こりうるリスクを知り予防策を学ぶ.」 

到達目標 

様々なリスクの予防と起こった時に対応で

きるようになる. 

青木 浩代 

７ 前期 

「ＥＢＭ」 

一般目標 

EBM とは何かを学ぶ. 

「エビデンスに基づく理学療法を学ぶ」 

到達目標 

ＥＢＭのステップやエビデンスレベルにつ

いて説明できる. 

青木 浩代 
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８ 前期 

「社会保障・地域リハビリテーシ

ョン」 

一般目標 

社会保障制度内容を知る. 

社会保障制度の種類を列挙でき

る. 

「社会保障の制度内容を知ることでリハビ

リテーションを利用する患者・患者家族の

社会生活の支援ができるよう学習する」 

到達目標 

社会保障制度を最大限に利用できるよう知

識を身につける. 

青木 浩代 

９ 前期 

「評価総論」 

一般目標 

診断と評価の原則を知る. 

「評価が備えるべき条件を知り,リハビリ

テーションを行うためには患者に関わるど

んな情報が必要なのかを理解する.又,プロ

グラムの立案方法についても学ぶ」 

到達目標 

評価が備えるべき条件やリハビリテーショ

ンを行うために必要な評価の考え方を理解

する. 

プログラムの立案方法について説明ができ

る. 

青木 浩代 

10 前期 

「心身機能評価」 

一般目標 

問診や身体機能評価の代表的な

心身機能を評価する方法を知る. 

「心身機能評価の代表的なものを取り上げ

て評価項目ごとの評価の目的を説明する」 

到達目標 

評価項目ごとで評価できる内容の違いと代

表的な評価の名称を覚え各疾患に必要な評

価を選択できるようになる. 

青木 浩代 

11 前期 

「ＡＤＬ評価」 

一般目標 

ＡＤＬの意義、ＡＤＬ評価法の種

類を知る. 

「ＡＤＬの意義を理解し,評価法の種類・内

容を理解する」 

到達目標 

ＡＤＬの簡単な評価ができるようになる. 

青木 浩代 

12 前期 

「変性疾患（総論）」 

一般目標 

シナプス伝達の復習. 

「シナプス伝達を復習し,変性疾患のメカ

ニズムの理解を深める」 

到達目標 

シナプス伝達が説明できる. 

青木 浩代 

13 前期 

「変性疾患（各論）」 

一般目標 

代表的な変性疾患の障害像を覚

える. 

「パーキンソン病・脊髄小脳変性症・ＡＬ

Ｓ・進行性筋ジストロフィーの病態を生理

学的視点をふまえて理解する」 

到達目標 

代表的な変性疾患についての障害像を生理

学的視点をふまえて説明できる. 

青木 浩代 
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14 前期 

「脳血管障害（総論）」 

一般目標 

脳の機能解剖の復習. 

「脳の機能解剖を復習し,脳血管障害のメ

カニズムの理解を深める」 

到達目標 

脳の機能解剖が理解できる. 

青木 浩代 

15 前期 

「まとめ」 

一般目標 

これまでの講義のまとめ. 

「授業を通して理学療法士の役割を復習す

る」 

到達目標 

リハビリテーション・理学療法士という仕

事を理解することができた. 

青木 浩代 

成績評価方法 科目試験と小テストを合算し 100％で評価する。 

準備学習など 次回の授業の予習と授業後の復習 

 

 

 

 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科・１年次 開講期間  通年 

科目名 総合医療学 

担当者 
兼山美千代、田中敏彦、西脇克浩、百々加奈子、大内田潤子、諸橋麻衣子、鈴木雄太、 

檜垣道隆、岸田紀子、浅井恵美子、木村友飛 

単位数（時間数） ２単位（３０時間）             履修方法 講義・演習 

教科書・参考書 配布資料 

 

授業概要 

看護分野 

看護師とはどのような仕事をする専門職であるのかを学ぶ。また、看護職といわれる資格の種類と役割と責任を知

る。多職種チームのメンバーを知り、事例を通して、多職種連携の必要性とその在り方を考える。その上で、職種

の相互理解する意義を知る。なお、講義は臨床経験・教育経験のある看護師が担当する。 

作業療法分野 

 リハビリテーション専門職として、理学療法と表裏一体としてとらえられている「作業療法」について理解する。 

同じリハビリテーション専門職として、目的や効果・職域の違いを知ることで、チーム医療に役立つ知識を習得す

る。なお、講義は臨床経験・教育経験のある作業療法士が担当する。 

言語聴覚分野 

 言語聴覚士の仕事について、主要業務を中心に解説する。言語聴覚士に対する職域への理解を深める。なお、講義は

臨床経験・教育経験のある言語聴覚士が担当する。 
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社会福祉分野 

高齢者特性、理学療法士に求められる役割、他職種との連携について知り、理学療法士が高齢者福祉を学ぶ意義に

ついて理解する。・障害福祉分野の支援を必要とする人びとについて、障害の捉え方や置かれている状況、また障

害特性について理解する。障害福祉に関する制度、機関、専門職の役割について理解する。障害福祉の実践例をも

とに、障害福祉分野での支援のあり方および他職種連携について自分なりの意見を持つことができる。精神保健福

祉分野の支援を必要とする人びとについて、疾患や障害特性からくる生活課題やその背景について理解する。精神

保健福祉に関する制度、機関、専門職の役割について理解する。精神科医療や福祉現場の実践例をもとに、精神保

健福祉分野での支援のあり方について自分なりの意見を持つことができる。なお、講義は臨床経験および教育経験

のある社会福祉士・精神保健福祉士が担当する。 

臨床工学分野 

臨床工学技士の仕事について解説を行う。病院内における臨床工学技士と理学療法士との関り、連携について知

る。また実際の機器にも触れ、医療機器への理解を深める。なお、講義は臨床経験・教育経験のある臨床工学技士

が担当する。 

柔道整復分野 

 柔道整復師の仕事について解説を行う。整形外科での柔道整復師としての働き方や理学療法士との関わり方につい

て知る。なお、講義は臨床経験・教育経験のある柔道整復師が担当する。 

授業の目的（意義） 

本講義は多職種連携教育に必要な、各医療、福祉職の職域への理解を深めることを目的とする．各分野の講義は臨

床経験・教育経験のある者が担当する． 

関連する学科の DP 

４．自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる 

５．臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている 

６．自律心を有している       

①自己研鑽を継続できる  

②自主的に行動が起こせる 

③自信をもって業務に臨める   ④自己マネジメントすることで課題を明確にできる 

      

回 

（コマ） 

「授業項目」（単元名） 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 

「看護師の理解」 

①看護の定義を理解する 

②看護業務を理解する 

③看護過程を理解する 

「看護師と理学療法士のかかわりを理解する」 

１）看護師の法的位置づけを理解する 

２）看護師の人数、主な勤務先を理解する 

３）看護倫理を理解する 

４）フィジカルアセスメントのポイントを理解する。系

統別アセスンﾄを知る。 

５）看護学理論を知る。 

６）日常生活援助の内容を理解する 

7）スタンダードプリコーションを理解する 

兼山美千代 
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2 

「作業療法を知る」 

・リハビリテーション職種として

の作業療法（士）の目的・業務を理

解する。 

「オキュペーションの理解」 

・「occupational therapy」の語源から作業療法の目的

を説明できる。 

田中敏彦 

3 

「作業療法の職域」 

・理学療法との大きな違いとして

の「精神科分野」の作業療法を理解

する。 

「精神科作業療法のプログラム」 

・精神科作業療法の目的・効果を説明でき、さらに自分

ならどのように対応するか、を考えることができる。 

田中敏彦 

4・5 

「基礎作業の体験」 

・作業療法の技法のひとつである

「基礎作業（創作活動）」を実際に

行い、体験する。 

（デコパージュ作成） 

「作業の持つ意味の理解」 

・作業の体験を通して、 

①「作業」とはどのようなことを指すのか。 

②なぜ人には作業が必要なのか。 

を理解し、説明することができる。 

田中敏彦 

6 

「コミュニケーション障害」 

言語聴覚士が対応するコミュニケ

ーション障害について理解する 

「コミュニケーション障害」 

言語聴覚士が対応するコミュニケーション障害につい

て、その障害や訓練についいて簡単に説明することがで

きる 

百々加奈子 

7 

「コミュニケーション障害・嚥下障

害」 

言語聴覚士が対応するコミュニケ

ーション障害・嚥下障害について理

解する 

「コミュニケーション障害・嚥下障害」 

言語聴覚士が対応するコミュニケーション障害・嚥下障

害について、その障害や訓練についいて簡単に説明する

ことができる 

西脇克浩  

8 

「言語発達障害」 

言語聴覚士が対応する言語発達障

害について理解する 

「言語発達障害」 

言語聴覚士が対応する言語発達障害について、その障害

や訓練方法について簡単に説明ができる 

大内田潤子  

9 

「聴覚障害」 

言語聴覚士が対応する聴覚障害に

ついて理解する 

「聴覚障害」 

言語聴覚士が対応する聴覚障害について、その障害や訓

練について簡単に説明できる 

諸橋麻衣子 

10 

「社会福祉士を知る」 

高齢者特性及び高齢者福祉領域に

おける理学療法士の役割を理解す

る。 

「社会福祉士の業務を理解する」 

介護が必要になる主な原因について理解する。 

社会福祉士との連携を中心に、高齢者福祉領域における

理学療法士の役割を理解する。 

理学療法士が高齢者福祉を学ぶ意義について考察する。 

鈴木雄太 

11 

「障害者福祉の理解」 

障害福祉分野の現状と課題につい

て理解する 

「障害者福祉の考えを理解する」 

障害の捉え方(ICF)、障害特性について理解する。 

障害福祉分野における他職種連携について理解する。 

理学療法士として障害福祉分野を学ぶ意義について 

檜垣道隆 
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⇒上記 3 項目について、理解したことを記述することが

できる。(SBOs) 

12 

「精神保健福祉の理解」 

精神保健福祉分野の現状と課題に

ついて理解する 

「精神保健福祉士の業務を理解する」 

主な精神疾患について理解し、疾患と障害による当事者

の生きづらさと必要な支援について理解する。 

人に寄り添う専門職の役割と他職種連携の意義につい

て理解する。 

理学療法士として精神保健福祉を学ぶ意義について考

察する 

岸田紀子 

13 
「臨床工学技士の理解」 

臨床工学技士の仕事を理解する。 

「臨床工学技士の業務を理解する」 

臨床工学技士の業務内容について理解する。 

浅井恵美子 

14 

「臨床工学技士の理解」 

実際の機器を用いた体験を通して、

医療機器への理解を深める。 

「医療機器の理解」 

実際の医療機器を用いて注意点などを説明できる。 

浅井恵美子 

15 

「柔道整復師の理解」 

柔道整復師の仕事を理解する。 

「柔道整復師の業務を理解する」 

柔道整復師の業務内容について理解する。 

整形外科にて柔道整復師がどのように働いているか、他

職種との関わり方について知る。 

木村友飛 

成績評価方法 
レポート提出 A４ １枚 1200 字程度 

各分野 20％ × 5 =100％で評価 60％を合格とする 

準備学習/事後学習 各分野の基礎知識を事前に確認しておく 

関連科目 総合医療学 ⇒ 臨床実習Ⅰ ⇒ 多職種連携論 ⇒ 臨床実習Ⅱ 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 
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学科・年次 理学療法科・１年次 開講期間 前期 

科目名 理学療法概論 

担当者 辻智之、小出悠介、櫻井泰弘、宇治太孝、奥地伸城 

単位数（時間数） 2 単位（３０時間）               履修方法 講義 

教科書・参考書  

 

授業概要 

理学療法士とは何か、職業倫理、SOAP、医療・介護保険、世界の理学療法、ノーマライゼーション・IL 運動・バリ

アフリー・ユニバーサルデザイン、標準予防策、インフォームドコンセント、ICF、ADL、QOL 

授業の目的（意義） 

理学療法を学ぶ上で基礎となる用語や考え方や、人と接する仕事としての接遇を学び、より広く理学療法士とその

仕事、現況と将来の展望を理解し、臨床実習や国家試験についての造詣を深めることを目的とする． 

なお、理学療法士として、病院等で臨床経験のある者が、その経験を活かし講義を行う。 

関連する学科の DP 

１． 理学療法士として必要な基礎知識を修得している 

２． 医学知識を修得し、論理的思考に基づいた理学療法（評価・治療）が実践できる 

３． 現場で適切な対人関係を築き、患者さんや利用者さんなど他者の身体に触れる専門職としての倫理観を有してい

る 

４． 自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる 

５． 臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている 

６． 自律心を有している       

①自己研鑽を継続できる 

②自主的に行動が起こせる 

③自信をもって業務に臨める   ④自己マネジメントすることで課題を明確にできる 

      

回 

（コマ） 

「授業項目」（単元名） 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 

「理学療法士の仕事とは」 

理学療法士について理解する 

理学療法士の業務を理解する 

「理学療法士とリハビリテーション」 

左記について理解し、理学療法士が社会全体にお

いてどのように関わりがあるのかを説明できる 

辻智之 

2 

「医療安全」 

医療安全について理解する 

インシデント・アクシデントについて理解

する． 

「医療安全の理解と危険予知」 

医療を提供する職種においてリスクを低減するこ

とが必要であることを理解する． 

危険予知トレーニングを体験し，その重要性を説

明できる． 

小出悠介 

3 

「チーム医療とは」 

チーム医療について理解する 

多職種の役割を理解する 

「チーム医療における理学療法士の役割」 櫻井泰弘 
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左記について理解し、理学療法士はどのように多

職種と連携しリハビリテーションを実施するのか

説明できる 

4 

「地域と理学療法士の役割」 

理学療法士と地域との関わりを理解する。 

理学療法士の職域について理解する。 

「地域理学療法の役割」 

地域へ進出する理学療法士の役割や活動を理解

し、多岐にわたる職域について説明できる。 

宇治太孝 

5 

「理学療法士とは？」 

理学療法士及び作業療法士法の定義・欠格

事由・秘密を守る義務、それぞれを理解する 

「理学療法士及び作業療法士法①」 

左記の国家試験問題が解ける 

奥地伸城 

6 

「理学療法士とは？」 

理学療法士及び作業療法士法の免許・試験・

罰則、それぞれを理解する 

「理学療法士法及び作業療法士法②」 

左記について理解し、理学療法士とはどんな仕事

をするのか概要を説明できる 

奥地伸城 

7 

「職業倫理」 

倫理（社会生活で人の守るべき道理。規範、

モラル）を理解する 

「職業倫理」 

学生が自分の将来の理学療法士像を考えることが

できる 

奥地伸城 

8 

「理学療法の流れ」 

理学療法の目的を理解する 

治療方法を理解する 

カルテの書き方（SOAP）を理解する 

「理学療法士の業務内容」 

理学療法の治療・練習方法について説明できる 

SOAP に関する国家試験問題が解ける 

奥地伸城 

9 

「保健制度」 

医療保険・介護保険制度について理解する 

診療報酬制度について理解する 

「医療保険・介護保険」 

医療保険制度の概略を理解する 

リハビリテーション診療報酬の概略を理解する 

介護保険制度の概略を理解する 

奥地伸城 

10 

「世界の理学療法」 

各国の理学療法制度の違いについて理解す

る 

「日本と世界の理学療法の違い」 

日本と各国の理学療法教育、direct access、 

開業権の違いを理解する 

奥地伸城 

11 

「理学療法に必要な考え方」 

医療福祉分野に必要な考え方について理解

する 

「用語の理解」 

バリアフリー、ユニバーサルデザイン、IL 運 

動、ノーマライゼーションそれぞれの用語の意 

味を理解し、説明できる 

上記に関する国家試験問題が解ける 

奥地伸城 

12 

「感染予防」 

感染予防対策について理解する 

「感染経路予防策と標準予防策」 

PPE、standard precautions の方法について 

それぞれ理解する 

上記に関する国家試験問題が解ける 

奥地伸城 

13 

「接遇・面接」 

身だしなみ、話し方など患者・利用者との接

し方について理解する 

「接遇・医療面接・インフォームドコンセント」 

医療面接のポイントを理解する 

インフォームドコンセントを理解する 

奥地伸城 
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上記に関する国家試験問題が解ける 

14 

「理学療法に必要な考え方②」 

医療福祉分野に必要な考え方について理解

する 

「ICIDH、ICF」 

ICIDH、ICF それぞれについて理解し、分類 

わけができる 

奥地伸城 

15 

「理学療法に必要な考え方③、まとめ」 

医療福祉分野に必要な考え方について理解

する 

本講義をまとめ、理学療法士について説明

できる 

「ADL、QOL、まとめ」 

狭義、広義の ADL の違いと QOL の意義につい 

て理解する 

本講義を通して、自分自身の理学療法士像を考 

えることができる 

奥地伸城 

成績評価方法 科目試験（筆記） 

準備学習/事後学習 教科書／サブノート 

関連科目 解剖学Ⅱ、運動学演習Ⅰ 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科 １学年 

科目名 理学療法評価学 

担当者 辻 智之 

単位数（時間数） 4 単位 (60 時間) 

学習方法 教科書を使っての講義・実技 

教科書・参考書 理学療法評価法 (SHINRYOBUNKO) 

 

授業概要 

・理学療法士に必要な評価・検査法を学び、臨床に向けて理解を深める。 

・障害というものをしっかりと把握し、身体機能評価だけでなく、社会的な面からもその障害がどのように生活面と

関わっていくのかを理解する。 

・なお、理学療法士として、病院等で臨床経験のある者が、その経験を活かし講義を行う. 
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授業の目的（意義） 

・理学療法は評価なくして治療なし、といわれるほど評価が介入の土台となる。人体機能を体系的に分析する視点を

身に着け、手順・基準・注意点を理解し再現性のある形でできるようにする。理学療法士として患者を理解し、適切な

治療につなげるための基礎となる思考・知識・技能を習得することが目的となる。 

関連する学科の DP 

①医学知識を修得、論理的思考に基づいた理学療法（評価・治療）が実践できる。 

②現場で適切な対人関係を築き、患者さんや利用者さんなど他者の身体に触れる専門職としての倫理観を有している。 

③自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる。 

④臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている。 

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

１ 後期 

「総論」 

①評価の位置づけ・構成要素を理

解する。 

②障害の概念と構造を理解する。 

「評価の位置づけ・構成要素を述べること

ができる」 

①理学療法プロセスを説明できる。 

②評価の目的を説明できる。 

③評価の時期を説明できる。 

辻 智之 

２ 後期 

「評価の進め方」 

①評価の進め方を理解する。 

「統合と解釈の方法について説明できる」 

「検証の必要性と方法を述べることができ

る」 

①情報収集・記録を行うことができる。 

②統合と解釈・再評価を説明できる。 

③理学療法診療記録を記録することができ

る。 

辻 智之 

３ 後期 

「日常生活活動評価①」 

①ADL 評価の目的と項目を理解

する。 

②ADL 評価尺度を理解する。 

「ADL 評価の目的を述べることができる」 

「ADL 評価の項目を述べることができる」 

①ADL 評価の範囲を説明できる。 

②できる ADL を説明できる。 

③している ADL を説明できる。 

辻 智之 

４ 後期 

「日常生活活動評価②」 

①ADL 評価の特徴を理解する。 

②ADL 評価を実践する。 

「代表的な ADL 評価の特徴を述べること

ができる」 

「実際に ADL 評価を行うことができる」 

①Barthel index を行うことができる。 

②機能的自立度評価表を行うことができ

る。 

③障害高齢者の日常生活自立度評価を行う

ことができる。 

辻 智之 
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④認知症高齢者の日常生活自立度判定基準

を行うことができる。 

５ 後期 

「形態測定①」 

①形態測定を実践する。 

②長育を理解する。 

③量育を理解する。 

④周育を理解する。 

「測定をする上で、必要な測定点を触診す

ることができる」 

「測定方法を把握し、実施することができ

る」 

①身長・指極・座高・四肢長を測定するこ

とができる。 

②体重・皮下脂肪厚を測定できる。 

③上腕周径・前腕周径・大腿周径・下腿周

径を測定できる。 

辻 智之 

６ 後期 

「形態測定②」 

①形態測定の臨床的意義を理解

し、実践を積む。 

②BMI の測定ができる。 

③カウプ指数を説明できる。 

④ローレル指数を説明できる。 

「健常人に対し信頼性・再現性のある測定

が実施できる」 

「測定結果が示す臨床的意義を説明でき

る」 

①肥満度と身長・体重の関係を説明できる。 

②小児・児童の肥満度を理解できる。 

辻 智之 

７ 後期 

「関節可動域測定①」 

関節可動域測定の基礎を理解す

る。 

①他動運動・自動運動を説明でき

る。 

②矢状面・前額面・水平面での運

動を理解できる。 

③各種測定方法の選択ができる。 

「基本軸と移動軸、および参考可動域角度

を述べることができる」 

「健常人の関節可動域を測定することがで

きる」 

①関節運動に障害があるかを説明できる。 

②日常活動への影響を推測することができ

る。 

③対象者の訴えや最終域感を理解すること

ができる。 

④理学療法プログラムが適切であるか考察

することができる。 

⑤予後を予測することができる。 

辻 智之 

８ 後期 

「関節可動域測定②」 

関節可動域測定の制限因子を理

解する。 

①関節構築学的因子を考察でき

る。 

②軟部組織性因子を考察するこ

とができる。 

③疼痛性因子を考察することが

できる。 

「適切な記録、および学術的資料として活

用することができる」 

「関節の機能状態を客観的に把握し、その

制限因子を考察できる」 

①測定肢位を理解し、実施することができ

る。 

②多関節筋の影響を考慮することができ

る。 

③角度計の操作を行うことができる。 

辻 智之 
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④測定記録を残すことができる。 

９ 後期 

「筋力検査①」 

筋力検査の基礎を理解する。 

①筋力について説明することが

できる。 

②筋持久力について説明するこ

とができる。 

③筋パワーについて説明するこ

とができる。 

「筋力・筋持久力・筋パワーの違いを説明

できる」 

「筋力検査、特に徒手筋力検査の目的を列

挙できる」 

①筋力低下を説明することができる。 

②筋力測定の基本原理を説明することがで

きる。 

 

辻 智之 

10 後期 

「筋力検査②」 

筋力検査を実践する。 

①徒手筋力測定について説明で

きる。 

②器械器具を用いた検査を説明

できる。 

③ハンドヘルドダイナモメータ

ーについて説明できる。 

「粗大筋力検査・徒手筋力検査・筋持久力

検査を実施できる」 

「筋力と活動との関係を考察できる」 

①エルゴメーターを用いた評価を実施でき

る。 

②トレッドミルを用いた評価を実施でき

る。 

③筋力低下による諸徴候を説明することが

できる。 

辻 智之 

11 後期 

「感覚検査」 

感覚検査の基礎を理解する。 

①感覚の種類を説明できる。 

②感覚の伝導路を説明できる。 

③検査器具を選択できる。 

④検査法を説明できる。 

「感覚検査の意義・目的が説明できる」 

「感覚検査の留意点が説明できる」 

「感覚の種類に応じた検査法が行える」 

「感覚検査の結果を記録できる」 

①検査前・中の留意点に注意することがで

きる。 

②表在感覚の検査を実施できる。 

③深部感覚の検査を実施できる。 

④複合感覚の検査を実施できる。 

辻 智之 

12 後期 

「反射・反応検査①」 

反射・反応検査の基礎を理解す

る。 

①深部反射を説明できる。 

②表在反射を説明できる。 

③病的反射を説明できる。 

「反射・反応の生理学的機序を述べること

ができる」 

①反射弓を説明できる。 

②反射と反応の違いを説明できる。 

③反射の生理学的機序を説明できる。 

④増強法を実施することができる。 

辻 智之 

13 後期 

「反射・反応検査②」 

反射・反応検査を実践する。 

①姿勢反射を説明できる。 

②姿勢反応を説明できる。 

「反射・反応検査を具体的に実施すること

ができる」 

「反射・反応検査の結果を解釈することが

できる」 

①静的姿勢反射・反応を説明できる。 

辻 智之 
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②動的姿勢反射・反応を説明できる。 

③検査方法および実施上の注意事項を説明

できる。 

14 後期 

「筋緊張検査①」 

筋緊張検査の基礎を理解する。 

①亢進について理解する。 

②動揺について理解する。 

③低下について理解する。 

「筋緊張の概念について説明できる」 

①痙縮について説明できる。 

②固縮について説明できる。 

③錐体路障害について説明できる。 

④錐体外路障害について説明できる。 

辻 智之 

15 後期 

「筋緊張検査②」 

筋緊張検査を実践する。 

①筋緊張検査の必要性を説明す

ることができる。 

②プレーシングを説明できる。 

③アシュワーススケールを説明

できる。 

「筋緊張の異常について説明できる」 

「筋緊張の検査を実施できる」 

①視診・触診を実施することができる。 

②軽度亢進・中等度亢進・重度亢進を分類

することができる。 

③項部筋緊張の検査を実施することができ

る。 

辻 智之 

16 後期 

「協調性検査①」 

協調性検査の基礎を理解する。 

①協調運動を説明することがで

きる。 

②協調運動障害を説明すること

ができる。 

③運動失調の分類をすることが

できる。 

「協調運動についてその概略を説明でき

る」 

「運動失調の定義を述べ、その分類ができ

る」 

①神経生理学的に説明できる。 

②症候別での分類を説明できる。 

③病巣別での分類を説明できる。 

辻 智之 

17 後期 

「協調性検査②」 

協調性検査を実践する。 

①運動失調検査を説明できる。 

「協調性検査を実施することができる」 

「協調性障害が運動遂行にどのように影響

しているか考察できる」 

①静止時運動失調に関する検査を実施でき

る。 

②移動時運動失調に関する検査を実施でき

る。 

③運動時運動失調にかんする検査を実施で

きる。 

辻 智之 

18 後期 

「運動発達検査①」 

運動発達検査の基礎を理解する。 

①正常運動発達について理解す

ることができる。 

②運動発達検査の目的を説明で

きる。 

「運動発達検査の目的について理解する」 

「種々の運動発達検査について理解する」 

①運動発達障害を説明できる。 

②運動発達検査の進め方を説明できる。 

③検査における注意事項を説明できる。 

辻 智之 
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19 後期 

「運動発達検査②」 

①運動発達検査を実践する。 

②運動発達検査の種類を列挙で

きる。 

「運動発達検査を実施する際の注意事項に

ついて理解する」 

①ゲゼルの発達診断を説明できる。 

②デンバー式を説明できる。 

③GMFCS を説明できる。 

④GMFM を説明できる。 

辻 智之 

20 後期 

「高次脳機能・精神・知能検査①」 

①高次脳機能検査の基礎を理解

する。 

②高次脳機能障害を理解する。 

③高次脳機能障害を分類できる。 

④高次脳機能障害の行動観察を

行うことができる。 

「高次脳機能の概略を述べることができ

る」 

①失認について説明できる。 

②失行について説明できる。 

③失語について説明できる。 

④評価の注意点について述べることができ

る。 

辻 智之 

21 後期 

「高次脳機能・精神・知能検査②」 

①高次脳機能検査の評価を理解

する。 

②精神機能の概略を理解する。 

 

「失認・失行・失語、基盤的認知機能(覚醒

状態・注意・記憶)、知的機能の評価法につ

いて述べることができる」 

「関連する精神機能の概略を述べることが

できる」 

①観念失行・観念運動失行の違いを説明で

きる。 

②半側空間失認を説明できる。 

③失語の分類を説明できる。 

④意識障害の重症度基準を説明できる。 

辻 智之 

22 後期 

「意識障害」 

意識障害の基礎と評価実践をす

る。 

①意識について理解する。 

②覚醒について理解する。 

「意識障害の程度を分類できる」 

「意識障害の検査ができる」 

①昏睡について説明できる。 

②半昏睡について説明できる。 

③混迷について説明できる。 

④傾眠について説明できる。 

辻 智之 

23 後期 

「片麻痺機能検査①」 

片麻痺の運動障害について理解

する。 

①片麻痺の運動障害を理解する。 

②運動統合レベルを理解する。 

「片麻痺の運動障害の特徴を述べることが

できる」 

①基本的共同運動パターンを説明できる。 

②連合反応を説明できる。 

③共同運動を説明できる。 

辻 智之 

24 後期 

「片麻痺機能検査②」 

片麻痺の運動機能に対する評価

を理解する。 

「片麻痺の運動機能に対する評価について

述べることができる」 

①上肢テストを実施することができる。 

辻 智之 
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①上肢ブルンストロームステー

ジを理解する。 

②回復段階を理解する。 

②上肢他動運動感覚テストを実施すること

ができる。 

③上肢速度テストを実施することができ

る。 

25 後期 

「片麻痺機能検査③」 

片麻痺機能検査を実践する。 

①手指ブルンストロームステー

ジを理解する。 

「片麻痺機能検査を実施することができ

る」 

①手指テストを実施することができる。 

②手指他動運動感覚テストを実施すること

ができる。 

③指先の認知テストを実施することができ

る。 

辻 智之 

26 後期 

「整形外科的検査①」 

整形外科的検査の臨床的意義を

理解する。 

①頸部の整形外科的検査を理解

する。 

②肩関節周辺の整形外科的検査

を理解する。 

「整形外科的検査の臨床的意義を述べるこ

とができる」 

①スパーリングテストを実施できる。 

②ジャクソンテストを実施できる。 

③アドソンテストを実施できる。 

④ライトテストを実施できる。 

⑤肩関節不安定テストを実施できる。 

辻 智之 

27 後期 

「整形外科的検査②」 

整形外科的検査の目的を理解し、

陽性徴候について理解を深める。 

①上肢の整形外科的検査を理解

する。 

②手指の整形外科的検査を理解

する。 

「整形外科的検査の理学療法上での意義・

目的について述べることができる」 

「整形外科的検査の陽性徴候を述べること

ができる」 

①フィンケルスタインテストを実施でき

る。 

②ファーレンテストを実施できる。 

③フローマンテストを実施できる。 

④ティネルテストを実施できる。 

辻 智之 

28 後期 

「整形外科的検査③」 

整形外科的検査を実践する。 

①下肢の整形外科的検査を理解

する。 

「整形外科的検査を実施できる」 

①パトリックテストを実施できる。 

②トーマステストを実施できる。 

③エリーテストを実施できる。 

④オーベルテストを実施できる。 

辻 智之 

29 後期 

「整形外科的検査④」 

整形外科的検査を実践する。 

①膝関節の整形外科的検査を理

解する。 

②足関節の整形外科的検査を理

解する。 

「整形外科的検査を実施できる」 

①マックマレーテストを実施できる。 

②アプレイテストを実施できる。 

③ラックマンテストを実施できる。 

④膝蓋跳動テストを実施できる。 

⑤トンプソンテストを実施できる。 

辻 智之 
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30 後期 

「痛み①」 

痛みの検査の基礎を理解する。 

①痛みの検査を実践する。 

②痛みの種類を分類を理解する。 

「痛みの原因について考察できる」 

①手順に従って痛みの検査が実施できる。 

②痛みを分類し、その説明ができる。 

③痛みの検査の一般的手順を述べることが

できる。 

④ＶＡＳを実施することができる。 

辻 智之 

成績評価方法 ・科目試験(100 点) 

準備学習など ・次回の授業に対する予習 

・授業後の復習 

留意事項 特になし 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科 １年 開講期間  前期   後期  通年 

科目名 理学療法評価演習Ⅰ 

担当者 主：宇治 太孝 サブ：杁山 哲平 

単位数（時間数） １単位（30 時間）               履修方法 講義・実技 

教科書・参考書 PT・OT のための評価測定 ROM 測定第 2 版 三輪書店 

 

授業概要 

関節可動域測定（以下，ROM 測定）は，ヒトの身体運動を明確に捉えるために実施する評価の中では最も基本的かつ

重要な項目である．理学療法士において，診断の補助，運動機能の判定，治療効果の判定，治療の一手段として必須と

なる．そのため本講義では，理学療法評価に対して，実務経験のある理学療法士が担当する。 

授業の目的（意義） 

ROM 制限は、ADL に多くの支障をきたす。対象者の状態、治療介入による(経時的)変化の把握が最大の目的となる。

また、障害が残存しても、ADL を自立・支援し、装具の必要性の判断材料ともなる。 ROM 制限は、食事・排便・整

容・更衣・入浴といった身の回り動作をはじめ、移乗や歩行障害にもつながるため、より再現性の高い技術で定期的に

評価を行うことがきわめて重要となる。当科目では ROM 測定の技術までを習得することを目的とする。 

関連する学科の DP 

①理学療法士として必要な基礎知識を修得している 

②医学知識を修得し、論理的思考に基づいた理学療法（評価・治療）が実践できる 

④自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる 

⑤臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている 

⑥自律心を有している       

１．自己研鑽を継続できる  
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２．自主的に行動が起こせる 

３．自信をもって業務に臨める   

４．自己マネジメントすることで課題を明確にできる 

⑧協調性を有している 

１．他者と協働できる 

２．他者を敬い、謙虚な態度で接することができる 

３．自己解決できない時、周囲に頼ることができる 

      

回 

（コマ） 

「授業項目」（単元名） 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 

「ROM 測定 総論」 

 一般目標 

①ROM 測定の意義について理解

する． 

②ROM 測定の目的について理解

する． 

③ROM 測定の方法について理解

する． 

「ROM 測定の意義，目的，方法」 

 到達目標 

①ROM 測定の意義，目的を説明できる． 

②ROM 制限因子について説明できる． 

③ROM の最終域（end feel）について説明でき

る． 

④基本軸，移動軸，参考可動域の意味を説明でき

る． 

⑤ゴニオメーターの使用方法を説明できる． 

⑥ROM の表記方法を説明できる． 

宇治 太孝 

2 

「上肢関節に対する ROM 測定法

（肩関節①）」 

一般目標 

肩関節の ROM 測定を正確に実施

する． 

「肩関節の ROM 測定」 

到達目標 

①肩関節の ROM 測定における基本軸，移動軸，

参考可動域を説明できる． 

②肩関節の ROM 測定において，必要なランドマ

ークの触診を正確にできる． 

③肩関節の ROM を実践し，end feel を理解し，

制限因子を特定できる． 

④測定における注意点を説明できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

3 

「上肢関節に対する ROM 測定法

（肩関節，肩甲帯）」 

一般目標 

肩関節，肩甲帯の ROM 測定を正確

に実施する． 

「肩関節，肩甲帯の ROM 測定」 

到達目標 

①肩関節，肩甲帯の ROM 測定における基本軸，

移動軸，参考可動域を説明できる． 

②肩関節，肩甲帯の ROM 測定において，必要な

ランドマークの触診を正確にできる． 

③肩関節，肩甲帯の ROM を実践し，end feel を

理解し，制限因子を特定できる． 

④測定における注意点を説明できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 
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4 

「上肢関節に対する ROM 測定法

（肘関節、前腕）」 

一般目標 

肘関節、前腕の ROM 測定を正確に

実施する． 

「肘関節、前腕の ROM 測定」 

到達目標 

①肘関節、前腕の ROM 測定における基本軸，移

動軸，参考可動域を説明できる． 

②肘関節、前腕の ROM 測定において，必要なラ

ンドマークの触診を正確にできる． 

③肘関節、前腕の ROM を実践し，end feel を理

解し，制限因子を特定できる． 

④測定における注意点を説明できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

5 

「上肢関節に対する ROM 測定法

（手関節）」 

一般目標 

手関節の ROM 測定を正確に実施

する． 

「手関節の ROM 測定」 

到達目標 

①手関節の ROM 測定における基本軸，移動軸，

参考可動域を説明できる． 

②手関節の ROM 測定において，必要なランドマ

ークの触診を正確にできる． 

③手関節の ROM を実践し，end feel を理解し，

制限因子を特定できる． 

④測定における注意点を説明できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

6 

「上肢関節に対する ROM 測定法

（手指）」 

一般目標 

股関節，膝関節の ROM 測定を正確

に実施する． 

「手指の ROM 測定」 

到達目標 

①手指の ROM 測定における基本軸，移動軸，参

考可動域を説明できる． 

②手指の ROM 測定において，必要なランドマー

クの触診を正確にできる． 

③手指の ROM を実践し，end feel を理解し，制

限因子を特定できる． 

④測定における注意点を説明できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

7 

「下肢関節に対する ROM 測定法

（股関節）」 

一般目標 

股関節の ROM 測定を正確に実施

する． 

「股関節の ROM 測定」 

到達目標 

①股関節の ROM 測定における基本軸，移動軸，

参考可動域を説明できる． 

②股関節の ROM 測定において，必要なランドマ

ークの触診を正確にできる． 

③股関節の ROM を実践し，end feel を理解し，

制限因子を特定できる． 

④測定における注意点を説明できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

8 
「股関節，膝関節に対する ROM 測

定法」 

「股関節，膝関節の ROM 測定」 

到達目標 

宇治 太孝 

杁山 哲平 
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 一般目標 

股関節の ROM 測定を正確に実施

する． 

①股関節，膝関節の ROM 測定における基本軸，

移動軸，参考可動域を説明できる． 

②股関節，膝関節の ROM 測定において，必要な

ランドマークの触診を正確にできる． 

③股関節，膝関節の ROM を実践し，end feel を

理解し，制限因子を特定できる． 

④測定における注意点を説明できる． 

9 

「足関節，足部，足趾に対するROM

測定法」 

 一般目標 

足関節，足部，足趾の ROM 測定を

正確に実施する． 

「足関節，足部，足趾の ROM 測定」 

到達目標 

①足関節，足部，足趾の ROM 測定における基本

軸，移動軸，参考可動域を説明できる． 

②足関節，足部，足趾の ROM 測定において，必

要なランドマークの触診を正確にできる． 

③足関節，足部，足趾の ROM を実践し，end feel

を理解し，制限因子を特定できる． 

④測定における注意点を説明できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

10 

「頸部に対する ROM 測定法」 

 一般目標 

頸部の ROM 測定を正確に実施す

る． 

「頸部の ROM 測定」 

到達目標 

①頸部の ROM 測定における基本軸，移動軸，参

考可動域を説明できる． 

②頸部の ROM 測定において，必要なランドマー

クの触診を正確にできる． 

③頸部の ROM を実践し，end feel を理解し，制

限因子を特定できる． 

④測定における注意点を説明できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

11 

「体幹に対する ROM 測定法」 

 一般目標 

体幹の ROM 測定を正確に実施す

る． 

「体幹の ROM 測定」 

到達目標 

①体幹の ROM 測定における基本軸，移動軸，参

考可動域を説明できる． 

②体幹の ROM 測定において，必要なランドマー

クの触診を正確にできる． 

③体幹の ROM を実践し，end feel を理解し，制

限因子を特定できる． 

④測定における注意点を説明できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

12 

「ROM 測定 応用演習①」 

一般目標 

上肢の可動域制限に対する ROM

測定を正確に実施する． 

「上肢の可動域制限に対する ROM 測定」 

到達目標 

関節可動域制限がある場合の ROM 測定を実施

できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 
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13 

「ROM 測定 応用演習②」 

一般目標 

下肢の可動域制限に対する ROM

測定を正確に実施する． 

「下肢の可動域制限に対する ROM 測定」 

到達目標 

関節可動域制限がある場合の ROM 測定を実施

できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

14 

「ROM 測定 総合演習①」 

 一般目標 

 上肢，下肢，頸部，体幹に対する

ROM 測定を正確に実施し，疑問点

を解消する． 

「上肢，下肢，頸部，体幹に対する ROM 測定 ま

とめ」 

 到達目標 

①ROM 測定における基本軸，移動軸，参考可動

域を説明できる． 

②ROM 測定において，必要なランドマークの触

診を正確にできる． 

③測定における注意点を説明，実践できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

15 

「ROM 測定 総合演習②」 

 一般目標 

 上肢，下肢，頸部，体幹に対する

ROM 測定を正確に実施し，疑問点

を解消する． 

「上肢，下肢，頸部，体幹に対する ROM 測定 ま

とめ」 

 到達目標 

①ROM 測定における基本軸，移動軸，参考可動

域を説明できる． 

②ROM 測定において，必要なランドマークの触

診を正確にできる． 

③測定における注意点を説明，実践できる． 

宇治 太孝 

杁山 哲平 

成績評価方法 
実技試験（60%）筆記試験（40%） 

準備学習/事後学習 本講義は実技が中心であるため，T シャツ，タンクトップ，短パンなど動きやすい服装で受講

すること．さらに医療従事者として，ふさわしい容姿（髪型，髪色，爪など）で受講すること． 

関連科目 運動学演習Ⅰ 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 

最初は専門用語も多く，検査者の立ち位置や器具の使い方に苦戦すると思いますが，2 人の担当

教員がサポートしますので、わからないことは積極的に聞いてください。 

また，初めての実技科目となりますので，科目内での実技に加え，自己学習で治療室・機能訓練

室の活用も可能ですので，ご相談ください。一緒に頑張りましょう‼ 
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学科・年次 理学療法科・１年次 開講期間  後期 

科目名 物理療法学 

担当者 奥地伸城 

単位数（時間数） ２単位（30 時間）          履修方法 講義、演習 

教科書・参考書 鳥野大 他編 物理療法学 医歯薬出版 

 

授業概要 

総論、温熱療法、寒冷療法、電磁波療法、電気刺激療法、超音波療法、光線療法、牽引療法、水治療法、その他 

授業の目的（意義） 

物理療法は、運動療法とともに理学療法の両輪であり、重要な治療手段である。物理療法は様々な生体反応に好影響

をもたらし、運動療法と併用・同時施行することで治療効果を相乗的に高められる。物理療法には様々な手段があり、

それぞれに適応と禁忌が存在するため、物理療法を臨床で経験のある理学療法士が担当し、学生が理解を深める一助

とする。 

関連する学科の DP 

１． 理学療法士として必要な基礎知識を修得している 

２． 医学知識を修得し、論理的思考に基づいた理学療法（評価・治療）が実践できる 

４． 自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる 

５． 臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている 

６． 自律心を有している       

①自己研鑽を継続できる 

②自主的に行動が起こせる 

③自信をもって業務に臨める    

④自己マネジメントすることで課題を明確にできる 

      

回 

（コマ） 

「授業項目」（単元名） 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 

「物理療法学総論」 

 一般目標 

１．物理療法の定義と今後の課題について

理解する 

２．物理療法の分類を理解する 

「物理療法の概要を知る」 

 到達目標 

１．物理療法の果たす役割を説明できる 

２．物理療法の分類と全貌を把握することができ 

  る 

奥地伸城 

2 

「物理療法の臨床適応と評価」 

 一般目標 

１． 物理療法と評価の関係を理解する 

２． 疼痛評価の項目を挙げることができる 

３．筋緊張のメカニズムを理解する 

「物理療法の臨床適応と評価」 

 到達目標 

１．物理療法と評価の関係を説明できる 

２．疼痛評価の項目を挙げて説明できる 

３．筋緊張のメカニズムを説明できる 

奥地伸城 
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3 

「温熱療法総論・各論」 

１． 温熱療法の生理学的効果、分類を理解 

する 

２． ホットパック・パラフィン浴について

理解する 

「温熱療法の特徴を理解する」 

１．温熱療法の定義、治療原理、生理学的効果、

分類を説明することができる 

２．伝導熱治療と放射熱治療の位置づけを説明で

きる 

３．ホットパックの適応と禁忌を記述することが

できる 

４．パラフィン浴の適応と禁忌を記述することが

できる 

５．温熱療法の治療効果、適応、禁忌、実際を把握 

できる 

奥地伸城 

4 

「寒冷療法」 

１．寒冷療法の作用・効果について理解す

る 

  

「寒冷療法」 

１．RICE 処置について説明することができる 

２．寒冷療法の適応と禁忌について説明すること

ができる 

３．寒冷療法のメカニズムを説明できる 

奥地伸城 

5 

「電磁波療法」 

１．電磁波の特性、極超短波・超短波によ

る熱発生機序を理解する 

２．逆 2 乗の法則、ランバートの余弦の法則 

から、適用方法に関する留意点を理解 

する 

「極超短波療法、超短波療法」 

１．極超短波療法の治療原理・治療機器の特性、

治療方法を理解する 

２．超短波療法の治療原理・治療機器の特性・治

療方法を理解する 

３．極超短波療法・超短波療法の適応と注意事項・ 

禁忌について述べることができる 

奥地伸城 

6 

「超音波療法」 

１．超音波の特徴や発生原理・伝播特性・

治療器の性能・治療条件・実施方法な

どを理解する  

 

「超音波療法」 

１．超音波療法の有効照射面積、ビーム不均等率

について説明できる 

２．各症状に対する治療条件として周波数・強

度・照射時間率について説明できる  

３．超音波療法の作用・効果について説明するこ

とができる 

４．超音波療法の実施方法と注意事項・禁忌につい 

て説明できる 

奥地伸城 

7 

「電気刺激療法Ⅰ」 

１．電気刺激療法の定義を知る。 

２．電気刺激療法の種類について知る 

 

「電気刺激療法総論」 

１．電気刺激療法に必要な基礎知識について、そ

れぞれの用語とその意味について説明できる 

２．電気刺激療法の適応と禁忌を説明できる 

３．治療の目的に合わせて電気刺激療法を選択で 

きる 

奥地伸城 
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8 

「電気刺激療法Ⅱ」 

１．各電気刺激療法の特徴・目的について

理解する 

「電気刺激療法各論」 

１．TENS の効果と作用、適応と禁忌を説明でき

る 

２．NMES の効果と作用、適応と禁忌を説明でき

る 

３．IFCS の効果と作用、適応と禁忌を説明できる 

４．FES の効果と作用、適応と禁忌を説明できる 

５．PNS の効果と作用、適応と禁忌を説明できる 

６．MES の効果と作用、適応と禁忌を説明できる 

奥地伸城 

9 

「光線療法」 

１．光線療法の概要について理解する 

２．光線療法の種類とそれぞれの特徴につ

いて理解する 

 

「光線療法」 

１．光線療法の定義について説明 

２．赤外線療法の特徴、作用、効果、実施手順、

注意事項、禁忌について説明できる 

３．レーザー療法の特徴、作用、効果、実施手

順、注意事項、禁忌について説明できる 

４．紫外線療法の特徴、作用、効果、実施手順、注 

意事項、禁忌について説明できる 

奥地伸城 

10 

「牽引療法」 

１．牽引療法の治療原理を理解する 

２．牽引療法の力学的・生理学的効果を理 

解する 

３．牽引療法の適応を理解する 

「牽引療法」 

１．牽引療法の治療原理を説明できる 

２．牽引療法の力学的・生理学的効果を説明でき 

  る 

３．牽引療法の適応を判断し、方法を説明できる 

奥地伸城 

11 

「水治療法」 

１．水の物理的作用・効果について理解す

る 

 

「水治療法」 

１．浮力、静水圧、流体抵抗、水の比熱、熱伝導

率について説明できる 

２．渦流浴・ハバードタンク・交代浴の適応と禁

忌について説明できる 

３．水中運動療法について効果と作用、適応と禁忌 

について説明できる 

奥地伸城 

12 

「物理療法の実際」 

１． 今まで学んだ物理療法機器を実際に使 

うことができる 

２．それぞれの適応と禁忌を理解する 

「演習」 

１． 今まで学んだ物理療法機器を実際に使い、使 

用方法を説明できる 

２．それぞれの適応と禁忌を説明できる 

奥地伸城 

13 

「物理療法の臨床応用」 

１．各疾患の病態を理解する 

２．物理療法の治療時条件を理解する 

３．禁忌を把握し、実践方法を理解する 

「骨関節疾患での使用」 

１． 疾患の特徴を効果的な物理療法の関係を理解 

する 

２．物理療法の手段を明確に選択できる 

３．物理療法と運動療法の組み合わせの重要性を 

奥地伸城 
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説明できる 

14 

「物理療法の臨床応用」 

１．各疾患の病態を理解する 

２．物理療法の治療時条件を理解する 

３．禁忌を把握し、実践方法を理解する 

「脳血管疾患での使用」 

１． 疾患の特徴を効果的な物理療法の関係を理解 

する 

２．物理療法の手段を明確に選択できる 

３．物理療法と運動療法の組み合わせの重要性を 

説明できる 

奥地伸城 

15 

「まとめ」 

１．今まで学んだ各物理療法の適応、禁

忌、生理学的効果について理解する 

２．各症例の症状からどの物理療法が適応 

かを判別する 

「まとめ」 

１．今まで学んだ各物理療法の適応、禁忌、生理

学的効果について説明できる 

２．各種疾患と各物理療法の適応と禁忌を上げ、理 

学療法プログラム例を作成できる 

奥地伸城 

成績評価方法 
出席は 2/3 以上の出席をもって試験の受験を可とする。 

最終講義にて筆記試験（100 点）を行い、60 点以上を合格とする。 

準備学習/事後学習 準備学習：高校数学で学ぶ三角関数の基礎（sin、cos、tan） 

事後学習：授業後には次回までにサブノートを再読すること。 

関連科目 「解剖学Ⅱ」・「解剖演習」→「物理療法学」→「運動療法学」・「臨床実習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 

 

 

 

 

 

 

学科・年次 理学療法科 1 年次 開講期間 後期   

科目名 日常生活活動学演習Ⅰ 

担当者 小出 悠介 

単位数（時間数） １単位（30 時間）            履修方法 講義形式 グループワーク 実技 

教科書・参考書 PTOT ビジュアルテキスト  ADL 羊土社 

 

授業概要 

本講義では，日常生活活動の定義や範囲といった理学療法士に必要な基本知識や日常生活活動に関わる，リハビリテ

ーション支援機器の名称や使用方法、指導方法について講義する．臨床経験のある理学療法士がその経験を生かして

授業を行う． 
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授業の目的（意義） 

本講義の目的は，日常生活活動に関する基礎知識やリハビリテーション支援機器の使用法やそれを使った歩行パター

ンを修得し，自己で実際に実行でき，指導できるようになることである． 

関連する学科の DP 

①理学療法士として必要な基礎知識を修得している 

②医学知識を修得し、論理的思考に基づいた理学療法（評価・治療）が実践できる 

④自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる 

⑤臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている 

⑥自律心を有している       

１．自己研鑽を継続できる 

２．自主的に行動が起こせる３．自信をもって業務に臨める   ４．自己マネジメントすることで課題を明確にできる 

      

 

回 

（コマ） 
授業日 

「授業項目」 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

１ 後期 

「オリエンテーション」 

この講義の概要について知る．

前半ではグループワークを行う

機会が多いため，グループワーク

を行う上でのお作法について知

る． 

「授業概要とグループワークの実施方法」 

① 日常生活活動学がどのような教科内容

か知る． 

② グループワークを行う上で重要なこと

を理解し，述べることができる． 

③ グループワークの作法を意識しながら

グループワークを実施できる． 

小出悠介 

２ 後期 

「ADL の概念と範囲」 

歴史的背景を理解し，日本リハ

ビリテーション医学会の ADL の

概念を述べることができる． 

「ADL の概念とその範囲」 

① 現在のADLの概念に行きつくまでの歴

史的背景を知る． 

② 日本リハビリテーション医学会の ADL

の概念を知り，述べることができる． 

小出悠介 

３ 後期 

「ADL の広がり」 

基本的な ADL の自立では現在

の社会生活が成立しないことを

理解し，広義と狭義の ADL につ

いて具体的に述べることができ

る． 

「日常生活活動と日常生活関連動作」 

① 日常生活活動をグループワークであげ

ることができる． 

② 広義の ADL と狭義の ADL について理

解する． 

③ 具体的な項目を ADL と APDL に自分

で分けることができる． 

小出悠介 

４ 後期 

「障害者分類」 

ICIDH の機能形態障害・能力障

害・社会的不利について理解し，

「ICIDH」 

① ICIDH の概念について知る． 

② ICIDH の機能形態障害・能力障害・社

会的不利について説明できる． 

小出悠介 
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説明できるようになる．また，ICF

への変遷についても知る． 

③ ICF への変遷について知る． 

５ 後期 

「生活機能分類」 

生活機能分類からみた ADL の

位置づけを理解する． 

 

「ICF と ADL」 

① ICF の概念について理解する． 

② ICF の分類項目を説明できる． 

③ グループワークで ICF の概念を用い，

項目を分類できる． 

④ ICF のコード化について知る． 

小出悠介 

６ 後期 

「ADL 評価指標」 

量的評価をする意義を理解し，

各 ADL 評価指標の特徴を述べる

ことができるようになる． 

「ADL の評価表」 

① 量的評価と質的評価の違いと意味を知

る． 

② 評価表を使用する意義を理解する． 

③ 各評価指標の名称と特徴を述べること

ができる． 

小出悠介 

７ 後期 

「自助具・日常生活用具」 

自助具・日常生活用具の使用目

的や名称，使用方法について理解

し，説明できるようになる． 

「自助具・日常生活用具の役割」 

① 自助具・日常生活用具の役割や目的を知

る． 

② 自助具の具体的名称と用途が説明でき

る． 

③ 処方の際の注意点を述べることができ

る． 

小出悠介 

８ 後期 

「歩行補助具（杖）」 

杖の種類や名称，長さの合わせ

方を述べることができる．また，

杖の歩行パターンを理解し，説明

できるようになる． 

「杖の種類と歩行パターン」 

杖の名称を述べることができる． 

杖の高さの合わせ方を 3 つ理解し，説明でき

る． 

杖を使用した歩行順序や名称を説明できる． 

小出悠介 

９ 後期 

「歩行補助具（松葉杖）」 

松葉杖の種類や名称，長さの合

わせ方を述べることができる．ま

た，松葉杖の歩行パターンを理解

し，説明できるようになる． 

「松葉杖の種類と歩行パターン」 

① 松葉杖の名称を述べることができる． 

② 松葉杖の高さの合わせ方を 3 つ理解し，

説明できる． 

③ 松葉杖を使用した歩行順序や名称を説

明できる． 

小出悠介 

10 後期 

「応用動作（杖）」 

 杖を使用した，またぎ動作や階

段昇降といった応用動作を理解

し，説明できるようになる． 

「杖での応用動作」 

① 応用動作を行う上での注意事項を知る． 

② 杖を使用した各応用動作を理解し，説明

できるようになる． 

③ 階段昇降動作の名称を述べることがで

きる． 

小出悠介 
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11 後期 

「応用動作（松葉杖）」 

 松葉杖を使用した，またぎ動作

や階段昇降といった応用動作を

理解し，説明できるようになる． 

「杖での応用動作」 

① 応用動作を行う上での注意事項を知る． 

② 松葉杖を使用した各応用動作を理解し，

説明できるようになる． 

小出悠介 

12 後期 

「車椅子」 

車椅子の部分名称や各パーツ

の役割について理解する． 

「車椅子の構造と各パーツの役割」 

① 車椅子の構造について知る 

② 車椅子の各パーツの名称が言える． 

③ 車椅子の各パーツの機能の違いによる

代替品を理解し，説明できる． 

小出悠介 

13 後期 

「杖歩行・応用動作指導」 

動作名称を聞き，実際に自分が

その動作を出来るようになる．  

「杖歩行と応用動作を実際に行う」 

① プリントを見ることなく，杖歩行・応用

動作が実際に出来るようになる． 

② 歩行名称を聞いただけでその動作が実

際に出来る． 

小出悠介 

14 後期 

「松葉杖歩行・応用動作指導」 

動作名称を聞き，実際に自分が

その動作を出来るようになる． 

 「杖歩行と応用動作を実際に行う」 

① プリントを見ることなく，杖歩行・応用

動作が実際に出来るようになる． 

② 歩行名称を聞いただけでその動作が実

際に出来る． 

小出悠介 

15 後期 

「その他の歩行補助具とまとめ」 

これまでに講義してきた歩行

補助具以外の物を知る．さらにこ

れまでの要点のまとめを行い，疑

問を解消する． 

「その他の歩行補助具とまとめ」 

歩行器やシルバーカーといった歩行補助具

の種類や適応を知る． 

これまでの講義の要点のまとめを行い，疑問

を残さない状態にする． 

 

小出悠介 

成績評価方法 

小テスト（40 点）×２回 

実技テスト（20 点） 

60 点以上を合格とする 

準備学習/事後学習 前回授業の復習と次回授業の予習を教科書で確認しておくこと 

関連科目 日常生活活動学演習Ⅰ → 日常生活活動学演習Ⅱ 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 

理学療法士の知識としては常識となるものが多き科目です．わからない点があれば積極的に質

問してください． 
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学科・年次 理学療法科・１年次 開講期間 後期 

科目名 生活環境学 

担当者 熱尾有加 

単位数（時間数） 2 単位（３０時間）               履修方法 講義・グループワーク 

教科書・参考書 配布資料にて授業・グループワークを行っていく 

 

授業概要 

理学療法士は身体機能を回復させるだけでなく、対象者の生活そのものを支援する職業である。講義では、対象者が

住み慣れた地域や在宅で自立した生活を継続するための住環境整備を中心に学習していく。なお、理学療法士として、

病院等で臨床経験のある教員がその経験を活かして授業を行う。 

授業の目的（意義） 

対象者の身体機能と生活動線を結び付け、住宅改修・福祉用具を提案・設計できる基礎知識を養う。 

またこれらの根拠となる福祉政策および社会保障制度の知識を深め、適切なサービス活用を提供できる知識を身につ

ける。 

関連する学科の DP 

① 理学療法士として必要な基礎知識を修得している 

② 医学知識を修得し、論理的思考に基づいた理学療法（評価・治療）が実践できる 

③ 自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる 

④ 臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている 

⑤ 自律心を有している 

      

回 

（コマ） 

「授業項目」（単元名） 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1 

「生活環境学の概念」 

一般目標 

① 生活環境整備における理学療法士の役

割について理解する 

高齢者を取り巻く生活状況を理解する 

「生活環境学の概念と高齢者を取り巻く生活状

況」 

 到達目標 

① 生活環境学の範囲について説明できる 

② 木造住宅の問題点について説明できる 

家庭内事故の状況や住環境整備について説明でき

る 

熱尾有加 

2 

「生活環境の特徴」 

一般目標 

①高齢者・障害者を取り巻く生活 

状況を理解する 

 

「高齢者・障害者を取り巻く生活状況」 

到達目標 

①高齢化の特徴・介護問題と障害者の状況・ 

住宅改修の実態について説明できる 

② 障碍者を取り巻く社会状況と住環境について

説明できる 

 

熱尾有加 



121 

 

3 

「生活環境整備に関する法則と進め方」 

一般目標 

① 介護保険の概要を理解する 

② 障害者福祉施策の概要を理解する 

③活環境整備の必要性を理解する 

「生活環境整備に関連する諸制度」 

到達目標 

①介護保険における住宅改修と福祉用具の 

取り扱いについて説明できる 

障害者総合支援法について説明できる 

熱尾有加 

4 

「在宅生活における福祉用具 

活用 

一般目標 

① 福祉用具の意義ついて理解する 

② 制度による福祉用具の内容を理解する 

生活行為別にみた福祉用具を理解する 

「福祉用具の意味と適用」 

到達目標 

① 福祉用具の意義について説明できる 

生活行為別の福祉用具を説明できる 

熱尾有加 

5 

「福祉住環境整備の実践①」 

一般目標 

図面の役割・ルール・読み方について理解す

る 

「建築図面のルール」 

到達目標 

① 平面図・断面図について説明できる 

表示記号について説明できる 

熱尾有加 

6 

「福祉住環境整備の実践②」 

一般目標 

図面の役割・ルール・読み方について理解

する 

「住環境整備における留意事項」 

到達目標 

① 図面のルールについて説明できる 

理学療法士が図面を見る意義について説明できる 

熱尾有加 

7 

「福祉住環境整備の実践③」 

一般目標 

図面を見る必要性について理解する 

「現住居を参考にした図面作成」 

到達目標 

① 自身の居室の平面図を作成する 

高齢になった時の留意点を説明できる 

熱尾有加 

8 

「トイレ・入浴の環境整備」 

一般目標 

① トイレの環境整備の意義と目的を理解

する 

浴室の整備について理解する 

「トイレ・入浴の整備」 

到達目標 

① トイレの環境整備の意義と目的について説明

できる 

② 浴室と介助スペースについて説明できる 

そのほかの整備機器について説明できる 

熱尾有加 

9 

「手すり・階段の環境整備」 

一般目標 

① 手すりの役割・種類・特徴について理解

する 

② 階段の位置について理解する 

「手すり・階段の整備」 

到達目標 

① 手すりの役割・種類・特徴について説明できる 

階段の種類について説明できる 

熱尾有加 

10 

「入浴・床材の環境整備」 

一般目標 

①浴室・脱衣室における基本的な 

住環境整備留意する事項につ 

「入浴・床材の整備」 

到達目標 

① 入浴行為における住環境整備を説明できる 

② 床材の配慮の必要性について説明できる 

熱尾有加 
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いて理解することができる 

床材への配慮の必要性について理解する 

 

11 

「玄関・手すりの環境整備」 

一般目標 

① 玄関の住環境整備の留意点について理

解する 

手すりの役割と配慮の必要性について理解

する 

「玄関・手すりの整備」 

到達目標 

① 玄関の住環境整備について説明できる 

② 手すりの必要性について説明できる 

 

熱尾有加 

12 

「建具・スペース・家具の環境整備」 

一般目標 

それぞれの役割と配慮の必要性について理

解する 

「建具・スペース・家具の整備と疾患における住宅

改修の対応」 

到達目標 

① それぞれの役割と配慮の必要性について説明

できる 

グループワークにて脊髄損傷者の住宅改修を検討

する 

熱尾有加 

13 

「更衣・色彩・証明・冷暖房の環境整備」 

一般目標 

それぞれの役割と配慮の必要性について理

解する 

「更衣・色彩・照明・冷暖房の整備と疾患における

住宅改修の対応」 

到達目標 

① それぞれの役割と配慮の必要性について説明

できる 

グループワークにてパーキンソン病者の住宅改修

を検討する 

熱尾有加 

14 

「調理・居室の環境整備」 

一般目標 

それぞれの役割と配慮の必要性について理

解する 

「調理・居室の整備と疾患における住宅改修の対

応」 

到達目標 

① それぞれの役割と配慮の必要性について説明

できる 

グループワークにて中枢疾患者の住宅改修を検討

する 

熱尾有加 

15 

「今までのまとめ」 

一般目標 

①これまでの授業で学んだ環境 

整備のポイントを理解できる 

「まとめ」 

到達目標 

②これまでの授業内容から、環境整備のポ 

イントを説明できる 

熱尾有加 

成績評価方法 科目試験（筆記） 

準備学習/事後学習 サブノート 

関連科目 日常生活活動学Ⅰ 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 
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学科・年次 理学療法科・１年次 開講期間 後期 

科目名 臨床実習Ⅰ 

担当者 実習指導者 

単位数（時間数） 1 単位（45 時間）             履修方法 実習 

教科書・参考書  

 

授業概要 

介護保険領域である通所および訪問リハビリテーションの見学を通して、生活期における理学療法士の役割と、多

職種協働の重要性を理解する。利用者の生活背景を踏まえた支援の視点や、地域リハビリテーションの実際を学び、

医療人としての基本的態度と臨床への学習意欲を養う。 

授業の目的（意義） 

病院、施設の役割や機能、またその中で働く理学療法士の業務を知ることにより、知識習得への動機づけを行うと

ともに、理学療法を学ぶ学生としての基本的態度の獲得を目標とする。介護保険領域で臨床経験のある理学療法士が

その経験を活かし実習を進める 

関連する学科の DP 

２．医学知識を修得し、論理的思考に基づいた理学療法（評価・治療）が実践できる 

３．現場で適切な対人関係を築き、患者さんや利用者さんなど他者の身体に触れる専門職としての倫理観を有してい

る 

４．自己研鑽に努め、得た知識や経験を適切に共有することができる 

５．臨床現場で求められる基礎的実践能力を備えている 

６．自律心を有している       

①自己研鑽を継続できる 

②自主的に行動が起こせる 

③自信をもって業務に臨める   

④自己マネジメントすることで課題を明確にできる 

７．忍耐力を有している 

①職務に責任感を持って臨むことができる 

②他者に寄り添って思いやりのある行動ができる 

８．協調性を有している 

①他者と協働できる 

②他者を敬い、謙虚な態度で接することができる 

③自己解決できない時、周囲に頼ることができる 

      

日 

 

「授業項目」（単元名） 

一般目標(GIO) 

「授業内容」 

到達目標（SBOs） 
担当者 

1～5 

「臨床実習Ⅰ（見学）」 

 一般目標 

「臨床実習Ⅰ（見学）」 

 到達目標 

１．各種提出物が期限内に提出することができる。 

実習指導者 
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１．通所・訪問リハビリテーショ

ンのしくみや役割を理解す

る． 

２．リハビリテ－ションチ－ムと

しての各スタッフの役割につ

いて知る． 

３．対象者と疾患や障害について

理解する． 

４．理学療法の実際を見聞し、業務

と役割を学ぶ． 

 

２．記述・口頭での報告が適切にできる。 

３．施設における部門の役割について理解できる。 

４．実習に対して意欲的・積極的に学習できる。 

５．職場内での人間関係を円滑に保つことができる。 

６．日常の規律を自覚し、守っていく態度をとれる。 

７．感情・情緒面で安定した態度をとれる。 

８．目標達成を目指して意欲的に努力することができ

る。 

９．対象者の人権を尊重できる。 

10．守秘義務を守ることができる。 

成績評価方法 

各施設において、実習指導者によって実習目標に基づいた具体的項目の評価を受ける。評価

項目は臨床実習手引き臨床実習Ⅰに記載のある項目に準じて評価する。その評価内容を基に、

レポート内容などを総合的に鑑み、学科内の選考において学習目標が達成された場合に合格と

する。実習前後のガイダンス等も成績に考慮する項目である。 

準備学習/事後学習 臨床実習前には 1 年次で学んだ内容全てについて復習するとともに、利用者、施設の指導者

など関係者すべてと円滑なコミュニケーションが取れるようにしておくこと。 

関連科目 受け身的な態度ではなく、積極的に指導者等に働きかけ、疑問や問題を解決すること。 

その他（履修者へのア

ドバイス等） 

 

 

 


